















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　はじめて本書を開いた方は、この本がどのようなものか悩なやむかもしれません。

　一見小説のようですが、よく見ると登場人物の名前と共にセリフが書かれています。それではドラマや劇げきの脚きやく本ほんかといえば、それともちょっと違ちがうように見えます。

　一体、この本は何なんでしょうか？




　その答えは、ＴＲＰＧのプレイ風景を文章に書き起こした〝リプレイ〟というものです。




　はじめまして。

　あるいは『聖せい雪せつのキャンパス』、そして『想望のメモリアル』に引き続いて本書を手に取ってくださった方はおひさしぶりです。

　この本の著ちよ者しや、久保田悠羅くぼた・ゆうらです。




　まずは簡かん単たんに、説明をしたいと思います。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というＴＲＰＧのリプレイです。

　ＴＲＰＧ──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームとは、数人で遊ぶゲームの一種です。ひとりがＧＭ（ゲームマスター）、残りの人はプレイヤーとなってＰＣ（プレイヤーキャラクター）をひとりずつ創つくり、ＧＭが用意したシナリオと呼よばれる物語や冒ぼう険けんを楽しむ遊び──それがＴＲＰＧです。

『アリアンロッドＲＰＧ』はこのＴＲＰＧのひとつであり、〝エリンディル〟と呼ばれるファンタジー世界を舞ぶ台たいとしています。

　そして〝リプレイ〟とは、このＴＲＰＧの遊び方やその雰ふん囲い気きを伝える目的で書かれた、実じつ際さいにＴＲＰＧを遊んだ様子を読み物の形にしたものです。つまり、本書は『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでいる様子を文章化したもの、そう考えていただければ問題ありません。




　なお、本書は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』というリプレイのシリーズの第三巻かんになります。したがって、第一巻『聖雪のキャンパス』、第二巻『想望のメモリアル』を読んでいることを前ぜん提ていとして書かれているところもあります。ですから、なるべく第一巻から順番に読んでいただいた方が、本書をより楽しむことができます。




　それでは、解かい説せつはこのあたりにして、そろそろ本ほん編ぺんへと参りましょう！







前巻までのあらすじ




　エリンディル中央南部に位置する〝賢けん者じやの街〟エルクレスト。

　ここにはエルクレスト・カレッジという、冒険者育成のための学園があった。

　この学園に入学したファムとヴァリアスは、ファムの未来の孫であるプリシアと出会ったり、ファムの魔ま族ぞく化を狙ねらう魔族と戦ったりと不思議な体験をする。

　そして、季節は巡めぐり春。再ふたたび学園内に奇き妙みような事じ件けんが発生する。

　それは黄金の鎧よろいを着た騎き士しの亡ぼう霊れいが歩き回っているというものだった。その事件を追ううちにファムたちは、エルクレスト・カレッジの宝ほう物もつ庫こに収おさめられている〝神しん獣じゆうの杖つえ〟というアイテムを狙っている者がいることに気づく。

〝神獣の杖〟は、五〇〇年ほど前にエリンディルの中央を支し配はいした〝覇は王おう〟と呼ばれる王が所有していた武ぶ具ぐのひとつで、絶ぜつ大だいな力を持つマジックアイテムである。やがて、この神獣の杖の本当の持ち主こそカミュラであり、学内を徘はい徊かいする幽ゆう霊れい騎士は呪のろいを掛かけられた彼女の恋こい人びとアウデンリートであったことをファムたちは知る。だが、その秘ひ密みつを知った彼らの前に立ちふさがる者が現あらわれた。

　エリンディルを裏うらで操あやつる者たち──その名は〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディ。
















再さい会かい、そして再びの別れ SIDE-B　～プロローグ～




　それは十年も前のことだった。




　あの日、燃もえさかる村を目の前にして、私は何もできなかった。

　それは今でも変わらないだろう。

　あっという間に燃え広がる炎ほのおに対して、何ができるというのか。




　親しかった友人は、炎に包まれて見えなくなった。

　親切だった隣りん人じんは、崩くずれる家の下した敷じきになってしまった。




　しかし彼女だけは、そう、せめて彼女だけは救いたかった。




　だが、当時の私には無理だった。

　あの頃ころの私はまだ十歳さいにもなっていない、ただの少年だった。

　ただ呆ぼう然ぜんと立ちつくし、見つめることしかできなかったのだ……。

　そこから逃にげ出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。




　だから、再び彼女と出会った時、今度こそ助けることができる、そう思った。

　今ならば、そう、今ならば助けることができるかも知れない。




　だが、それは自分自身に対する過か大だい評ひよう価かだった。

　そう思うことによって、自分を慰なぐさめていたのだ。

　そのために友人を傷きずつけ、裏切り、さらには自分さえも誤ご魔ま化かしていた。




　だから、今度こそは救おう。

　今の私には、共に歩む仲間たちがいる。

　彼らを信じ、彼らに応こたえることこそ、彼女を救う道なのだ。

　それはきっと間ま違ちがいではない。




　だから待っていてくれ。

　ラリエット、可哀かわい想そうな私の妹……。







プリプレイ







◆プリプレイ 01◆新たなる企たくらみ




　さて、『ハートフル』シリーズもついに第三巻となりました。これもひとえに読者の皆さまのおかげです。しかし、毎回異なるパターンのシナリオを考えるのは、意外に大変なわけで……。前巻ではカミュラに焦しよう点てんを当てつつ、カミュラのプレイヤーである小こ暮ぐれさんの希望でもあったミステリータッチのシナリオに仕立てました。そして今回の第三巻では、カッツを中心にしたシナリオにすることは決めていたのですが……。




「おや、これはこれは。いいところに登場ですよ、きくたけさん。『ハートフル』の三巻ではカッツについて描こうと思っているんですけど、何か面おも白しろい設定とかないですか？」

「そうだなぁ。出自が〝滅ほろんだ民族の血〟だから、生き別れの兄弟とかどうだろう」

「兄弟ですか……。それなら、双ふた子ごの弟とかにしますか？」

「弟よりは妹の方が面白いかな。名前も某ぼうＭＭＯの武器にして（笑）」

「ネタはそこですかっ！」

「あれ？　なんか面白そうな話をしてますね。『ハートフル』の話ですか？」




　と、そこにヴァリアスのプレイヤーであるＯはたも参加。




「そうだよ。三巻のシナリオにカッツの妹を出そうかと話していたところ」

「いいなぁ。それならヴァリアスもなんか設定つけましょうよ」

「〝竜の血脈〟以外にどうしろと（笑）」

「え……？　いや、せっかく、竜の血を引いているわけだし。《ブレス》を使っているだけじゃ、物足りないし」

「……その設定、すでに忘れていただろ」

「そ、そんなことはないっす（笑）」

「まぁ、ヴァリアスのことはあとで考えるとして、次のシナリオではカッツの妹を登場させる方向で考えてみます」




　という会話から数日後……。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよには、いつものメンバーが集まっていた。




　さて、それでは恒こう例れいのプレイヤー紹しよう介かいからはじめましょう。




●小こ島じまめぐみ──キャラクター：ファムリシア（通称、ファム）

　元げん氣きプロジェクト所しよ属ぞくの声せい優ゆうさんで、愛あい称しようは〝こじまめ〟。『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン、『マーメイドメロディぴちぴちピッチ』の蘭ラン花フアを演えんじている。二〇〇七年二月に、 Cri☆siS というバンドを他ほかの声優さんたちと結成した（キーボード担たん当とう）。

『ハートフル』ではちょっぴりドジなファムリシアを演えんじているが、巻を重ねるにつれて成長し、現在ではギルドマスターとして立りつ派ぱに活かつ躍やく中。魔ま法ほうの才さい能のうを活いかして、ギルド〝マジックフェザー〟のメインアタッカーも務つとめている。




●小暮英え麻ま──キャラクター：カミュラ

　マウスプロモーション所属の声優さん。なぜか〝英麻さま〟と〝さま〟付で呼よばれている。『マーメイドメロディぴちぴちピッチ』のかれん、『ナイトウィザード』（エンターブレイン刊かん）のＣＤドラマなどでアンゼロットを演じている。

　前巻をお読みになった方はもうご存ぞんじだと思うが、小暮さんの観察力と洞どう察さつ力りよくは非ひ常じように高く、侮あなどれない。プリフェクト（監かん督とく生。学がく生せい寮りようの代表生徒のこと）という立場であるカミュラは、まさに小暮さんにふさわしいキャラクターであるといえるだろう。




●大畑顕おおはた・あきら──キャラクター：ヴァリアス・ヴァンガード

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員で、通つう称しよう〝Ｏはた〟。ＴＲＰＧのデータ作成を担たん当とうしていることもあり、ＴＲＰＧの戦せん闘とうにおけるゲーム感は鋭するどいものがある。しかし、三下属ぞく性せいのためにみずから危き機きへと飛び込こむこともしばしば。

　今巻のシナリオはその属性を活かしたものとなっている。こういうセッションも、プレイヤーが決まっているキャンペーンプレイならではの醍だい醐ご味みといえるだろう。




●菊きく池ちたけし──キャラクター：カッツ・バルゲル

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長で、通称〝きくたけ〟。『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』などのゲームデザイナー。『セブン＝フォートレス』のリプレイ『フォーチューンの海かい砦さい（上・下）』が、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより発売中。こちらもよろしくお願いいたします。

　前巻のエンディングでも書いたとおり、カッツは今巻のシナリオの要かなめである。はたして、カッツの運命はいかに（笑）。




　以上のメンバーで、今回も『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』をお送りします。それでは、第三巻『迷めい夢むのコントラスト』、いざ開かい幕まくです。







◆プリプレイ 02◆学園を飛びだそう




ＧＭ：それでは『ハートフル』の第五話をはじめましょう。今回はプリプレイでちょっとやってもらうことがありますので、さっそく今回予告を読み上げますね。

小暮（以い降こう、カミュラ）：やってもらうこと？

小島（以降、ファム）：なんですか？

ＧＭ：それはあとのお楽しみということで。それでは、今回予告です。




　これまでの事じ件けんの背はい後ごには、

　エリンディルを陰から操っている〝不滅の諸公〟スカディ（※）と呼ばれる者たちの暗躍があった。

　そのスカディと関係の深い遺い跡せきが、エルクレスト近くにあるらしい。

　そこは、かつて邪じや神しんを崇あがめるために造つくられた神しん殿でん。

　だが、そこはカミュラにとって、

　そしてカッツにとって、苦い思い出のある地でもあった。

　ファムたちはこの遺跡でひとりの少女と出会うことになる。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第五話

『再さい会かいという名の遊ゆう戯ぎ』




　心の奥おく底そこに仕し舞まわれていた棘いばらが動き出す……。




ＧＭ：とまぁ、こんな感じのシナリオです。前回のエンディングでの予告どおり、今回はカッツを中心にお話が進みますので、きくたけさんよろしくお願いしますね。うひひひ……。

きくたけ（以降、カッツ）：な、なんだその怪あやしい笑いは？

ファム：何か企たくらんでますよっ！

ＧＭ：いえいえ。きくたけさんからもらった設定を元にシナリオ作っただけですよ。

カッツ：ほんとに出てくるのか……。

ＧＭ：もちろん出てきますよ。シナリオハンドアウトにもちゃんと書きました。では、そのシナリオハンドアウトを配りましょう。まずはカッツから。うひひひ………。

カッツ：だから、その笑い方は止めろ（笑）。





（※）〝不滅の諸公〟スカディ　遙か昔にエリンディルの主だった〝古の民〟エルダの生き残り。エルダの名を捨て、スカディを自称している。






●カッツ用シナリオハンドアウト

コネクション：ラリエット　関係：家族

　ファムと行動を共にするようになって、ふと思い出すことがある。

　それは十年前に生き別れとなった妹──ラリエットのことだ。無事でいるのなら、ファムと同じくらいの歳としのはず。

　しかし、さすがにだいぶん昔のことだし、自分も小さかった頃ころのことだ。くわしいことはよく覚えていない。今はどこにいるのだろうか？




ファム：えっ！　カッツさんに妹がいたんですか!?

ＧＭ：カッツの過か去この話は今まで一いつ切さい出ていなくて、謎なぞだとか不明だとか、そんなのばかりなんですよ。そこできくたけさんと相談しまして、カッツには生き別れの妹がいるということになりました。

カミュラ：そ、そんな萌もえキャラっぽいのが……ファムのライバル出しゆつ現げん？（一同笑）

ファム：あたし、ピンチですか？

ヴァリアス：いや、ピンチではないんじゃないかと……。

ＧＭ：シナリオ的にピンチになるのは、カッツなんですけどね（笑）。まぁ、それはさておき、カッツは妹を捜さがすために冒ぼう険けん者しやになろうとしているという目的もできたということで。

カッツ：うむ。そういうことだ。妹を見つけ出すことを思えば、今の苦労などどうということはないのだ。

ファム：今明かされる真実ってことですねっ！

ＧＭ：明かされるかどうかは今後の展てん開かい次し第だいですが（笑）。次はカミュラです。




●カミュラ用シナリオハンドアウト

コネクション：〝不滅の諸公〟スカディ　関係：疑ぎ念ねん

　覇は王おう──それは、あなたがかつて仕えていた中原の王である（※）。

　その彼が残したといわれている〝覇王の遺産〟。それは人の手に余あまるほど強力なマジックアイテムの数々であり、あなたの手にある〝神しん獣じゆうの杖つえ〟も〝覇王の遺産〟のひとつである。その〝覇王の遺産〟をスカディが狙ねらっている。

　そしてあなたは思い出す。かつてあなたが訪おとずれた遺跡のひとつに、スカディと関係のある場所があったことを。

　そこに行けば何か分かるかもしれない。




カミュラ：前ぜん巻かんの続きという感じですね。

カッツ：こうやって設せつ定ていや話ができあがっていくのが、キャンペーンプレイだしな。

カミュラ：確たしかにその方が面おも白しろいですからね。あら？　神獣の杖を使ってもいいんですか？

[image: ]

ＧＭ：せっかく前回登場させたアイテムですからね。今回は使うことを想定して、ちゃんとデータ化してきました。

カッツ：なるほど。スキルを選択するのか。一度しか使えないとすると、《サモン・アラクネ》（※）か《サモン・シームルグ》（※）が妥だ当とうかな。

ヴァリアス：でも、４レベルで使えるんですよ。ダメージを与えるスキルという手も。

カミュラ：すでに取得している《サモン・フェンリル》を選んだらどうなるんですか？

ＧＭ：カミュラのキャラクターレベルは４ですから、神獣の杖の力で一度だけ４レベルで使えて、あとは２レベルということになりますね。

カミュラ：どのスキルがいいのかな？

ＧＭ：他のプレイヤーの方々と相談してもいいですから、オープニングまでにどのスキルにするか決めてくださいね。では、次はファムです。





（※）あなたがかつて仕えていた中原の王である　第二巻で、カミュラはかつて覇王に仕えていたことがあきらかになっている。

（※）《サモン・アラクネ》　サモナーのスキル。エンゲージひとつの任意の対象の受けたダメージを軽減する。

（※）《サモン・シームルグ》　サモナーのスキル。エンゲージひとつの任意の対象の【ＨＰ】を回復する。






●ファム用シナリオハンドアウト

コネクション：〝不滅の諸公〟スカディ　関係：疑念

　モーズレイ先生（※）は、リリス（※）を学校へ送り込んだのはスカディであると言った。とすれば、あなたを魔族へと変えようとしているのはスカディということになる。

　なぜ、スカディはそんなことをしようとしているのだろうか？

　スカディについて調べれば、何か分かるかもしれない。

　あなたはさっそく図書館へと向かった。




ファム：図書館で調べ物ですねっ！

カッツ：しかしほんとに図書館はよく出てくるなぁ。

ＧＭ：このエルクレストの図書館は、エリンディルでも一、二を争うほどの蔵書を誇りますからね。何かを調べるなら、まず基き本ほんは図書館です。

ファム：分かりましたっ！

ＧＭ：それから、ファムはカッツと一いつ緒しよのオープニングになります。

カッツ：私も図書館にいるのか。

カミュラ：あっ！　きっと、わたしがお願いしたんですよ。〝覇王の遺い産さん〟について調べてくださいって。

カッツ：分かった。では、そういうことで。





（※）モーズレイ　エルクレスト・カレッジで歴史を教えている先生。実はスカディであったことが第二巻で判明した。

（※）リリス　第一巻にて、ファムを魔族化するためにモーズレイによって送り込まれた魔族。ファムが魔族化した時の子孫（の可能性）でもある。






●ヴァリアス用シナリオハンドアウト

コネクション：オレストス・モーズレイ　関係：協力

　どうやらスカディの目的はファムを魔族化することらしい。

　だが、なぜそのようなことを彼らがしようとしているかは分からない。

　知っている人物がいるとすれば、それはただひとり。

　オレストス・モーズレイ。あなた方の寮りようのハウスマスターだ。




ヴァリアス：こっちはモーズレイ先生から情じよう報ほうを聞くということだな。

ＧＭ：そうです。あなた方が接せつ触しよくできる唯ゆい一いつのスカディですからね。

ヴァリアス：ファムのために、敵てきであった人に話を聞きに行くという格かつ好こういい立場なわけか。

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：しかし、自分で格好いいとか言うか？

ヴァリアス：ふっふふふふ。今回からのヴァリアスはひと味違ちがいますぜ。

ファム：どうするんですか？

ヴァリアス：ガンスリンガー（※）にクラスチェンジする予定なのだっ！

カッツ：ガンスリンガー!?

ヴァリアス：レンジャーのスキルを活かしつつ、さらにパワーアップを図りますよ。

ＧＭ：まぁ、ヴァリアスがガンスリンガーにクラスチェンジすることは聞いていたので、せっかくですからヴァリアスのオープニングフェイズのシーンもクラスチェンジに合わせたものにしておきましたから。

ヴァリアス：どんな感じになったんです？

ＧＭ：まぁ、オープニングフェイズのお楽しみということで。それでは、そのオープニングに入る前に、まずはこれを……（と言いながら、なにやらプリントを配る）。

ファム：新しいキャラクターシート？

ヴァリアス：うぉっ！　これって『アイテムガイド』対たい応おう版ばんのキャラクターシートだ。

ＧＭ：そうです。せっかく『アイテムガイド』も発売になったので、今回から導どう入にゆうすることにしました。




『アイテムガイド』とは、『アリアンロッド』に登場するアイテムを一冊さつにまとめた富士見書房より発売中のサプリメントである。基本ルールブックのアイテムだけでなく、これまでに発売されたサプリメントやシナリオ集などに収しゆう録ろくされていたアイテムも掲けい載さいされており、さらに新アイテムも追加されて、全部で七〇〇点以上ものアイテムが収録されているのだ。




カミュラ：どこが違ちがうんですか？

ＧＭ：装そう備び品ひんの装身具の欄らんが、補ほ助じよ防ぼう具ぐと装身具のふたつに分かれました。

ファム：補助防具と装身具？

カッツ：基本的に補助防具はマントとか靴くつのように防ぼう御ぎよ力りよくがあるアイテムで、装身具は聖せい印いんとかシーブズツール（盗とう賊ぞく用の道具）みたいに防御力がないけれど、特とく殊しゆな効こう果かを持っているアイテムのことだ。

ファム：つまり、グリモアは装身具ということですか？

ＧＭ：そのとおりです。で、『アイテムガイド』を導入することで、ファムはグリモアの他ほかに防御力のあるアイテムを装備することができるようになるんですよ。

ファム：そ、それは重要ですねっ！

ヴァリアス：防御力が上がるからな。メイジやアコライトは防御力が低くなりがちだから、それをフォローすることができるようになる。

ＧＭ：ということで、新しいキャラクターシートにデータを転記してください。今回レベルアップはありませんから、キャラクターのデータを書き写せばＯＫです。それといつもの仕送りや奨学金の名目で渡しているお金ですが、今回は八〇〇Ｇの追加ということにしますので、今までのお金と合わせて新しくアイテムを購こう入にゆうしてもＯＫですよ。

ヴァリアス：装備できる物も増ふえるしな。

ＧＭ：それでは、キャラクターの転記と買い物をお願いします。




　さっそく、あーだこーだ言いながら転記をはじめる一同。もっとも、装備欄がひとつ増えているだけなので、データの書き写しにはそれほど時間はかからない。

　そして、いよいよ買い物が始まった。




「うぉっ！　【行動値】に-1が追加されているっ！」

「その分、強くなっているからいいじゃないですか」

「借金って返へん済さいしたっけ？」

「別に返していないことにしてもいいですよ（笑）」

「あのー。神しん獣じゆうの杖つえを持つと、ハイクォリティーシールドが持てません（笑）」

「なんだって！　えーっと、【筋きん力りよく】２で持てる盾たては……これだ軽銀の盾！」

「うぉー、筋力１足りねー！　これじゃ秘ひ伝でん書しよが持てないじゃないか。むー、防具のランクをひとつ落として……って、《カバーリング》するのに防御力落としてどうするんだっ！」

「神獣の杖のスキルは《サモン・アラクネ》でいいですか？」

「あっー！　買ってきたアイスが溶とけてるぅ～」




　もう大おお騒さわぎである（笑）。

　しかし、こーしてプレイヤーたちがさまざまなことを言いながら、アイテムを選んでいる姿すがたはとても楽しそうである。『アイテムガイド』によってアイテムの種類が増えているというのもあるが、買い物はＴＲＰＧの醍だい醐ご味みのひとつであることは間違いない。

　ギルドスキルも《蘇生》《目利き》《陣形》《祝福》を選び、準備は整った。




ＧＭ：買い物も終わったようですので、それではゲーム本ほん編ぺんをはじめましょー。

一同：はーい。





（※）ガンスリンガー　魔導銃（キャリバー）と呼ばれる特殊な銃を使用することのできるクラス。









オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆覇は王おうの遺い産さん




　聖せい暦れき五〇〇年頃ごろ、中原にパリス王国を建国したひとりの王がいた。その名は現げん在ざいでは知る者はなく、ただ〝覇王〟というふたつ名のみが伝えられている。

　覇王は七つの武ぶ具ぐをもって中原を支し配はいしたと伝でん承しように謳うたわれている。

　その武具こそ〝覇王の遺産〟。

　今、カミュラが持っている〝神獣の杖〟も〝覇王の遺産〟のひとつである。




ＧＭ：最初のシーンはカミュラからで、場所は学長室。エルヴィラ学長と〝覇王の遺産〟について話し合っているところです。

カミュラ：この〝神獣の杖〟の他にどういう物があるんですか？

ＧＭ：そうですね。カミュラは、かつて覇王と行動を共にしていたのですべて知っているということにしましょう。覇王の遺産と呼よばれる七つの武具は、次のとおりです。




〝神獣の杖〟とも呼ばれる、動物の王の加か護ごを受けし〝アイン・ソフ・アウル〟。

〝黄金剣けん〟とも呼ばれる、光をまといし〝オートクレール〟。

〝雷らい槍そう〟とも呼ばれる、散らばりし棘いばら〝ゲイ・ボルグ〟。

〝白はく銀ぎんの竪たて琴ごと〟とも呼ばれる、神々の調べ〝ウァードネ〟。

〝降こう魔ま剣〟とも呼ばれる、魔を封ふうじる聖なる〝ロンゴミアント〟。

〝金剛の盾〟とも呼ばれる、不可視の〝プリドウェン〟。

〝神しん遺い剣〟とも呼ばれる、神々より預けられし〝デュランダル〟。




カッツ：おぉ、なんかファンタジーっぽいぞ（笑）。




『アリアンロッド』は最初からファンタジーです。




カミュラ：神獣の杖にも名前があったんですね。

ＧＭ：はい。あー、でも長い名前ですから〝神獣の杖〟でいいですよ。

ファム：黄金剣って、前ぜん巻かんに登場した鎧よろいが持っていた剣ですか？

ＧＭ：そうです。アウデンリートが持っていた黄金に輝かがやく剣、それがオートクレールです。で、これらのアイテムはすべてスカディが覇王に渡わたした物だといわれています。

カミュラ：一度渡した物をまた集めているんですか？　なんでそんな面めん倒どうなことを。

ＧＭ／エルヴィラ：「それは分かりません」　学長は残念そうにつぶやきます。

カミュラ：そうですか。それで、この学園には他にも〝覇王の遺産〟はあるんですか？

ＧＭ／エルヴィラ：あなたが持っている〝神獣の杖〟。そして、アブライエンという名の魔族を長年封じ込こめていた〝降魔剣〟ロンゴミアントが宝ほう物もつ庫こに保ほ管かんされています。

カミュラ：それなら、スカディが再ふたたび〝覇王の遺産〟を狙ねらう可か能のう性せいはあるわけですね。

カッツ：とはいっても、このままスカディが学園に襲しゆう撃げきしてくるのを待っているわけにはいかない。とゆーことで、私はカミュラに命じられて、図書館でスカディについての情じよう報ほうをファムと一いつ緒しよに調べているということで。

ＧＭ：おっ！　話が繋つながった（笑）。では、それはあとのシーンということで。

カミュラ：そういえば、このハンドアウトに書かれている思い出したことというのは？

ＧＭ：それはこれからお話します。というか、こっちが本題です（笑）。

カッツ：ずいぶん長い前置きだな（笑）。

ＧＭ：キャンペーンも中ちゆう盤ばんですからね。これから怒ど濤とうのように物語も進んでいきますよ。それはさておき、まだカミュラがエルクレスト・カレッジに入学する前、冒ぼう険けん者しやとして活動していた頃のことです。ちょうど十年前のこと。邪じや神しんを信しん仰こうしている神官長を退たい治じして欲ほしいという依い頼らいを受けたことがありました。

カミュラ：その村にあったのが、スカディの遺い跡せきというわけですね？

ＧＭ：そういうことです。

カミュラ：その遺跡って、ここから遠いんですか？

ＧＭ：いえ、エルクレストから四日ほどの場所で、学園から見ればだいたい対岸にある村です。名前はハーネス村。遺跡はこの村の外れにあったことをおぼろげに覚えています。

ファム：その村はどうなったんですか？

ＧＭ：神官を退治することはできたのですが、その村の邪神官が、最さい期ごに火を放って村は全ぜん滅めつ。今では廃はい村そんとなっています。

カミュラ：あらら。それでは村人から話を聞くというわけにもいかないですね。となると、もう一度その村に行ってみるか、あとはモーズレイ先生に直ちよく接せつ訊きいてみるしかないですね。

ヴァリアス：モーズレイ先生の方は、オレに任まかせてくれ。

ファム：ハンドアウトに書いてありますからね。

ヴァリアス：うっす。いろいろと情報を訊き出すぜっ！

カッツ：そして、モーズレイ先生に返り討うちに（笑）。

ヴァリアス：ギャーっ！　ば、ばかなーっ!!（一同笑）

[image: ]







◆オープニング 02◆新たなる力




　瑞みず々みずしい新緑に染そまった木々。

　抜ぬけるような青空。

　だが、それら美しい風景とは対照的に、ヴァリアスの心は沈しずんでいた。

　モーズレイ先生との対決の時、まっさきに倒たおされたのは自分だった。

　今のままじゃダメだ。

　もっと自分を鍛きたえなければならないし、もっと強い力も必要だ。




ＧＭ：次は、そのモーズレイ先生に返り討うちにあったヴァリアスのシーン……。

ヴァリアス：げ、げぇーっ！　ほんとにやられた～っ!!　さようなら、オレの学生生活。さようなら、エルクレスト・カレッジ……。

ＧＭ：そんなことあるわけないって（笑）。まぁ、モーズレイと話をするというのは本当ですが。さっきも言ったとおり、ちょっと面おも白しろいことを思いついたので、モーズレイがヴァリアスを訪おとずれることにしたいと思いますが、ＯＫ？

ヴァリアス：こっちは別に問題なし。

ＧＭ：では、そういうことで。舞ぶ台たいは……そうですね、庭園にしましょう。

ヴァリアス：オレが先生に負けた場所だな。なんか格かつ好こういいぞ、オレ（笑）。じゃあ、その庭園でオレは、このままじゃダメだ！　とか思って、芝しば生ふに寝ね転ころがっているぜ。

ＧＭ：そこにモーズレイ先生がやってくる、と。

ヴァリアス：な、何か用か？　ちっ、オレを笑いに来たのかよ（一同笑）。

カッツ：いきなり負けロールプレイから始まってるっ！（笑）

ファム：す、すごいです。ヴァリアスさんっ！（笑）




　そこですごいと言われましても（笑）。




ＧＭ／モーズレイ：そんな様子のヴァリアスを見て、モーズレイは答えます。「笑って欲ほしいんですか？　それでヴァリアスくんの気が済すむのなら笑ってあげますが」

ヴァリアス：ぶっ！　いきなり嫌いやみかい。そんなことを言いに来ただけなら……。

ＧＭ／モーズレイ：私もそこまで暇ひまではありませんよ。

ヴァリアス：じゃあ、なんだよ。

ＧＭ／モーズレイ：ヴァリアスくんたちは、我われ々われスカディについて調べているのでしょう。それについて教えて差し上げようかと思いましてね。

ヴァリアス：なんだって？　罠わなじゃないんだろうな？

ＧＭ／モーズレイ：疑うたがう気持ちは分かりますがね。私は仲間から追われる身なのですよ。あなた方がオフェリア・ルクス──私と一いつ緒しよにいた紅あかい魔ま導どう甲かつ冑ちゆうを着ていたスカディを倒してくださるのなら、それはそれで私が生き残る確かく率りつがググッと上がりますし。

ヴァリアス：前のシナリオに登場していたもうひとりのスカディか……。それなら自分で倒せばいいじゃないか。

ＧＭ／モーズレイ：わざとらしく驚おどろいた表ひよう情じようを見せるモーズレイ。「さすがに元もと同どう僚りようと戦うのは気が引けますから。あなただってカッツさんと戦えなんて言われたら、困こまるでしょう。それに、こう見えても私は小心者なんですよ」

ヴァリアス：絶ぜつ対たいに何か企たくらんでいる気がする……。

カッツ：かといって情じよう報ほうは欲ほしいところだな。

ヴァリアス：だな。仕方がない、ここはモーズレイ先生の思おも惑わくに乗ってみるか。よし、何か知っているなら教えてくれ。

ＧＭ／モーズレイ：大おお仰ぎように頷うなずくモーズレイ。「分かりました。この街から四日ほど離はなれた場所にかつてハーネス村と呼よばれていた廃はい村そんがあります。その村でオフェリアは何かの実験を行なっていたようです」

カミュラ：ハーネス村って……。

ファム：前のシーンに出てきた村と同じ名前ですね。今回はちゃんとメモしてありますよ。

カミュラ：前ぜん巻かんでは肝かん心じんなところをメモしてませんでしたからね（笑）。

ファム：今回は大だい丈じよう夫ぶですっ！

ヴァリアス：で、実験って一体どんな？

ＧＭ／モーズレイ：さぁ、私もそこまでは知りません。まぁ、その廃村まで行けば何か分かるかもしれません。

カッツ：なんかいいやつになったな、モーズレイ先生。

ヴァリアス：よし、そうと決まったら善ぜんは急げだ！

ＧＭ／モーズレイ：慌あわてて走りだそうとするヴァリアスに声をかけるモーズレイ。「ちょっと待ってください」

ヴァリアス：ん？

ＧＭ／モーズレイ：「ヴァリアスくんなら使いこなせるかもしれません」そう言って差し出したモーズレイ先生の手には、不思議な形をした銃じゆうが一丁。

ヴァリアス：魔導銃っ!?　なるほど、モーズレイ先生から魔導銃をもらって、ガンスリンガーにクラスチェンジしたということか！

カッツ：そういう演出は面白いな。

ＧＭ：ルール的にはクラスチェンジの制せい限げんはないけれど、その理由を考えれば、それはそれでキャラクターの設せつ定ていになりますから。では、次のシーンに行きましょう。
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◆オープニング 03◆カッツとファムと




　アルトリウス祭の事じ件けん。

　そして神しん獣じゆうの杖つえにまつわる事件。

　そのどちらも〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟と呼ばれるスカディが、裏うらで糸を引いていたことは分かった。

　しかし、スカディについてはいまだよく分からず、さらには彼らの最終的な目的さえ不明のままである。

　だが、このふたつの事件に何らかの関かかわりがあるはず。とにかく今は、スカディについて調べることに専せん念ねんするのだ。




ＧＭ：お待たせいたしました。最後はファムとカッツのシーンです。はじめに言ったとおり、一緒に図書館でスカディについて調べているという感じで。

カッツ：じゃあ、本ほん棚だなからガサガサと文ぶん献けんを引っ張ぱり出そう。

ファム：はいっ！　調べます、片かたっ端ぱしから調べます。

カッツ：しかし、私は【知力】が２しかないんだ（笑）。ファム、頼たよりにしているぞ。

ファム：任まかせてください。あたし、【知力】高いですから。

カミュラ：まったく、相変わらず人任せなんだから。

カッツ：むっ？　どこからか神の声が聞こえる（笑）。いかん、いかん。今はそれよりもスカディについて調べなければ、と本棚に目を移うつすとそこにはファムが立っているのだ。

ファム：はいっ！　本棚に立っています。




　それを言うなら本棚の側に立っているでは？




カッツ：そしてその姿すがたを見ていると思うのだ。妹が生きていればファムと同じくらいの年なんだなぁ、と。そして、そんなカッツの様子を不思議に思って、ファムが声をかけてくる。

ファム：え、え？　えーっと、どうしたんですか？　カッツさん。

カッツ：するとその声に合わせるように、こう脳のう裏りに妹の昔の声が響ひびく。

カミュラ（ラリエットになって）：もうお兄ちゃんたら、ほんとにダメなんだから（一同笑）。




　リアルに響いてくる妹の声（笑）。




カッツ：ぶばっ！　なんで妹にそんなことを言われなければならないんだっ！　せっかく今まで誰だれにも語らなかった昔のことを、ファムに告げるといういいシーンが台無しじゃないか。

ファム：誰にも言ったことがない……。分かりました。内ない緒しよにしておけばいいんですね？

カッツ：うむ。重要な話があるんだ。

カミュラ：真しん剣けんな話ですか？（笑）

カッツ：そう、実は………。

ファム：こ、これは告白ですか！

カッツ：違うっ！　実は私にはファムと同じくらいの歳の妹がいたのだよ。

ファム：なるほど。カッツさんは妹萌えなんですね。




　い、妹萌え？




カッツ：なんだその妹萌えっていうのは？

カミュラ：きっとファムの声にダブるように聞こえてくるんですよ、妹の声が。（幼いけど、小生意気な感じで）あははは、本当にお兄ちゃんバカなんだから（笑）。

カッツ：なんだって！　私の妹像ぞうを壊こわすな（爆笑）。

ＧＭ：きっとこういう感じにしてと頼たのめば、小こ暮ぐれさんがいいように妹をやってくれますよ。

カッツ：いいようにされるだけじゃん、それ。「いいように」の「いい」の意味が違う。

ファム：でも、ダブるのはいいですよ。後うしろ姿すがたとか何かふとした仕草がダブるとかですよね。ちょっと萌えな感じがするです。

カミュラ：きっと、ドジッ娘こなところがダブったんじゃないですか？

ヴァリアス：妹にもアホ毛があるとか？

カッツ：いや、アホ毛はひとりで十分だ（笑）。そんなことよりも、妹のことを他の人に語りたがらない過か去こが必要だな。

カミュラ：だったら、殺したんですよ。

カッツ：私がか？（笑）

カミュラ：え？　違う違う、カッツさんが原げん因いんで死んじゃったんですよ。

ファム：なるほど。カッツさんをかばったんですね。

カミュラ：そんないい娘こじゃないでしょ（笑）。そんな萌えな娘こじゃないですよ。




　どっちですか。




カッツ：まぁ、それはおいおい考えていくとしよう。きっと生まれ故こ郷きように悪い奴やつらがやってきて全滅したんだろう。出自が〝滅ほろんだ民族の血〟だし……ん？　全滅？

ファム：どうしたんですか？

カッツ：なんだかイヤな予感がする。さっきのカミュラのシーンで廃村とか言ってたよな。

ファム：（メモを見ながら）えーっと……ハーネス村ですね。

ヴァリアス：もしかして、その廃村がカッツの故郷？

カッツ：シナリオハンドアウトからすると、その可か能のう性せいはあるな。

ＧＭ：それはどうでしょう（笑）。さて、そんなことを話しながらいろいろと調べていると、スカディについての次のような記き述じゆつを見つけます。





〝不滅の諸公〟は、エルーラン王国によるエリンディルの支し配はいを好よしとは思わず。

　それゆえに彼かの国に対たい抗こうすべき人物に力を分け与あたえん。

　その人物こそ、後世〝覇は王おう〟と呼ばれし者なり。

〝不滅の諸公〟は彼の者に七つの武具を授さずけん。その力、極めて強大なり。

　覇王はパリスなる王国を築きずくも、〝不滅の諸公〟を裏うら切ぎり、彼らに反旗を振ふりかざす。

　だが、〝不滅の諸公〟の刃やいばは無む限げんなり。

　しこうして、覇王は滅ほろびを迎むかえん。






カッツ：つまり、覇王の遺産はもともとスカディの物だったというわけか。

ファム：でも、そのスカディがなんであたしを魔族化しようとしているんでしょう？

カッツ：つまり、それをこれから調べるというわけだな。

ＧＭ：では、方ほう針しんが決まったところでシーンを終わりましょう。
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ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆冒ぼう険けんの始まり




　かつてハーネス村と呼よばれていたその廃はい村そんは、エルクレストから神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくに属ぞくするバルサールの街へと向かう街かい道どうから小道に逸それた場所にあった。

　現げん在ざいはヴァンスター帝国とエルーラン王国が休戦状じよう態たいのため、街道に設もうけられている関所のチェックもそう厳きびしくはなく、またエルクレスト・カレッジの学生ということもあり、予定どおり四日の行こう程ていでファムたちはハーネス村跡あとへと到とう着ちやくした。




ＧＭ：では次のシーンです。ハーネス村へと向かうということでいいでしょうか？

カッツ：……また、授じゆ業ぎように出られないのか。

ＧＭ：その点は大だい丈じよう夫ぶです。学長の計らいで、課外授業の一いつ環かんとして扱あつかうことになっていますので、欠席扱いにはなりません。レポートくらいは出さないとダメだとは思いますが。




　エルクレスト・カレッジの授業などのくわしい設定は、『アリアンロッドＲＰＧ　エルクレスト学園ガイド』（ゲーム・フィールド）に掲載されているので、興味のある方はそちらもご覧ください。




ヴァリアス：今のところ何か情じよう報ほうを得るためには、その廃村へ行かないと無理だろうしな。別に問題はないかと。

ファム：そうですね。そうだ！　買い物とか出発前にしておいてもいいですよね？

ＧＭ：もちろんです。学園の外に出て冒険するわけですから、その辺の準じゆん備びはもちろんＯＫですよ。ちなみに今回のシナリオは、ウィルダネス・アドヴェンチャー風味となっています。

ファム：ウィルダネス・アドヴェンチャー？




ウィルダネス・アドヴェンチャー（Wilderness Adventure）

　その内ない容ようはまさにサバイバルという言葉がふさわしい。いつ現あらわれるか分からない怪かい物ぶつはもちろん、探たん索さくの疲ひ労ろう、日によって変化する天候、徐々に減へっていく食しよく糧りようなど、ありとあらゆる障しよう害がいがＰＣたちに襲おそいかかる。

　そんな主に野外での冒険をテーマにしたシナリオのことを〝ウィルダネス・アドヴェンチャー〟と呼よぶのだ。




ＧＭ：とまぁ、そんな感じのシナリオです。シナリオに設せつ定ていされたもの以外にエネミーがランダムで出現することがありますし、夜中でもきちんと見み張はりを立てないと襲おそわれた時に対たい応おうすることができません。

カッツ：ウィルダネス・アドヴェンチャーか……。また濃こいところをついてきたな。

ＧＭ：こういうのも面白いかと思いまして。基き本ほん的てきにはダンジョンルールとか既き存ぞんのルールを応用しているので、こういうシナリオを作る時の参考になるようにしました。では、今回のルールを解かい説せつしましょう。





①ハーネス村のマップは、３×３のタイルで構こう成せいされている１フロアとして扱う。

②一日は午前、午後、夜の三つに分かれ、それぞれ移い動どう、調ちよう査さ、休息のいずれかの行動を選せん択たくすること。

③〝移動〟は隣りん接せつするタイルへ移動する行動である。ただし、障しよう害がい物ぶつなどにより移動することができない場所もある。

④〝調査〟は現在いるタイルを調べる行動である。夜に調査を行なう時は明度２として扱い、判はん定ていのダイスが１個こ減げん少しようする。また、【ＨＰ】と【ＭＰ】がそれぞれ１Ｄ減少する。

⑤〝休息〟は現在いるタイルで休きゆう憩けいをとる行動である。一日の中で一回も〝休息〟を取らない場合、翌よく日じつの午前の最初に【ＨＰ】と【ＭＰ】がそれぞれ２Ｄ減少する。






ＧＭ：おおよそはこんな感じです。それぞれの行動での細かいルールは、あとで説明しますね。今はどういう行動が取れるかだけ把は握あくしておけば大だい丈じよう夫ぶです。

カッツ：なるほど。だいたい分かった。とりあえず出発前にポーションの類たぐいは買いそろえておこう。廃村じゃ買い物はできないし、そうそうその手の物が見つかるとは思えん。特にＭＰポーションは余よ分ぶんに買っておこう。ギルドレベルが上がって、《祝福》が使えるようになったものの、これはクライマックスまで取っておきたいからな。

カミュラ：わたしはＭＰポーションを４つ買っておきました。

ヴァリアス：オレは……あっと、冒ぼう険けん者しやセットを買っておかなければ。

カッツ：え？　持ってなかったのか……って、私も買ってないわ（笑）。

ＧＭ：学園内だとそれほど必要なアイテムじゃないですからね。

ファム：他には何か必要なものってありますか？

ヴァリアス：ポーションをそれなりに持っていくとすると、あとはバックパックとかかな。ドロップ品も多く持てるようになるし。

ファム：分かりました～。

ＧＭ：はい。では、買い物も終わりましたね。いよいよ次のシーンからハーネス村です。







◆ミドル 02◆最初の試練──襲いかかるもの




　そこはうっそうとした森に囲まれていた。

　村へと続く小道も今では通る者もなく、雑ざつ草そうによってそのほとんどが隠かくされていた。かろうじて轍わだちが残っているために道だと分かる程てい度どである。

　村を囲う柵さくも朽くち果はて、その奥おくに見える建物もその大半が崩くずれ落ちていた。




ＧＭ：では、ハーネス村です。とゆーことで一枚まい目のタイルをお見せしましょう（テーブルの上にタイルを置く）。
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ファム：この黒いのはなんですか？

ＧＭ：比ひ較かく的てき原形を保たもっている建物です。とはいっても、なんとか壁かべとか屋根が残っているという程度ですが。雨あめ露つゆを凌しのぐくらいはできると思っていただければよいかと。

カミュラ：他には何かありますか？

ＧＭ：ここのタイルには他には特に何もないですね。北、東、西に道が延のびています。北の方には大きな建物、西の方には民家らしきものがたくさん、東は湖の方へと続いているようですね。くわしいことは、そちらのタイルへと向かわないと分かりません。

カッツ：ところで時間は？

ＧＭ：午前中に村に到とう着ちやくして、午後から行動開始になります。

ヴァリアス：じゃあ、午後に調査して、夜に休息？

ファム：ですね。そうしましょう！

ＧＭ：あっと、その前にカッツとカミュラは【知力】か【感知】で判定してください。どちらを使ってもかまいません。難なん易い度どは15です。

カッツ：15？【感知】の方が高いからそっちで判定するとしても……ダイス目で10か。さすがに厳きびしいぞ。

カミュラ：杖つえの力で３Ｄになって……（コロコロ）ダイス目は８ですから、合計で14です。

ヴァリアス：おしいっ！　１足りない。

カミュラ：カッツさん、任まかせました（笑）。

カッツ：ぶっ！　そっちの方が能のう力りよく値ちが高いのになんで失敗するんだよ。フェイトを使うか……いや、ここは温おん存ぞんしておこう。（コロコロ）７だから失敗。

ＧＭ：では、ふたりとも何も思い出せません。

カッツ：思い出す？　なるほど、なるほど……（ニヤリ）。

ファム：ん？　どうしたんですか？

カッツ：いや、なんとなくシナリオの方向性が見えてきたのだよ。（ＭＡＰの黒い部分を指さしながら）とりあえず、このタイルで調べられそうな場所は、この建物なんだよな。

ＧＭ：そうです。あとはもう土台と柱くらいしか残っていないですから。

ヴァリアス：さすがに十年も経たっているからなぁ。

ＧＭ：いえ、年月によって朽ち果てたというよりも、火事で焼失した感じです。

カミュラ：そういえばオープニングで、そんなことを言ってましたね。

ＧＭ：はい。なので、無事な建物は少ないんですよ。

カッツ：なるほど。そういえばダンジョンルールを使用するということは、エリア探たん査さや聞き耳も使用できるのか？

ＧＭ：できますよ。

ファム：エリア探査に聞き耳？

ＧＭ：エリア探査は今いるエリアについてエネミーやトラップがないかをざっと調べる行動で、聞き耳は隣となりのエリアについて同じように調べる行動です。ダンジョンではないので、聞き耳というのはちょっと変ですが、まぁ遠目に見て調べるということにしましょう。

カッツ：よし。そういうことならば、まずはエリア探査だ。

ＧＭ：では【感知】で判定どうぞ。

カミュラ：みんな判定していいんですか？

ＧＭ：聞き耳はシーフかレンジャーしかできませんが、エリア探査は誰だれでもできます。

ファム：２Ｄですよね。

ＧＭ：そうです。２Ｄを振ふって、それに【感知】を足してください。

ファム：よしこいっ！　ふりゃー！（一同笑）




　一体、どんなかけ声ですか。




ファム：ダメです。５＋５で10です。

カミュラ：わたしも２Ｄで５だから、合計で９です。

カッツ：こっちは合計10。

ヴァリアス：うーん、ダイス目が悪い。合計で９。

ＧＭ：では、見える範はん囲いにはトラップはないし、エネミーも隠かくれている様子はないです。

カッツ：うーん、あまり達成値は高くないが……。まぁ、仕方ないな。では、建物の方に行ってみるとしよう。

ファム：そうですね。まずはその建物を調べましょう。

ＧＭ：分かりました。さて、その建物ですが、どうやらお店のようですね。

カミュラ：何のお店かしら？

ＧＭ：棚たなに残っているボロボロになった商品などの様子からすると、日用品とか食料品などを売っていたお店でしょう。

ヴァリアス：よし、まずはレジだっ！

カミュラ：お金！　お金！

ファム：いきなりお金ですかっ！（笑）。




　まったくです。それにエリンディルにキャッシュレジスターはないかと。




ＧＭ：えーっと、店の中を探さがそうとするなら【感知】判定をしてください。

カミュラ：（コロコロ）６ですから、合計で10です。

カッツ：（コロコロ）おっ！　今回はいいぞ、14だ。

ファム：（コロコロ）あたしも14ですっ！

ヴァリアス：（コロコロ）こっちは13。

ＧＭ：では、全員成功ですね。棚にはいろいろな物が並ならんでいるんですが、特にこれといった物はありません。お金も残っていません。

ヴァリアス：ちっ！（一同笑）

ＧＭ：ただし、カウンターの隅すみの床ゆかに小さい扉とびらのような物がありますね。

カッツ：地下倉庫への入り口か？　これはシーフの出番だな。よし、トラップ探たん知ち！

ファム：いつもと雰ふん囲い気きが違ちがうんで、ドキドキしますね。

カッツ：これが冒険というものなのだよ。トラップ探知は９＋３Ｄだから……（コロコロ）20！　今日は調子いいぞ。

カミュラ：なんだかカッツさんじゃないみたい（笑）。

カッツ：これが私の実力なのだよ。

ＧＭ：トラップは掛かかってないようです。鍵かぎも掛かっていません。

カッツ：よし、みんな離はなれるんだ。嫌いやな予感がする……。

ファム：嫌な予感……？

カッツ：うむ。だいたいこーゆーところから、エネミーが出てくるものなのだよ。

ファム：なるほどぉ～。

ヴァリアス：確かに油断しているところを襲われるというのは、よくあるパターンだな。

カッツ：よし。念のためにエンゲージを全員分けておこう。

ヴァリアス：それならオレは５メートルくらい離はなれて、キャリバーを構かまえる。

カミュラ：じゃあ、わたしも同じくらい離れておきます。

ファム：そうですね。あたしもそうします。

カッツ：準備はいいな？　よし、扉を開けるぞ！

ＧＭ：シャーッ！　カッツが扉を開けると同時に中からダンゴムシにも似にた巨きよ大だいな虫たちが、地下室の中から飛び出してきます！

ファム：うわぁー！　虫ですよ、虫！

ＧＭ：まぁ、お約束ということで（笑）。では、戦せん闘とう開始です。




＊　＊　＊




ＧＭ：状じよう況きようはカッツがダンゴムシとエンゲージしていて、あとの人は全部バラバラにいるということでＯＫですね。では、第一ラウンドのセットアッププロセスから。ちなみにムシはモブですので、わらわらとカッツへと群むらがろうとしているという感じで。【行動値】は10。

ヴァリアス：早いっ！

カッツ：いや、私の方が11なので早い。散開してるし、特にセットアップに何もしなくていいだろう。私も【ＭＰ】を温存して《ペネトレイトブロウ》は使わないで攻こう撃げきしよう。

ヴァリアス：でも、ダンゴムシだろ？　嫌な予感がしてきた。

カッツ：大丈夫、当たらなければどうということはないっ！（笑）

ＧＭ：では、最初の行動はカッツから。

カッツ：命中は７＋３Ｄ！　特にスキルは使用せずに……（コロコロ）17！　こんなダンゴムシ如ごとき、私の敵てきではないわっ！

ＧＭ：（コロコロ）回かい避ひは失敗。

カッツ：ダメージロールは11＋２Ｄ……（コロコロ）おっ！　本当に今日はついているぞっ！　ダメージは21点!!

ＧＭ：こちらの防ぼう御ぎよ力りよくは８だから、ＨＰダメージは13点ですね。全体の七割ほどのダンゴムシが吹ふき飛とびます。よし、残ったっ！

カッツ：《ヴァイタルフォース》だけでも使っておけばよかったか？

ＧＭ：今いま更さら遅おそいわっ！（笑）ダンゴムシの行動は、カッツへ《アイテムイート》（※）！

ヴァリアス：やっぱり、ウェポンイーターかっ！




ウェポンイーター

　冒険者の天てん敵てきともいえるエネミー。

　ダンゴムシに似た姿すがたの人じん造ぞう生物で、武ぶ器きや鎧よろいなどの装そう備び品ひんを好んで食べる。そのため、高こう価かなマジックアイテムをウェポンイーターに食われ、涙を呑のんだ冒険者も多い。
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ＧＭ：命中は９＋２Ｄだから……（コロコロ）ダイス目は６！　合計で15！

カッツ：こういう時のための《バタフライダンス》だ。（コロコロ）６、５、２だから13に【敏びん捷しよう】の６を足して19！　余よ裕ゆうで回避に成功！

ＧＭ：残念、食べられませんでした。ちっ！

カッツ：次はファムとカミュラか。早いところ倒たおそう。ここで生き残られてもやっかいだ。ファムのビームで倒してもらおう。

ファム：分かりましたっ！　ビームを撃うつんですね？




　ファムの魔ま法ほうはビームではありません。




ファム：《エアリアルスラッシュ》ですね。《マジックブラスト》もいります？

ＧＭ：今回のエネミーはモブが一体だけなんで、使う必要はないですよ。

ファム：それなら《マジックブラスト》はなしです。えっと、魔ま術じゆつ判定は15＋２Ｄです。

ヴァリアス：高っ！

ＧＭ：《エアリアルスラッシュ》の特とく徴ちようは命中しやすいことですからね。

ファム：じゃあいきますよ……（コロコロ）２、３で５ですから20ですっ！

ＧＭ：さすがにそれは……（コロコロ）回避できません。

ファム：よしっ！　ダメージは……８Ｄですね？　……（コロコロ）えっと、29点です。

ＧＭ：それはさすがに耐たえられない。ファムの放った風の魔術で、残りのウェポンイーターたちも吹き飛んでいきます。

カッツ：見たか。これが私たちの力だ。

カミュラ：（ファムに）ほらほら、ちゃんとカッツさんをフォローしてあげないと（笑）。

ファム：えっ！　あ、はい。援えん護ごバッチリです！　計算どおりです！

カッツ：……なんとなく納なつ得とくがいかんのだが。まぁ、いいか。よし、ドロップ品だっ！




　ちなみにこのウェポンイーター、ドロップ品の善し悪しの差は激はげしく、２～12までは10Ｇの価か値ちしかない鉄くずしか手に入らない。

　しかし、13以上になると……。




ファム：えっと、14です。

ＧＭ：なんだって？　えーっと14だと……フックです。鈎かぎ爪づめのついている格かく闘とう用の武器ですね。……値ね段だんはなんと一二〇〇〇Ｇ。

ヴァリアス：売れば六〇〇〇Ｇ？　ひゃっほーっ！

カミュラ：誰だれか持てますか？

カッツ：私のＭＰポーションを２本誰かに渡わたせば持てるぞ。

カミュラ：じゃあ、ＭＰポーションはわたしが持ちましょう。

ヴァリアス：それで地下倉庫には何もないのか？

ＧＭ：まだ瓶びんの割われていない、高そうなお酒が５本ほど見つかりますよ。ちなみに重量１で、売ると一〇〇Ｇです。

ファム：びみょーですねぇ。

カミュラ：まだ重量に余裕がありますから、とりあえず持っていきません？

カッツ：そうだな。もし他にもっといい物が見つかったら捨すてていけばいいんだし。まぁ、今回はこれだけでも大もうけだな。よし、この調子でどんどん進もう。




　あのー、すでに当初の目的を見失っているんですが……。




カッツ：よし。今日はこのままこの建物の中で休もう。外よりは多少マシだろう。

ファム：そうですね。それじゃあ、ここで休憩しましょう！





（※）《アイテムイート》　ウェポンイーターの持っている特殊能力。装備しているアイテムを破壊する。









◆ミドル 03◆見み張はりは必要です




　とりあえず床ゆかに散らばっている物を片かた付づけ、寝ね床どこを確かく保ほする四人。

　日が暮くれた途と端たん、辺りは闇やみに覆おおわれる。

　まるで生活感のない廃はい村そんは、墓はか場ばのような静けさに包まれている。

　すぐちかくに森や湖があるはずなのに、何の音も聞こえない。

　すでに新たな危き険けんがファムたちに近づいていたのだ。




ＧＭ：それでは休息のルールを確かく認にんしましょう。先ほど言ったとおり、一日に一回休息を取らないと【ＨＰ】と【ＭＰ】が２Ｄ減へります。

カミュラ：徹てつ夜やすると疲つかれるというわけですね。

ＧＭ：はい。ただし街の中と違ちがって、ここは危険がいっぱいありますので、休息中も見張りを立てる必要があります。

ファム：見張りを立てないとどうなるんですか？

ＧＭ：エネミーに襲おそわれた時、不意打ちとなります。何もできないまま攻こう撃げきされて、しかもその攻撃を回かい避ひする時にダイスが１個こ減ります。

ファム：そ、それは大変ですね。

カッツ：だからその不意打ちを避さけるために、見張りを立てるというわけだ。

ＧＭ：そのとおりです。で、見張りのルールは次のとおりです。





①見張りに立つＰＣを決定する。見張りに立ったＰＣの【ＨＰ】と【ＭＰ】がそれぞれ［６÷見張りに立った人数（切り上げ）］だけ減げん少しようする。なお、合計でひとりしか見張りに立たない場合、そのＰＣは休息することができなかったことになる。






カッツ：つまりひとりだけで見張った場合は、徹夜になるということだな。ふたりの場合は交代で見張りに立つ。

ＧＭ：そうです。





②見張りに立つＰＣは、全員【幸運】判はん定ていを行なう。一番達成値ちの低かったＰＣが、ワンダリング表（どんなエネミーと遭そう遇ぐうするかを決定するチャート）を振ふる。






ヴァリアス：運のないやつが見張りをしている時にエネミーが現あらわれるというわけか。

ＧＭ：でも、必ず出しゆつ現げんするというわけではありません。ワンダリング表の中には「何も現われない」という項こう目もくもありますから。





③ワンダリング表で決定されたエネミーは、ワンダリング表を振ったＰＣが見張っている時に出現したものとする。この時、見張りに立っているＰＣのみ最初から行動することができる。その他のＰＣが戦せん闘とうに参加するのは次のラウンドからとなる。なお、防ぼう具ぐは最初から装そう備びしているものとする。ただし、武ぶ器きの装備にはマイナーアクションが必要となる。






ファム：ふたりで見張りに立つこととかできるんですか？

ＧＭ：できますよ。その場合、戦闘の時に最初からふたりが行動できます。ただし、見張りに立つ人間が最低でも３人必要になります。

カッツ：たとえば最初はふたりで見張って、途と中ちゆうで交代してひとりが見張るというわけだな。

ＧＭ：そうです。この場合でも、減少する【ＨＰ】と【ＭＰ】は同じで、６点を三人で割わることになります。利点は戦闘が発生した場合は有利になること。欠点は常つねに三人以上が見張りに立つ必要があることですね。

ファム：分かりましたっ！　まずは見張りに立つ人を決めるわけですね。




　相談の結果、魔ま法ほうを使うファムとカミュラには休んでもらうことに決定。今こん晩ばんは、ヴァリアスとカッツのふたりで見張りに立つこととなった。もちろん焚き火を用意するなどの灯りの準備も怠りない。




ＧＭ：それではエネミーが出現するかどうかを決めましょう。まずは【幸運】判定をどうぞ。

カッツ：どっちも【幸運】は３だから、ダイス目勝負か……（コロコロ）ダイス目は９！

ヴァリアス：（コロコロ）げっ、げっ！　４しか出ねぇ！

ＧＭ：では、ヴァリアスにワンダリング表を振ってもらいましょう。２Ｄでどうぞ。

ヴァリアス：これってフェイト使える？

ＧＭ：もちろん使えますよ。ちなみにダイス目が大きいほど、登場するエネミーは弱くなります。それと、２は特殊なイベントが用意されていますので、それは２が出た時のお楽しみということで。で、フェイトは使います？

ヴァリアス：んー、いや最初だし使わないでおこう。とりゃっ！（コロコロ）ぎゃー！　また４かよっ！

ＧＭ：（ワンダリング表を見ながら）えーっと、４だと……これですね。




　ちなみに、ここで使用しているワンダリング表をこの後に掲載してありますので、そちらもご覧ください。
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ＧＭ：それではヴァリアスが見張りに立っていると、村の北の方から濃い靄のようなものが、ふわふわと漂いながら、月明かりの中、近づいてきます。

ファム：な、何か来ましたよっ！

ＧＭ：それから、夜間の戦闘ですが、焚き火を用意しておくとのことだったので明度によるペナルティはなしということで。

ヴァリアス：やっぱり灯りは重要だな。では、敵襲！　と大声で叫ぶっ!!

カッツ：とはいっても、戦闘に参加できるのは次のラウンドから……。

ファム：がんばってください！　ヴァリアスさん!!

ヴァリアス：おうっ！

ＧＭ：距きよ離りは５メートル。人間の顔のようなものを浮うかび上がらせた煙けむりの固まりが、ゆらゆらとヴァリアスの方へと近づいてきます。

ヴァリアス：ガスクラウドか？　物理攻撃が超ちよう効ききにくいことくらいしか覚えていないぞ。

[image: ]

ＧＭ：持っている特殊能力とかを知りたかったら、エネミー識しき別べつをしてください。

ヴァリアス：そんな余裕ないって！　超危き険けんかも。

ファム：え？　危険なんですか？

ヴァリアス：危険も危険。危険・イズ・カミング（一同笑）。

ＧＭ：ちなみにこちらの【行動値】は14です。ヴァリアス以外の方は次のラウンドから、戦闘に参加できます。

ヴァリアス：うげっ！　ということは《ヘイスト》もないのか。

ＧＭ：では、こちらはマイナーで移い動どうして、ヴァリアスにエンゲージ。メジャーでヴァリアスに攻撃します。命中は……（コロコロ）17！

ヴァリアス：避よけられるかっ！　回避は……（コロコロ）失敗。

ＧＭ：鎧よろいの隙すき間まから湿しめった気体が入り込こんでくる。と同時に焼けつくような痛いたみがヴァリアスを襲おそいます。《酸さんの霧きり》の効こう果かによって、ヴァリアスの物理防ぼう御ぎよ力りよくは０になります。ダメージは９＋４Ｄで……（コロコロ）27点の物理ダメージ。

ヴァリアス：うぉーっ！　し、死ぬ。もう一度これをくらったら倒たおれるっ！

カッツ：私たちが到とう着ちやくするまでがんばるんだっ！

ヴァリアス：どうやってがんばれとっ！　えーいっ！　様子見で《バッシュ》は使わずに普ふ通つうに攻撃……（コロコロ）命中は25!?　なんでこんなにダイス目がいいんだよっ！

ＧＭ：（コロコロ）回避は失敗。

ヴァリアス：ダメージは11＋２Ｄで……（コロコロ）11だから22！　だから……（以下略）。

ＧＭ：ヴァリアスが渾こん身しんの力でシューティングスターを突つき刺しますが、手て応ごたえがまるでありません。《霧の体》というエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくで物理攻撃によるＨＰダメージは０です。

ヴァリアス：やっぱりっ！

ＧＭ：これで第一ラウンド終しゆう了りよう。次のラウンドから全員戦闘に参加できますよ。ヴァリアスから５メートル離はなれたところに登場です。エンゲージは全員一いつ緒しよになります。

ファム：ヴァリアスさん、大だい丈じよう夫ぶですかっ！

ヴァリアス：だ、大丈夫じゃないっ！　もう一度ダメージ受けると戦闘不能になるかと。

カッツ：それは大丈夫。《ヘイスト》をこちらに！　３以上が出れば、ヴァリアスを《カバーリング》することができる。

カミュラ：では、カッツさんに《ヘイスト》を……魔ま術じゆつ判定は成功です。効果は……（コロコロ）３です。

ヴァリアス：あぶねーっ！

カッツ：よし！　これで私の方が先に行動できる。マイナーでエンゲージして、メジャーで……エネミー識別！




　しかし、【知力】が２のカッツではエネミーの正体を知ることはできない。




カッツ：やっぱりダメか。

カミュラ：それなら、なんでエネミー識別をしたんですか。

カッツ：物理攻撃が効かないんじゃ、私が攻撃しても仕方ないからな。せめてあいつのエネミー特殊能力くらい分かればと思ったんだが……。

ＧＭ：では、次はこちらの攻撃ですね。再びヴァリアスを攻撃……（コロコロ）！

ヴァリアス：ば、ばかなーっ!!

ファム：ク、クリティカルですよっ！

カッツ：な、なんかハートフルって、異様にクリティカル出てないか？




　そんなことを言われても困ります。




ヴァリアス：うぉーっ！　こんなところでクリティカルなんて出されたらマジ死にますっ！

カッツ：えーい！　《カバーリング》！

ＧＭ：クリティカルなのでダメージは９＋６Ｄになって……（コロコロ）あら？　１が三つもある。合計で25点しかいかない。

カッツ：ほっ。それならまだまだ大丈夫だ。

ファム：さすがカッツ先せん輩ぱいですっ！

ＧＭ：《プロテクション》は？

カッツ：あっ……。そうだよ《プロテクション》だよ。

カミュラ：え？　だって大丈夫だって言うから。なら、いいかなぁ～って（笑）。

カッツ：いやいや、そこは仲間だろう。《プロテクション》ください（笑）。

カミュラ：《プロテクション》します。（コロコロ）低っ！　えっと11点軽けい減げんです。

ＧＭ：25点から11点引くと、ＨＰダメージは14点ですね。

カッツ：《アダマント》があるから、最終的には11点か。これは長引くとこっちが不利だな。おい、誰だれかエンチャント（《ファイアウェポン》（※）などの物理攻撃を魔法ダメージにする魔術のこと）をかけてくれ。

ヴァリアス：……。

カミュラ：……。

ファム：……。

カッツ：ん？　まさか……ないのか？

ヴァリアス：我わがギルドにそんなものはありません、先輩。

カッツ：なんだってっ！　しまったそれは盲もう点てんだった……。ファムとカミュラでこいつを倒たおしてもらうしかないのか。

ファム：分かりましたっ！《エアリアルスラッシュ》で攻撃します。




　しかし、このエネミーを選んだのにはもうひとつの理由があったのだ。

《エアリアルスラッシュ》の魔法ダメージの属ぞく性せいは〈風〉。そして、ガスクラウドの属性も〈風〉なのである。自分と同じ属性の魔法ダメージを受けた場合……。




ファム：ダメージは……（コロコロ）32点です。

ＧＭ：えーっと、このエネミーの属性は〈風〉だから魔法防御力が２倍になります。

ヴァリアス：なんだってっ！

ＧＭ：だから32から11の倍の22を引くと10点になって……。

カッツ：10点しか通らないのか……。




　だが、このエネミーには弱点もあった。




ＧＭ：《霧の身体》というエネミー特殊能力の効果で、魔法攻撃によるＨＰダメージが２倍になるから……けっきょく20点ですね（笑）。

ファム：え？

カッツ：ぶっ！　なんだよ、それは（笑）。




　結局、ファムがあと二回《エアリアルスラッシュ》を撃うち込こみ、さらにヴァリアスが一シナリオに一回しか使用できない《ブレス》を使用することで、どうにかガスクラウドを倒すことに成功した。




ファム：ふぅー、なんとか倒しましたね。

カミュラ：お疲つかれさまです、ファムさん。

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：まさかこんなに苦労するとはな。

ＧＭ：なかなかいいエネミーだったでしょ？　このパーティに、ここまでピッタリなやつはそういないかと（笑）。

カッツ：ピッタリすぎだ。なんてエネミーを出してくるんだ、まったく……。

ヴァリアス：とりあえず今晩はこれで終わりだよな。次の日になったから【ＨＰ】を回かい復ふくして、次のタイルに行こうぜ。





（※）《ファイアウェポン》　メイジのスキル。対象の武器攻撃によるダメージを〈火〉属性の魔法ダメージに変更する。









◆ミドル 04◆カッツの思い出




　翌よく朝あさ。

　カミュラの《ヒール》とＨＰポーションで【ＨＰ】を回復した一行は、民家らしき建物がいくつか見える西へと向かうことにした。

　しかし、前日の戦せん闘とうでカミュラの【ＭＰ】はすでに１／３ほど減へっている。いくらＭＰポーションをそれなりに用意しているとはいえ、パーティの生命線ともいえるカミュラの【ＭＰ】のことを考えるとあまり無茶なことはできないだろう。

　ファムたちは辺りの様子をうかがいながら、慎しん重ちように歩みを進めた。




ＧＭ：西側のタイルは家がいっぱい建たち並ならんでいます。とはいっても、そのほとんどが原形をとどめていませんが。

カッツ：聞き耳とエリア探たん査さでも何も反はん応のうなしか。

ヴァリアス：でも、さっきもウェポンイーターを見つけられなかったですよ。

カッツ：まぁ、そういうこともあるさ（笑）。




　ちなみに達成値が１足りなかったのでした。




ＧＭ：午前にこのタイルへと移動したから、午後は調査ということでＯＫですか？

ファム：はいっ！　調べましょう、調べましょう（笑）。

カミュラ：小島ちゃん、なんか楽しそうね。

ファム：え？　なんかほんとに探索しているみたいで面白いじゃないですか（笑）。

カッツ：こういうシナリオははじめてだっけか。

ファム：はいっ！　とりあえずそのあたりの建物から調べましょう。

ＧＭ：では、比較的無事な建物の中に入るということで。どうやら普通の民家のようですね。

カミュラ：何もないの？

ＧＭ：これといって、めぼしい物は見つかりません。では【感知】判定をどうぞ。

ヴァリアス：また【感知】判定か。

ＧＭ：今回は探たん索さくですからね。【感知】や【知力】が重要です。

カッツ：今回はまさにシーフの独どく壇だん場じよう！　ていっ！（コロコロ）おーっ！　今回もダイス目がいいぞ、達成値は15！

ＧＭ：では、タンスの上に写真立てが目に留とまります。

ヴァリアス：写真？　ファンタジーなのに写真？

ＧＭ：エリンディルは錬れん金きん術じゆつが発達していますから。その応おう用ようで写真機も作られている、ということで（笑）。

カッツ：印刷技ぎ術じゆつもあるからな。ということはトラベルガイドに載のっているイラストは、実じつ際さいには写真なのか（笑）。

ヴァリアス：まるでガイドブックみたいだ。




　いや、ガイドブックなんですけど……。




カッツ：まぁ、そんなことはいい。とりあえずその写真を手に取って見てみよう。
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ＧＭ：そこには十歳さいくらいの男の子と五、六歳の女の子が一緒に写っています。はい、カッツは【知力】か【感知】の好きな方の判定をどうぞ。今回は写真があるので、難なん易い度どは12です。

カッツ：写真を見て何かを思い出すというわけだな。（コロコロ）８だから13！　今度は成功したぞ。さぁ、思い出せ！（一同笑）

カミュラ：何を偉えらそうに言っているんですか。思い出すのは自分でしょう（笑）。

カッツ：いや、まぁ、そうなんだけどさ。で、何を思い出したんだ？

ＧＭ：それはこの村が滅ほろびる前の日のこと。ハーネス村に何人かの冒ぼう険けん者しやが訪おとずれて、その中のアルケミストが写真を撮とってくれたことを思い出します。

カッツ：つまり、この村は私の生まれ育った場所で、この写真に写っているのは私と妹のラリエットということだな。

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ファム：ということは、ここはカッツさんのお家ですか？

カッツ：そういうことになるな。

ＧＭ：それから、カッツが昔のことを思い出したので、この村のことも思い出します。とゆーことで、ハーネス村のマップも全部公開になります（すべてのタイルをオープンする）。
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ファム：結けつ構こう広いですね。

カッツ：昔のコンシューマゲームのマップみたいだ。

ファム：なんか面おも白しろいですね。この水色は湖ですか？

ＧＭ：そうです。

ヴァリアス：となるとこの緑は森とか林ということか。

ＧＭ：そういうことです。ちなみにこの黄色は砂すな浜はまです。

カミュラ：でも、カッツが思い出すために判定するのは分かるんですけど、なんでわたしも最初に判定したんですか？

ＧＭ：え？　あ、ああ。カミュラもこの村に邪神の神官を倒しにきてますから。だから、その時のことを思い出すかどうかの判定ですね。カッツと違って、カミュラは一度しかハーネス村に来たことはないので、判定は最初の一回だけですが。

カミュラ：なるほど。まぁ、十年も前のことだから覚えていなくても仕方ありませんね。

ヴァリアス：ていうことは、この写真を撮ったのは……。

ファム：カミュラさんたち？

ＧＭ：そういうことになりますね。ところで、カミュラが昔ここに来たことがあるって、誰だれにもまだ言ってないですよね。

カミュラ：え？　言わないとまずいですか？

ＧＭ：そんなことはないですが、その情じよう報ほうを他の人が知っているか、それとも知らないかによって話の展てん開かいが変わりますので。ではこのマップの調査は終了。休息に移うつりますので、見張りを決めてくださいね。




　結局、この日も魔ま法ほう使つかいのふたりの【ＭＰ】を温おん存ぞんするという結けつ論ろんになり、再ふたたびカッツとヴァリアスが見張りに立つことになった。が、何事もなく夜は更ふけていき、次の日の朝を迎むかえることになる。







◆ミドル 05◆救出、そして再さい会かい




　特に進しん展てんがないまま三日目の朝を迎むかえる。

　だが、村の様子をカッツが思い出したのは僥ぎよう倖こうといえるだろう。

　何らかの情じよう報ほうがあるとすれば村長の家に違ちがいない。

　そう考えた一行は、さっそく屋や敷しきへ向かうが……。




ＧＭ：分かりました。午前を使って村の入り口に戻もどって、午後に北の村長の屋敷へと移い動どうするわけですね。

カッツ：ただし、隣となりのタイルに移動する前に聞き耳は行なうからな。念には念を入れておこう。なんだかんだで今回のシナリオは、けっこう【ＨＰ】や【ＭＰ】が減へっていくからな。避さけられる戦いはなるべく回かい避ひする方向でいこう。

ファム：そうですねっ！

カミュラ：なんかカッツさんらしくないですね。

カッツ：当たり前だっ！《カバーリング》する身にもなってみろ。いくら【ＨＰ】や【ＭＰ】があっても足らんわっ！

ファム：あはははは（笑）。

カッツ：そんなわけで聞き耳だ。

ＧＭ：では、まず一回目どうぞ。

カッツ：（コロコロ）５＋８で13。

ＧＭ：特に何かいる気配はないですね。

カッツ：よし、移動だ。




　いつにもまして慎しん重ちようなカッツ。

　だが、それが功を奏そうする！




ＧＭ：村の入り口に戻もどりました。特に何も起こりません。
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カッツ：次は北の方向への聞き耳……（コロコロ）おっ！　クリティカルだっ!!

ファム：カッツさん、すごいですっ！

カッツ：なんか、このシナリオで私の人生が終わりそうな勢いきおいだな（笑）。

ＧＭ：さすがにクリティカルが出たら分かりますね。北の方向にエネミーの気配がします。それと人の気配も。どうやらエネミーに襲おそわれているようです。

ファム：誰だれかが襲われている？




　急いで村長の屋敷の方へと向かうファムたち。

　そこで見たものは、腐ふ肉にくをまき散らしながらひとりの少女に襲おそいかかろうとしていたゾンビウルフの群むれだった。
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　少女は果か敢かんにもメイスを構かまえてゾンビウルフを牽けん制せいしているが、お世辞にも似に合あっているとはいえない。このままではゾンビウルフの餌え食じきになってしまうのは時間の問題だろう。




ファム：助けましょうっ！

ヴァリアス：うしっ！

ＧＭ：では戦せん闘とうを開始します。
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＊　＊　＊




　ゾンビウルフは二体で、少女とエンゲージしている。実じつ際さいにはモブなのでふたつのグループに少女が襲われているという状じよう況きようである。ＰＣまでの距きよ離りは25メートル。

　そしてゾンビウルフの【行動値ち】は11で、カッツと同じ。つまり、カッツはマイナーとメジャーの両方を使わなければゾンビウルフまで届とどかず、そしてその距離はカミュラの《プロテクション》の射しや程てい外がいだったのだが……。




ＧＭ：ゾンビウルフＡが《インベナム》＋《フェイント》で少女を攻こう撃げき！

カッツ：その攻撃を《カバーリング》！

カミュラ：では《プロテクション》（カキーン←ダメージが弾はじかれた音）。

ＧＭ：ゾンビウルフＢが……（以下略）。

カッツ：その攻撃を《カバーリング》！

カミュラ：もう一度《プロテクション》（カキーン←ダメージが弾かれた音）。

ＧＭ：……。




　カッツの指し示じにより、カミュラが自分に《ヘイスト》を使用したために【行動値】が11に上じよう昇しようしたのだ（もちろんフェイトも使用）。行動が一番早くなったカミュラは５メートルだけ移動し、《サモン・フェンリル》で攻撃。そのあと、カッツがエンゲージする。

　その結果、ゾンビウルフの攻撃はすべてカッツに弾かれ……。




ファム：《エアリアルスラッシュ》いきますっ！




　ゾンビウルフは見事に消しよう滅めつした。

　あとに残されたのは唖あ然ぜんとしているＮＰＣの少女とＧＭのため息であった。




ＧＭ：おかしい。もっと苦戦するはずだったのに。

カッツ：いやいや、十分苦労したぞ。

カミュラ：でも《ファミリア》の分をのぞくと、もう【ＭＰ】が８点しかありませんよ。

カッツ：それはあとでＭＰポーションで補ほ給きゆうしておこう。さすがにカミュラの【ＭＰ】が尽つきると大変だ。

ヴァリアス：そんなことよりも女の子は？

ＧＭ：少女はしばらく呆ぼう然ぜんとしていましたが、カッツの顔を見た瞬しゆん間かん、不思議そうな顔をしながら呟つぶやきます。「もしかして、お兄ちゃん？」

ファム：来ましたよ。妹の登場ですよっ！

カッツ：まさか……ラリエットか？

ＧＭ：よく見れば小さい頃ころの面おも影かげがあります。

カッツ：ラリエットなんだな？

ＧＭ／ラリエット：少女はカッツの問いに小さく頷うなずくと、カッツの顔をじっと見つめます。嬉しさのあまりか、次第に少女の瞳が潤んできています。「お兄ちゃんなんだよね。ほんとにお兄ちゃんなんだよね？」

ファム：兄と妹の、感動の再会ですよっ！

カッツ：いや、そうなるとなんか手がかりになるような物が欲しいな。そうだな、たとえば誕生日にプレゼントしたアクセサリーとか。

ＧＭ：髪かみ飾かざりとか、ペンダントとか？

カッツ：じゃあ、ペンダントにしよう。そうだな、子こ供どもが買えるようなおもちゃのペンダント。お小こ遣づかいを貯めて、ようやく買うことのできた物という感じで。

ＧＭ：分かりました。では、カッツを見上げる少女の胸むな元もとには見覚えのあるペンダントが揺ゆれている。一いつ所しよ懸けん命めい、お小遣いを貯めて買ったおもちゃのペンダントです。

カッツ：そのペンダントは……。本当にラリエットなんだなっ！　しかし、なんでこんなところにいるんだ？

ＧＭ／ラリエット：するとラリエットは、話せば長くなるんだけど……と前置きして、自分のことを語り出します。「村が火事になってみんなとはぐれたあと、神聖ヴァンスター帝国のバルサールの街にある神しん殿でんに保護されたの。しばらくそこで暮くらしていたんだけど、その神殿の神官長さんへのお礼も兼かねて、冒ぼう険けん者しやになったんだよ」

ヴァリアス：ちっとも長くない（笑）。

ＧＭ：え？　あー、もうちょっと途と中ちゆうの経けい緯いを細かく話したと思ってくださいな。それはともかく、ラリエットの話はそんな感じです。

カミュラ：でも、たったひとりでこんなところに何をしにきたのかしら？

ＧＭ／ラリエット：「この村の神殿に納おさめられているマジックアイテムを取りにきたんです。私はここの出身ですから道案内ということで。でも、みんな怪かい物ぶつに襲われてしまって……」ラリエットは悲しい表ひよう情じようを浮うかべながらうつむきます。

カッツ：（大げさに）だが、もう大だい丈じよう夫ぶ。お兄ちゃんがついているぞ（爆笑）。

ファム：なんで、そんな怪あやしげな言い方するんですかっ！（笑）

カッツ：怪しいとは失礼だな。

カミュラ：怪しいから怪しいって言ってるんですよ。それよりも信用できるんですか？　カッツさんの妹は？

カッツ：大丈夫だ。この私が保証しよう。

ヴァリアス：すごい自信だ。

カッツ：根こん拠きよはないけどな（笑）。まぁ、私たちもこの村について調べているわけだし、一いつ緒しよに調べても問題はなかろう。あっと、そうだ仲間を紹しよう介かいしておこう。カミュラ、ファムリシア、ヴァリアスだ。

ＧＭ／ラリエット：「ラリエットです。よろしくお願いします」ちなみにラリエットは、アコライト／アコライトの３レベルです。「そういえば、この村を調べているってことは、お兄ちゃんも冒険者なの？」ラリエットがカッツに訊きいてきます。

カッツ：いや、冒険者候こう補ほ生せいといったところだな。この近くのエルクレスト・カレッジに入学して、そこで冒険者になるための勉強をしている。

ＧＭ／ラリエット：ちゃんと勉強してるんだ……。じゃあ、私なんかよりもずっと強いよね。私、まだ冒険者になったばかりだし。

ファム：そ、そうですよ。だって、カッツ先せん輩ぱいはあたしたちのリーダーですから。

ＧＭ：え？

ファム：せっかくラリエットさんと逢あえたんですから、ここはカッツさんを立てようかと思いまして（笑）。

カッツ：おぉ、さすがファムだ。人間としての出来が違ちがうな（笑）。

ＧＭ／ラリエット：分かりました。では、その話を聞いてラリエットは畏い敬けいの念でカッツを見ます。「さすがお兄ちゃん」

カッツ：実際には、ギルドマスターはここにいるファムリシアなんだけどね。それは彼女を立りつ派ぱな冒険者にするためで、実じつ質しつ的てきなリーダーは私なんだよ（一同笑）。

カミュラ：……さすが、お兄ちゃん。

ヴァリアス：棒ぼう読よみだ（笑）。

カッツ：ま、まあいい。

カミュラ：……サスガ、オ兄チャン（一同笑）。

カッツ：だから、なんでそう壊こわれた機械みたいな言い方すんだよ（笑）。

カミュラ：……サスガ、オ兄チャン（爆笑）。




　そして、その夜。

　再ふたたびワンダリング表の判はん定てい。カッツの【ＭＰ】を温おん存ぞんするため、この日の夜はヴァリアスとファムが見み張はりに立つことになった。

　そしてまたしても【幸運】判定に負けたヴァリアスのダイス目は……２!!




ヴァリアス：２、２ですよっ！　ダイス目が大きいほどいいってことは……。

ＧＭ：ヴァリアスが見張りをしていると、バサッ！　バサッ！　と、遠くの方から何か巨きよ大だいな物体の羽ばたく音が聞こえてくる。それは、決して鳥の羽ばたきではない。

カッツ：まさか……ドラゴン？　さらばだヴァリアス。同類に食われるなら本望だろう（笑）。

ファム：え？　えっ!?

ヴァリアス：げーっ！　見み捨すてられた（笑）。

ＧＭ：夜空に浮うかぶ月が、一いつ瞬しゆんにして巨大な空飛ぶ物によって隠かくされる。ヴァリアスが見上げると、そこには星明かりに照らされたエアリアルドラゴンがいた。
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カミュラ：ドラゴンって強いですか？

ヴァリアス：強いです。オレがここから銃じゆうを撃うつと、間ま違ちがいなく反はん撃げきでもれなく20点ほどのダメージがくるほど強いです（笑）。




　エアリアルドラゴンの持っている特とく殊しゆ能のう力りよく《風の渦うず》である。




カッツ：なんでワンダリング表にそんなのが入っているんだよっ！

ＧＭ：いや、ＰＣと互角に戦えるようなエネミーばかりじゃつまらないかと思って（笑）。

ヴァリアス：だからといって、ドラゴン出してどうするんですかっ!?

ＧＭ：あ、それは大丈夫。えー、エアリアルドラゴンはしばらく上空を旋回したあと、何事もなかったかのように飛び去っていきますから。

ヴァリアス：た、助かっ……た？

ＧＭ：ということで、１のゾロ目は強力なエネミーと遭遇することになっています（笑）。

ファム：戦闘しないんですか？

カッツ：してたまるかっ！　間ま違ちがいなく全ぜん滅めつするぞ。

ＧＭ：ちなみに廃はい村そん、森、湖では、違うワンダリング表が用意されていまして、森ではティターンという巨人が出てきます。
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カッツ：で、その巨人は何をしてくるんだ？

ＧＭ：自分のメジャーアクションで《ナルシスト》という特殊能力を使用して、次のラウンドから判定のダイスを１個こ増ふやすだけ。したがって、ＰＣたちは自分の行動で逃にげることができます。まぁ、登場してポーズを取るだけという感じですね。

カッツ：わざわざそんなところに凝らないでも（笑）。

ファム：でも、ちょっとドキドキしましたね。

ヴァリアス：ちょっとどころじゃないっ！　死ぬかと思った……（笑）。




　こうして三日目の夜は更ふけていった。







◆ミドル 06◆ハーネス村の秘ひ密みつ




　村の中で出会ったカッツの妹、ラリエットと一緒にハーネス村の探索を行なうことにしたファムたち。

　だったのだが……。




ＧＭ：それでは翌朝です。

ファム：次はどこに行きますか？　こっちの湖の方とか気になるんですけど……。

カミュラ：湖とかって、強い怪物とか出てきたりしそうじゃない？

ファム：あ、その可能性はありますね。ザバーッと怪獣みたいなのが出てきそうですね。

カミュラ：それよりも、こっちの奥の建物はなんですか？

ＧＭ：それは、村の鍛か冶じ屋やさんの小屋です。

カミュラ：そっちの方があやしくない？　まず鍛冶屋から調べるとか……。

カッツ：ちょっと待て。まだ村長の屋敷を調べてないぞ。遺跡の情報を手に入れるのが先決だろうが。

カミュラ：そういえば……。

ファム：そうでしたっけ（笑）。

カッツ：まったく。ふたりとも最初の目的を忘れているんじゃない。まずはこのタイルの村長の屋敷を調査するということでいいな。

ファム：はーい（笑）。

カミュラ：その前に【ＭＰ】とか回かい復ふくしませんか？　カッツさんの妹を助けるのに、結けつ構こう無理しましたから（笑）。

カッツ：何言っているんだ。妹を助けるのは当然のことじゃないか。でも、確たしかに【ＭＰ】がそろそろ少なくなっているからな。ここら辺でＭＰポーションを飲んでおこう。

ファム：村長の家で戦闘になると危ないですからね。




　カミュラの提案により、とりあえず【ＭＰ】を回復したのち、エリア探査をするが特にこれといったことは発見できず、一行はそのまま屋敷へと向かった。




ＧＭ：一軒けんだけ離はなれているためか、火事に巻まき込こまれないですんだようで、村長の屋敷はかなり原形をとどめています。とはいっても窓まどや扉とびらは外れているし、屋根や壁かべの一部が周囲に落ちていますが。

ファム：お化け屋敷みたいな感じですかね？

ＧＭ：そうです。ホラーをテーマにしたＴＶゲームの舞ぶ台たいになっている屋敷とかそんな感じ。

カミュラ：『バイ○ハザード』とか？

ＧＭ：そんな感じです。「なんか出そうな感じだね、お兄ちゃん」とか言って、ラリエットはちょっと震ふるえています。

カッツ：（大げさに）大丈夫だ、私がついているじゃないか。

ファム：なんか、いいですね。

カミュラ：でも、言い方が相変わらず怪しいんですけど（笑）。

カッツ：（さらに大げさに）何を言っているんだね（一同笑）。

ヴァリアス：そのいかにも悪人のような言い方は、なんとかなりませんか？（笑）

カッツ：（胡う散さん臭くさそうな声で）これのどこが悪人というのだね。

ファム：十分、怪しいです。

カミュラ：怪しいですね。

カッツ：……。（咳せき払ばらいをして）さ、とりあえず屋敷の中に入ろうか。

ヴァリアス：……。

カッツ：さて、中の様子はどんな感じなのかな？

ＧＭ：屋敷の中は、外見ほどひどいことにはなっていません。ただ、ここで暮くらそうと思ったら全面改かい修しゆうはしないとダメでしょうね。

カミュラ：とりあえず、村長の部屋かしらね。

ＧＭ：大きい家とはいっても、小さい村の村長の屋敷ですから、それらしい部屋はすぐ見つかります。部屋の奥おくには執しつ務む机づくえがあって、壁には本ほん棚だなもあります。錬れん金きん術じゆつや魔ま術じゆつといった専せん門もん書しよから、風ふ土ど記き、神学書、トラベルガイドの古い版はんもあります。節せつ操そうがないというか、広く浅くというか、いろんな本が並ならんでいます。

ヴァリアス：価か値ちがありそうなものは？

ＧＭ：重さの割わりには価値は高くないと思いますよ。魔術書なんかも、カミュラやファムからすれば初歩の初歩といった感じですから。

カッツ：トラベルガイドがあるということは、昔は冒険者だったのかな。

ＧＭ：では、カッツは村長からいろいろと冒険の話を聞いていたことにしましょうか。きっと、この村を助けて村長に納おさまったということで。

カッツ：なるほど。そういう話を聞いていたから、私はラリエットを捜さがすために冒険者になんかなろうとしたわけだな。納なつ得とく、納得。

カミュラ：そんな思い出に浸ひたってないで、さっさと情報を探しましょ。

ＧＭ：では【感知】判定をどうぞ。

カッツ：捜索なら、シーフの私に任せてもらおう。いいか、ラリエットもよく見てるんだぞ。

ＧＭ／ラリエット：「はいっ、お兄ちゃん」　元気よく返事をするラリエット。

カッツ：（コロコロ）うっ！　合計で10か。ダメだ、村長に嫌われているらしい。

ＧＭ／ラリエット：どうしたの？　お兄ちゃん？（一同笑）

カッツ：いや、今何か気配を感じたのだよ。そういうことにしてくれ（笑）。

ヴァリアス：何、適当なこと言ってるんですか。（コロコロ）……ってオレもダメだ（笑）。

カミュラ：もう、みんな役に立たないんだから……（コロコロ）４＋８で12です。

ファム：あたしも探しますっ！（コロコロ）13ですっ！

ＧＭ：では、村長の執務机の引き出しが二重底になっていることをファムが発見します。

ファム：じゃあ、そこを調べてみます。カパッ！

ＧＭ：すると日誌のような物が隠されていますね。

ファム：見つけましたっ！

カッツ：何っ！　なんでシーフの私がメイジのファムに探索で負けるんだ？

ファム：えへへへへ（笑）。

カミュラ：で、何が書いてあるんですか？「かゆい、うま」とか？（一同笑）

ＧＭ：一体、どこの『バイオ○ザード』ですか。日誌にはそんなことは書かれていませんって（笑）。

ファム：じゃあ、何が書いてあるんですか？

ＧＭ：村で起こった出来事とか、農作物の出来とかですね。

ヴァリアス：そんなことよりもスカディの遺い跡せきのこととかは、書かれていないのか？

ＧＭ：スカディの遺跡かどうかは分かりませんが、村の北にある森の中に遺跡を利用した神しん殿でんがあることは書かれていますね。

ファム：それですよっ！

ＧＭ：ただし、その神殿の神官長は邪じや神しんミーヴァルに仕えていたことが分かったので、冒ぼう険けん者しやに退たい治じを依い頼らいしたことも書かれています。神官長の名前はアナクアル・バナトです。

カミュラ：名前に聞き覚えがありますか？

ＧＭ：もちろん。カミュラが退治を依頼された邪神官の名前です。行方ゆくえ不明になる村人があまりにも多いので、村長が独どく自じに調べて分かったということも書かれていますね。

ヴァリアス：さすが、元冒険者。

ＧＭ：とはいっても、さすがにひとりではどうしようもないので、近くの街の神殿に頼たのんで冒険者に依頼を出したとも書かれています。

カッツ：でも、それがスカディと何の関係があるんだ？　まぁ、邪神を創つくり出したのがエルダだから、元エルダのスカディと関係があるといえばあるが……。

ファム：他には何か書いてないんですか？

ＧＭ：アナクアルが留る守すの時に神殿に行ったけど、奥おくの部屋には特とく殊しゆな鍵かぎが掛かかっていて入れなかったこと。それとアナクアルに倉庫をひとつ貸かしていることが書かれていますね。

カミュラ：倉庫？

ＧＭ：神殿へ奉ほう納のうされた供く物もつを入れておくためと記されています。神殿は森の中にあるので、村人が大変だろうということがその理由のようですね。

カッツ：倉庫はどこにあるんだ？（マップを見る）えーっと、ここか。今いるタイルのすぐ西側だな。

ヴァリアス：いきなり神殿に行くという方法もあるけど？

カッツ：いや。おそらく最後は神殿だろうから、行ったり来たりを繰くり返すとそれだけエネミーと出会う確かく率りつが高くなる。消しよう耗もうを避さけるためになるべく効こう率りつよく進もう。




　ファムたちは、村長の屋敷をあとにして、西側のタイルへと移動する。

　そして夜。またしてもヴァリアスがワンダリング表を振ることになったのだが……。




ヴァリアス：（コロコロ）７！

ＧＭ：７は……ゾンビウルフ二体ですね。

ファム：ま、また出ましたよっ!!（笑）

カッツ：なんでそんなに嬉しそうに言うんだ！




　またしてもエネミーと戦闘になるファムたちであった（笑）。







◆ミドル 07◆人じん造ぞう生物製せい造ぞう工場




　ハーネス村に到とう着ちやくして五日目。

　昨晩ゆうべのゾンビウルフとの戦闘が終了した頃から急に天気が崩くずれだし、日が昇のぼる頃にはすっかり雨あめ模も様ようとなっていた。

　雨が降ふれば気温は下がり、さらに屋外での行動にもいろいろと支し障しようが出てくる。




ＧＭ：今日は雨が降っていますが、倉庫の中を調べるとするとあまり関係ないですね。ワンダリング表のエネミーと戦う時くらい？

ファム：雨の場合、どうなるんですか？

ＧＭ：屋外では冷たい雨というトラップと同じ効こう果か、つまり【敏びん捷しよう】判はん定ていのダイスが２個こ減へることになります。さらに【ＨＰ】と【ＭＰ】が２Ｄ減ります。

ヴァリアス：それはけっこうつらいぞ。

ＧＭ：さて、倉庫ですがやはり大半は焼失しています。しかし、なぜかアナクアルに貸かしてあった倉庫だけは無事に残っています。
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カッツ：それは怪しいな。

カミュラ：でも、特に何かがいるような感じじゃないんですよね。

ＧＭ：倉庫の中をぐるっと見ても、エネミーがいる様子はありませんね。あるのはガラクタや穀こく物もつなどを入れるための袋ふくろなどが散らばっているくらいです。ということで、危き険けん感知をしてください。

ヴァリアス：（コロコロ）11。

カミュラ：（コロコロ）６……ですから10です。

ファム：９＋５で14です！

カッツ：９。

カミュラ：え？（笑）

カッツ：……９だよ。くっ、そろそろダイス目が悪くなってきたか。

ＧＭ：するとまたしてもファムが見つけます。倉庫の一角に地下への入り口です。

カッツ：よくやった、ファム。私が教えたシーフの技わざが役に立ったな（一同笑）。

ヴァリアス：そんな負け惜おしみを～（笑）。

ファム：ありがとうございます！　役に立ちました。

カミュラ：あら？　わたしたちのギルドにシーフっていましたっけ？（笑）

カッツ：いるよっ！　まったく……。

ファム：あ、そうだっ！　じゃあ、ラリエットさんに言います。これはカッツさんに教わったんだよとか。

カッツ：ナイスフォロー（笑）。

ＧＭ／ラリエット：「へぇー、お兄ちゃんってやっぱりすごいんですね」ラリエットは本気にして、感心していますが（一同笑）。

ファム：はい。カッツさんにはいろいろと教えてもらっているんです。

カッツ：よし。では、念のために扉とびらにトラップ探たん知ち！　隠かくし扉にトラップを仕し掛かけているとは思えないが……（コロコロ）18！

ＧＭ：扉にはトラップは仕掛けられていません。鍵かぎもなし。

カッツ：聞き耳ってできるのかな？

ＧＭ：んー、分かりました。地下室は別のタイルとしましょう。聞き耳してもいいですよ。

カッツ：（ファムに向かって）では、これから聞き耳を行なう。よく、見ているんだ。

ファム：はいっ！

カッツ：私の【感知】は５。これに２Ｄを足して……（コロコロ）15！　これが聞き耳だ。

ＧＭ：何かがうごめく音が聞こえます。ただし、エネミーの種類までは分かりません。

カッツ：何か……いるぞ。

ファム：カッツさん、すごいですっ！

ＧＭ／ラリエット：お兄ちゃん、すごいですっ！

カッツ：しかしな。聞き耳には最大の弱点があるんだ。

ファム：弱点……ですか？

カッツ：そうだ。聞きたいか？

ファム：はいっ！

カッツ：それはな……。

ファム：それは？

カッツ：シーフかレンジャーにしか聞き耳はできないんだ。

ファム：……。

カッツ：……。

ファム：……それじゃ、あたしはできないじゃないですかっ！（一同笑）

ＧＭ／ラリエット：「私にも無理ですね」ラリエットも悲しそうに呟つぶやきます（笑）。

カミュラ：そんなことよりも、中に入るんですか？　入らないんですか？

ファム：え？　あ、入りましょう。今はちょっとでも情じよう報ほうが欲ほしいです。

カッツ：よし、分かった。じゃあ、扉を開けるぞ。




　カッツがゆっくりと扉を持ち上げる。

　そこには予想どおり、地下へと通じる階かい段だんがあった。

　カッツを先頭に慎しん重ちように下りていく。




ＧＭ：階段を下りきると、そこはかなり広い部屋になっています。部屋の中には、人間が入ることのできる大きさのガラスでできたカプセルのようなものがたくさん並ならんでいます。

カッツ：カプセル？

ＧＭ：はい。そのカプセルの上には大小さまざまなチューブがあり、部屋の隅すみにある怪あやしげな機械と繋つながっています。そしてカプセルの中には、あなた方がハーネス村に来てから戦ったことのあるウェポンイーターやガスクラウドが収おさめられています。いくつかは割われているようですが、無事な物の方が多いです。

ヴァリアス：生きているのか？

ＧＭ：足がかすかに動いたり、身体からだが収しゆう縮しゆくしているので、どうやら生きているようですね。

カッツ：人造生物の製造プラントなのか？　しかもまだ動いている？

カミュラ：もしかして、村にいたエネミーって、ここから逃にげ出した連中じゃない？

ヴァリアス：あっ！　ということは……。




　ヴァリアスが声を上げると同時に、プラントの陰かげから一匹ぴき、二匹ひき、三匹びきと奇き怪かいな姿すがたをした巨きよ大だいな虫が姿を現あらわれた。

　冒ぼう険けん者しやの天てん敵てき、ウェポンイーターである。

　だが……。




ヴァリアス：六〇〇〇Ｇ、六〇〇〇Ｇを出せぇーっ！（一同笑）




　彼らの目には、ウェポンイーターはフックにしか見えないらしい（笑）。

　そして、ＧＭとしては非ひ常じように残念なことに、そのとおりになった。




カミュラ：《ヘイスト》をファムにっ！

カッツ：エンゲージして《ペネトレイトブロウ》で攻こう撃げきっ！

ファム：《エアリアルスラッシュ》で攻撃ですっ！




　たった１ラウンドで、ウェポンイーターはあの世へと旅だった。

　ただ、フックだけを残して。……南無。




ファム：でも、どこから外に出たんでしょう。

ＧＭ：通気口からです。虫と霧きりですからね。外に出るのは簡かん単たんです。

ヴァリアス：なるほど。それはそれとして……。

ＧＭ：そう、プラントはまだ稼か働どうしています。あ、カプセル内のガスクラウドとかウェポンイーターは倒たおしてもドロップ品は落としませんので（笑）。

ヴァリアス：そりゃそうだ。

カミュラ：とりあえず、ここの機械は壊こわしてしまいましょう。




　こうして悪の秘ひ密みつ基き地ちは壊かい滅めつした（笑）。




カッツ：ところで何か資し料りようとかないかな。

ＧＭ：それはすぐに見つかります。プラントの脇わきに机つくえがあって、そこに本やら紙やらが散らばっていますから。古エルダ語のようです。メイジのファムやアコライトのカミュラなら読むことはできます。もっとも、単語の一部が分かりませんので断だん片ぺん的てきにしか分かりませんが。

カミュラ：どんなことが書いてあるんですか？

ＧＭ：生物を変へん異いさせたり、生物同士を融ゆう合ごうさせたりといった人造生物の製せい造ぞう法ほうです。しかし、その他にカミュラやファムの目をもっとも引くものがあります。

カミュラ＆ファム：？

ＧＭ：……人間を人工的に魔ま族ぞくにする方法。

ヴァリアス：！　そ、それって……。

カミュラ：まさか……。

カッツ：ファムと同じだ。

ファム：ふえっ!!

ＧＭ／ラリエット：「ファムさんと同じって……どういうことですか？」　カッツの呟きに反はん応のうしてラリエットが訊きいてきますが。

カッツ：あっ！　ファムのことは伏ふせておいた方がいいかな。いや、何でもないとか言って、適てき当とうにごまかしておこう。妹とはいえ、簡かん単たんに話せることじゃないし。

ＧＭ：了りよう解かい。なら、あっさりとラリエットは引き下がります。

カミュラ：あら？　もっと食い下がるかと思ったけど……。

カッツ：素す直なおないい子なんだよ、ラリエットは（笑）。




　妹のことをすんなり信じるカッツであった。




ヴァリアス：それよりも、古エルダ語っていえばエルダが使っていた言葉のはず。確か人造生物とかって錬れん金きん術じゆつの領りよう域いきの産物だから、普ふ通つうならラーフ語じゃない？

カッツ：確かに。スカディも元はエルダだから、スカディが使っていてもおかしくないな。

ファム：あのー、難むずかしくて話がよく見えないんですけど。

ＧＭ：『アリアンロッド』の世界には、いくつか言葉があるんですよ。ラーフ語は錬金術で使用されている言葉です。

カミュラ：もうひとつの方は？

ＧＭ：古エルダ語は大昔にエルダという種族が使っていた言葉で、現在では魔法の呪文とかお祈りで使っています。

ファム：スカディもエルダってことは……。

カミュラ：つまり、この本をアナクアルに渡わたしたのはスカディってこと？

カッツ：おそらくな。しかも、人間を魔族にする方法ときたもんだ。間ま違ちがいないだろう。

ＧＭ：それから、これは共通語の文字なんですが、「いくら実験しても成功しない」とメモ書きも残されています。

ヴァリアス：こっちはアナクアルが書いたものかな？

カミュラ：行方ゆくえ不明になった村人ってのは、この実験のせいですかね。

カッツ：神しん殿でんに行けば、もう少し何か見つかるかもしれないな。外は雨だし、今日はここで休んでいくか。それとも森へと強行軍するか。どうする、ファム？

ファム：んー、ここで休きゆう憩けいしていきましょう。雨の中を移い動どうすると【ＨＰ】も【ＭＰ】も減るんですよね？　このあとのことを考えるときびしくありませんか？

カミュラ：確かにそうね。ちゃんと考えているじゃない。

ファム：はいっ！　ありがとうございますっ！

カッツ：いや、だからなんでそこでお礼を言うんだか（笑）。







◆ミドル 08◆兄と妹




　激はげしく降っていたのが嘘うそのように昼間の雨は深夜になって止やみ、雲も晴れ、夜空にはたくさんの星々が瞬またたいていた。

　油ゆ断だんなく周囲に注意を払はらっていたカッツは、背はい後ごに人の気配を感じて振ふり向く。

　そこには、不安そうな表ひよう情じようを浮うかべたラリエットが立っていた。




ＧＭ：このシーンは今までのようなワンダリングはなしです。カッツが見み張はりに立ったのでイベントが発生します。

カッツ：イベント？　あ、ラリエットとのイベントか。なんで今まで発生しなかったんだ？

ＧＭ：いや、ラリエットと逢あってから、カッツが一回も見張りに立たないから（笑）。

カッツ：そんなところでイベントのフラグ立てるなよ（笑）。

ＧＭ：大丈夫、大丈夫。フラグとして設定していたのは見張りの時だけじゃないですから。カッツが見張りに立っていた時というのが一番きれいなパターンでしたけど。

カッツ：なるほど、なるほど。まぁ、ラリエットと逢ってからはこっちも【ＭＰ】が厳しくて、見張りに立たなかったからな。

ファム：戦闘も多かったですしね。

ＧＭ：では、イベントを進めましょう。カッツが何者かの気配に気づいて振り向くと、そこにはラリエットが立っています。

カッツ：どうした？　見張りはまかせて、ラリエットは寝ねてなさい。

カミュラ：まぁ、眠ねむれないのもよく分かるんだけど。仲間はみんないなくなってしまったし、知っている人はカッツだけ。しかも十年ぶりの再さい会かいじゃ……ね。

ＧＭ：ラリエットは、何か言いたそうなそぶりを見せますが、すぐにうつむいてしまいます。

カッツ：（大げさな声で）大だい丈じよう夫ぶだ。お兄ちゃんに何でも言ってごらん（一同笑）。

ヴァリアス：なんできくたけさんがそういうこと言うと、怪あやしくなるんだろ（笑）。

ＧＭ：ＧＭの時に、そういうＮＰＣばかり登場させているからじゃない？

カッツ：そんなつもりはないんだがなぁ。（説得しようとしているような声で）大丈夫だ。お兄ちゃんに何でも言ってごらん。

カミュラ：余よ計けい怪しいです（笑）。

カッツ：まったく、どうしたらいいんだ。

ＧＭ／ラリエット：普通に話せばいいかと（笑）。まぁ、そうするとラリエットは「ほんとにお兄ちゃんなんだよね」と不安そうに訊いてきます。

カッツ：もちろんだ。そのペンダントは私が誕たん生じよう日びにプレゼントしたものだろ。そのことを私以外の誰だれが知っているというんだ。

[image: ]

ＧＭ：するとラリエットは、はにかむような笑顔で大きく頷うなずきます。

ファム：おぉー。なんか感動のシーンですね。

カッツ：しかし、よく無事だったな。そういえば神殿に保護されて、冒険者になったとか言っていたな。この村に何をしに来たんだ？　たしか、神殿にあるマジックアイテムを取りに来たとか……。

ＧＭ／ラリエット：するとコクンとラリエットは頷きます。「この村の奥おくに大きな森があったでしょ？　あそこに神殿があったの覚えてる？」もちろんカッツは覚えています。このマップのＢの場所です。

カッツ：例のスカディの遺い跡せきを利用して建てられたという神殿か。

ファム：（メモを見ながら）村長さんの日につ誌しには特とく殊しゆな鍵かぎが掛かかっていて、奥には入れなかったって書かれていました。

カッツ：なるほど。その奥の部屋にマジックアイテムがあるということだな。

カミュラ：それって、もしかして何かスカディに関係のあるアイテムなのかしら？

ヴァリアス：その可か能のう性せいはあるかも。

ファム：でも、ラリエットさんもそのアイテムを探さがしているんですよね。

カッツ：どうやらそのようだな。

ヴァリアス：冒険者的に言えば、最初に手に入れた者が勝ちなんだけど（カッツを見る）。

カッツ：むっ。とりあえず我われ々われが一度エルクレストに持ち帰って調べてみて、それで関係なければラリエットに渡わたすというのはどうだ？

ファム：それはいいアイデアですね。

カミュラ：じゃあ、そういうことにしましょう。

ＧＭ：……って、なんでここで相談してるんですかっ！（笑）

カッツ：では、我々もそのアイテムを探している。見つけた時にどうするかは、ギルドのみんなと相談してからラリエットに返事するということで。

ＧＭ／ラリエット：ラリエットはひとりですからね。「それでいいよ。私ひとりじゃどうしようもなかったことだし。お兄ちゃんを信じる」と明るく返事をします。

カッツ：いい妹だ（笑）。そういうことなら、ラリエットの悪いようにはしないぞと、付け加えておこう。

ＧＭ／ラリエット：「じゃあ、これもお兄ちゃんに渡しておくね」　ラリエットはバッグから、ひとつの鍵を取り出して、カッツに渡します。装そう飾しよくの施ほどこされた黄金色の鍵です。

カッツ：これは？

ＧＭ／ラリエット：神殿の奥の部屋の鍵。今回の仕事の依い頼らい者しやから預あずかったの。

カミュラ：え？　鍵を持っているの？　ラリエットの依頼者って誰なのかしら？

カッツ：一いち応おう、訊いておくか。その仕事の依頼者って誰なんだ？

ＧＭ／ラリエット：それはいくらお兄ちゃんの頼たのみでも言えないわ。お兄ちゃんも冒険者の学園に行っているなら、それは分かるでしょ。

ヴァリアス：それはそうか。

カッツ：うむ、分かった。この鍵は私が預かっておこう。このことは、みんなには話してもいいんだよな。さっきのマジックアイテムの件けんもそうだし、私ひとりでは決められないことが多すぎる。

ＧＭ／ラリエット：「もちろん。いくらお兄ちゃんがリーダーって言っても、独どく断だんで決めることができないのは分かっているわ。他の人のことも考えているなんて、やっぱりお兄ちゃんは、本当のお兄ちゃんだ」　嬉うれしそうに笑顔をカッツ見せます。




　翌よく日じつ。

　カッツはファムたちにラリエットから聞いたことを話し、相談した。

　もちろんカッツの主しゆ張ちように異い論ろんはなし。その代わり、ラリエットも神殿へは同行し、ファムたちに協力することになった。







◆ミドル 09◆邪じや神しんの神殿




　ラリエットから鍵を受け取ったファムたちは、一路森の中へと向かう。

　途と中ちゆう、森の中に建っていた鍛か冶じ屋やの小屋を調べるも錆さびた武ぶ器きしか見つからず（ただし攻こう撃げき力りよく-1。ウェポンイーターに武器を食われた時のために配置しておいたのだ）、その夜はエネミーも現あらわれない。

　次の日。かつては道であったであろう場所を通り、さらに森の奥へと向かう一行。

　下草を踏ふみしめながら暗い森の中を進んでいたはずが、次し第だいに木々もまばらになりはじめ、遮さえぎられていた日の光が足あし下もとにまで差さし込こむようになってくる。さらに歩みを早める。

　と、急に視し界かいが開けた。




ＧＭ：森を抜ぬけるとそこは円形の広場になっています。その中心には古びた石いし造づくりの建物があります。もちろんカッツ、そしてカミュラは見覚えがあります。
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カミュラ：わたしも？

ＧＭ：この村に巣くっていた邪じや神しん官かんアナクアル・バナトと戦った場所ですから。ただし、その時も奥の部屋には行っていません。自分の不利を悟さとったアナクアルは、村の方へと逃にげてしまいましたから。

カミュラ：そして火を放ったわけですね。

ＧＭ：はい。で、カミュラはそこで村人の救出活動を手伝っていたので、神しん殿でんに再ふたたび来る余よ裕ゆうはなかったということです。

カミュラ：じゃあ、ラリエットもわたしが助けたのかしら？

ＧＭ：そこまでは覚えていません。助けた人の中に少女もいたかもしれませんが、さすがにそれがラリエットかどうかまでは分からないでしょう。

カッツ：そりゃ、そうだ。十年前に助けた見ず知らずの人じゃ、顔を覚えているわけない。

ＧＭ：そういうことです。で、神殿ですが見かけは一いつ般ぱんにエリンディルで見られている物と変わらないです。ただ、土台の部分は明らかにもっと古い様式の建けん造ぞう物ぶつですね。正面の扉は開けっ放しになっています。

ヴァリアス：エルダの遺い跡せきの上に建てられているんだっけ？　となると、探しているマジックアイテムは地下か。

カッツ：よし中に入ろう。

ファム：はいっ！

ＧＭ：中も普通の神殿と変わりません。主神アーケンラーヴを中心に、一回り小さい他の神々の像ぞうが並ならんでいます。もっとも、像のいくつかは崩くずれて、床ゆかに落ちていますが。その崩れた像の向こう側に扉が見えます。

カミュラ：あの扉ね。カッツさんっ！

カッツ：私か？　……って、そういえばシーフだったっけ（笑）。それでは、トラップ探知を……（コロコロ）おっ！　ダイス目は悪くない、22！

ＧＭ：マジックボムのトラップが仕し掛かけられています。あと鍵Ａも掛かっています。

カッツ：では、マジックボムの解かい除じよ……（コロコロ）14！

ＧＭ：成功です。

カッツ：よし、では鍵の解除……（コロコロ）同じく14！

ＧＭ：こちらも成功しました。

カッツ：よし。では、扉を開けて中に入るぞ。




　部屋の中は空気が違ちがっていた。

　神しん聖せいさなど欠片かけらもなく、ただあるものはのし掛かってくるようなプレッシャーだけ。

　部屋の装飾は華か美びでありながら、禍まが々まがしい艶あでやかさを放っており、置かれている調度品も質しつ素そとはほど遠いものだった。

　そして、何よりも目立つのは、〝猜さい疑ぎの女神〟とも呼よばれる邪神ミーヴァルの神像である。




ヴァリアス：いかにも邪悪な雰ふん囲い気きだな。何か目立つようなものは？

ＧＭ：本ほん棚だながあります。どれもこれも古エルダ語で書かれているようですね。

カッツ：これもスカディが残した資し料りようっぽいな。ファムとカミュラで手分けしてざっと探さがしてもらおう。

ＧＭ：何かを探すなら【知力】でどうぞ。

ファム：はいっ！　７＋２Ｄだから……（コロコロ）14ですっ！

カミュラ：（コロコロ）こっちは13です。

ＧＭ：では、ファムが見つけることができます。オフェリアの残した記録書のようですね。

ヴァリアス：オフェリア？

ファム：（メモを見ながら）えっと、あったあった。モーズレイ先生と一いつ緒しよにいたスカディの名前ですね。

カッツ：ああ、ここの神官に入れ知ぢ恵えしたやつか。何が書いてあるんだ？

ＧＭ：倉庫の地下で見つけた資料──つまり、人間を魔族化する実験の詳しよう細さいな記録です。これによれば、成功例はただ一例しかないようなことが書いてあります。しかもその成功例も完全ではなかったとなっています。

ヴァリアス：完全ではない？

ＧＭ：実験の結果、死し亡ぼうしてしまった。だが、その直後に理由は不明だが蘇そ生せいし、確かく認にんしてみると魔族化させるための種はきちんと移い植しよくされていたと書かれています。

カミュラ：一度死んだけど……。

ヴァリアス：蘇生した？

カッツ：それって……。

ファム：えっ!?　もしかして、あ、あたしですかっ!?　あっ、そういえばライフパスの境きよう遇ぐうが〝黄泉よみがえり〟ですっ!!

ＧＭ：もっとも、その種が成長するまでに十年以上かかるだろうとも追記されていますが。

カッツ：ここでそう来たか。まぁ、倉庫の方の資料で予想はしていたがな。まぁ、となるとスカディがファムを魔族化しようとしていたのも分かるな。

ファム：なるほど～。こういう風に繋つながるんですねっ！

ＧＭ：もう３巻かんですからね。いろいろな伏ふく線せんをまとめに入らないと（笑）。

ヴァリアス：それはそれとして、他には何もないのか？

ＧＭ：あっ！　忘わすれてました（笑）。えー、全員危険感知の判定を行なってください。部屋を探していた時に気づいたかどうかということで。

カッツ：隠し扉かなんかかな。（コロコロ）……15。

ファム：（コロコロ）11です。

ヴァリアス：（コロコロ）ダメだな、10。

カミュラ：（コロコロ）わたしも10です。

ＧＭ：では、カッツだけ分かります。壁かべの一部分に細い切れ目を発見します。扉にコンシールのトラップが掛けられています。いわゆるシークレットドアですね。

カッツ：では、本棚の本を一冊さつゴボっと抜ぬくと、その壁が開くということで（笑）。

ヴァリアス：そんなベタベタな。カッツ先せん輩ぱい、何やってるんですか、と言うと……（笑）。

ＧＭ：すると、ゴゴゴゴゴ……という音を立てて、壁の一部がなくなります（笑）。

ヴァリアス：げ、げっ！　す、すげーぜ、先輩！（一同笑）

ＧＭ：壁の向こうには、地下へと下りる階段が続いています。

カッツ：どうやらこの先が終点らしいな。よし、ここで【ＨＰ】や【ＭＰ】を回かい復ふくしておこう。何があるか分からないからな。ギルドスキルの《蘇生》や《祝福》があるといっても、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。

ＧＭ：あ、ラリエットには《蘇生》も《祝福》も効きかないですから。

ヴァリアス：なんで……って、ギルドメンバーじゃないっ！　うちのギルドに入るのは……ムリか。カッツ先輩、よろしくっ！

ファム：ここで待っていてもらうというのはどうですか？

ＧＭ：それでもいいですよ。《ヒール》の使い手が減りますが。

カッツ：いや、《カバーリング》の対象が増ふえるのはよくない。ラリエット、お兄ちゃんが戻もどってくるまで、ここで待っているんだぞ。

ＧＭ／ラリエット：では、ラリエットは「分かりました。お兄ちゃんも気をつけて」と部屋に残ることを了承します。

カッツ：いい妹だ（笑）。

カミュラ：上で襲おそわれたりして（笑）。

ヴァリアス：その可か能のう性せいはあるな（笑）。

カッツ：ど、どうしよう……。

ファム：だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと……。

カッツ：きっとなんて不安になるようなこと言うなよ。

ＧＭ：内側から鍵が掛かけられますから、大丈夫ですって。

カッツ：そ、そうか、そうだよな。だが、もし下で何かあったらすぐに逃にげるんだぞ。

ＧＭ／ラリエット：「何かあったらって……」　不安そうな顔でカッツを見ます。

カッツ：大丈夫だ。もしもの場合だ、もしもの。ちゃんと戻ってくるから。

ＧＭ：そうカッツに言われると、ラリエットは引き下がります。では、【ＨＰ】と【ＭＰ】の回復をしてください。

ヴァリアス：あんなにポーション持ってきたのに両方とも全ぜん快かいできないなんて……。

ファム：大丈夫です！《蘇生》と《祝福》がまだありますよっ！

ＧＭ：さぁ、それではクライマックスフェイズに移うつりましょう。







クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆守しゆ護ごするモノとの戦い




　階かい段だんをのぞき込こむと、魔ま法ほうか何かが掛かっているらしく薄うす明あかるく照らされている。これなら足を踏ふみ外はずすようなことはないだろう。

　ファムたちは、その光をたよりに、一段、また一段と薄暗い階段を下りていった。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。階段を一番下まで下りると、その先には扉とびらがあります。もちろん鍵かぎＢ（※）が掛かっています。

カッツ：一いち応おうトラップ探たん知ちの判はん定ていを……（コロコロ）うっ！　15しか出ない。

ＧＭ：トラップは仕掛けられていませんね。

カッツ：仕方がない。ラリエットから預あずかった鍵を使って、扉を開けよう。

ＧＭ：カチッという、小気味よい音を立てて鍵が開きます。トラップはありません。扉の向こうは、少し広い部屋になっています。壁かべの近くの中空に魔法の灯りが浮うかんでいるために、かなり明るいです。

ファム：やっぱり、ここで終わりのようですね。

ＧＭ：そのようです。入ってきた階段以外に入り口はなく、この部屋から出るための扉などもありません。というか、部屋の中央にある祭さい壇だんのような物以外は何もありません。その祭壇の上には、真っ赤な剣けん身しんを持った短剣だけが置かれています。

カッツ：あれが、ラリエットの言っていたマジックアイテムか？　周囲を警けい戒かいしながら祭壇の方へと歩いていこう。

ＧＭ：祭壇の近くまで行くと、短剣の柄つかに竜りゆうの装そう飾しよくがされているのが見えます。

カミュラ：竜ですよ、竜。

カッツ：ん？　竜に関係のあるアイテムなのか？

ヴァリアス：ならば、それはオレのじゃー（一同笑）。

ＧＭ：取りに行きますか？

ヴァリアス：え？　あー、嘘うそです、すみません（笑）。むぅ、あれは……。とかだけ言っておきます。

カッツ：おいっ！（笑）まぁいい。とりあえず、気を取り直して……。

ＧＭ：と、カッツが祭壇から５メートルほどの場所まで近づくと、祭壇の周囲の空間に揺ゆらぎはじめます。

カッツ：ん？　なんだっ!?




　祭壇を三角に囲むように発生した陽炎かげろうにも似にた揺らめきは、次し第だいにある獣けものの形へと変化していく。その獣の名は〝ドラゴン〟。

　幻げん影えいとして現げん出しゆつした竜は、やがて血肉をまとい、現実の存そん在ざいとして顕けん現げんした。

[image: ]

[image: ]

[image: ]




ヴァリアス：あの短剣を守っているガーディアンだっ！　気をつけてください、先輩っ！

カッツ：護ご衛えいか。だが、私はラリエットのためにも、あれを手に入れなければならないんだ。

ファム：ああっ！　カッツさんがいつになくマジメですっ！

カッツ：妹のためならば、命など惜おしくないわっ！

ヴァリアス：目がマジだ（笑）。

ＧＭ：正面は鋭するどい牙きばを持つ黒こく鉄てつ色しよくのドラゴンで胸むねに宝ほう珠じゆが埋うめ込こまれています。向かって右側が黄おう金ごん色で左手に同じような宝珠を持ち、左側が白はく銀ぎん色で右手にやはり宝珠を持っていますね。

ヴァリアス：正面が殴なぐってくるというか、噛かみついてくる物理攻こう撃げき系けい？

カッツ：となると、うしろの二体は魔法系か射しや撃げき系の攻撃か。

ＧＭ：準じゆん備びはいいですか？　それでは戦せん闘とう開始ですっ！




＊　＊　＊




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアップから。

カッツ：もちろん、《陣じん形けい》《陣形》《陣形》《陣形》《陣形》！

ファム：はいっ！《陣形》を使用します。

カッツ：私は一番前の黒鉄色のドラゴンまで移い動どうしよう。とにかくバラバラになろう。おそらく範はん囲い攻撃を持っているはずだ。




　ファムの合図で、一いつ斉せいに散開するカミュラ、ヴァリアス、カッツ。

　だが……。




ＧＭ：カッツが黒鉄色のドラゴンとエンゲージすると同時に、白銀色のドラゴンが持つ宝珠が光り輝かがやきます。

カッツ：なんだっ!?

ＧＭ：それを合図にするかのように、カッツに得体の知れぬプレッシャーが襲おそいかかります。このエンゲージは封ふう鎖さされました。

カッツ：くっ！　他のＰＣのところに行かせないつもりかっ？

ＧＭ：そのとおり。カッツの《カバーリング》は結けつ構こう厄やつ介かいですからね。

カッツ：ちっ！　だが、どうしようもない。

カミュラ：《ヘイスト》使います？

カッツ：そうだな……。

ＧＭ：ちなみにドラゴンの【行動値】は、黒鉄色が12、黄金色が８、白銀色が４です。

ヴァリアス：微び妙みようですね。

カッツ：そうだな。相手の動きが分からないとなんともいえないか……。とりあえず今回は様子を見よう。

ＧＭ：では、白銀のドラゴンがセットアップで行動します。カミュラに《スロー》（※）を使用。

カミュラ：え？　わたしですか？

ＧＭ：はい。そして、白銀のドラゴンが《スロー》使う瞬しゆん間かん、黄金のドラゴンが持っている宝珠が輝きます。判定は４＋６Ｄで……。

ファム：６個こも振ふってますよっ！

ヴァリアス：今度は黄金のドラゴンの宝珠か……。

カミュラ：これって何か関係あるのかしら？

ＧＭ：さぁ、どうでしょう……（コロコロ）ダイス目が22、合計で26。回かい避ひ判定をどうぞ。

カミュラ：クリティカル以外はムリです……（コロコロ）やっぱりダメ。

ＧＭ：では《スロー》の効こう果かは……（コロコロ）２Ｄで４？　うっ！　ひ、低い。【行動値】が４下がります。

カミュラ：４になってしまいました。

カッツ：むぅ、これで《ヒール》が遅おそくなるのか……。

ヴァリアス：まだ、序じよ盤ばんだから大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。《蘇そ生せい》と《祝福》もあるし。
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ＧＭ：それでは遠えん慮りよなく攻撃しましょうか。黒鉄色──フォースドラゴンが獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびのようにカッツに噛かみつきます！《バッシュ》を使用。７＋３Ｄで……（コロコロ）命中判定は17！

カッツ：17か……。《バタフライダンス》があるから、３Ｄを振って11以上で回避……（コロコロ）よしっ！　成功!!




　黒色に輝かがやく鱗うろこがジャラっと音を立て、ドラゴンの頭がカッツへと襲いかかる。鋭い牙がカッツの首くび筋すじを穿うがつと思った瞬間、カッツは伸のびてくる首に左手を軽く当てる。

　ただそれだけのことなのに、ドラゴンの顎あごは空を噛み砕くだいた。

　カッツは相手の動きに合わせて、軽く左手を外側へと押おし出し、軌き道どうを逸そらしたのだ。

　そして……。




カッツ：次はこっちの番だな。マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》。がら空きになったボディに拳こぶしを打うち込こむ！　これで残り【ＭＰ】は13！

ＧＭ：それなら、これを避よければ……。

カッツ：そうはさせない！（コロコロ）低いか……命中は17！

ＧＭ：十分高いですって！　こちらの回避値は７なので10以上……（コロコロ）５？　避けられません。

カッツ：よしっ！　ダメージは11＋４Ｄ……（コロコロ）９、11、14だから合計で25！

ＧＭ：《ペネトレイトブロウ》だから、これが全部抜ぬけるのか……。カッツの発はつ剄けいが強固な鎧よろいのような鱗を突つき抜ぬけて……25点のＨＰダメージ。

ファム：次はあたしですね。どれに攻撃したらいいんでしょう。

カッツ：まずは敵てきの戦力を減へらそう。フォースドラゴンだっけか？　この黒いドラゴンを攻撃してくれ。

ＧＭ：……えっ？（フォースドラゴンに攻撃するの？　うしろの二体を放っておいて？）

ファム：分かりましたっ！《エアリアルスラッシュ》で黒いドラゴンを攻撃します。12＋２Ｄですから……（コロコロ）９ですから21ですっ！

カッツ：さすが〈風〉の魔法、命中が高い。

ＧＭ：それは……（コロコロ）回避失敗です。

ヴァリアス：《マジックフォージ》使ってもいいんじゃないかな。

カッツ：そうだな。最初に最大戦力を叩たたき込こむのはセオリーのひとつだが……。

ファム：うーん、一回様子見てもいいですか？　相手の能のう力りよくとかよく分からないし。

ヴァリアス：まぁ、それもそうだな。

ファム：じゃあ、行きますっ！　とりゃっ！（コロコロ）５、10だから24です。

ＧＭ：24から15を引いて……９点のＨＰダメージです。

ヴァリアス：おっ！　硬かたい。魔法防ぼう御ぎよ力りよくが15もあるのか。《マジックフォージ》使わなくて正せい解かいだったな。

カッツ：確たしかに。いい判はん断だんだ、ファム。

ファム：はい！　ありがとうございますっ！

ＧＭ：しかし、こっちはまだ二体の行動が残っていますよ。黄金のドラゴン──インテレクトドラゴンが《ウォータースピア》（※）でヴァリアスに攻撃！

ヴァリアス：ぎゃーっ！　そうきたか。

ファム：《ウォータースピア》？

ヴァリアス：ダメージを受けるとバッドステータスの放心を受ける魔法だ。簡かん単たんに言うと、命中も回避もしにくくなる。

ファム：そ、それは大変です。

ＧＭ：ここでヴァリアスを抑おさえておけば……。インテレクトドラゴンの口から水の槍やりが吐はき出される……（コロコロ）９？　これはまた微妙な。命中は14です。

ヴァリアス：回避するためには、ダイス目で10以上か……。フェイト使ってなんとかというところだが、《ブルズアイ》の封ふう印いんを解とくために１点残しておかないと……。

ＧＭ：どうしますか？

ヴァリアス：いや、ここはフェイトを１点使っておこう。

カミュラ：１点で大だい丈じよう夫ぶ？

ヴァリアス：まぁ、１点でダメだったらあきらめるということで……（コロコロ）ダイス目は14！　これに【敏びん捷しよう】４を足して18！　もちろん回避成功っ！

ファム：おぉー。

カミュラ：使っておいてよかったですね。

ヴァリアス：今回は冴さえているぜいっ！　次はオレだな。《ウォータースピア》を避よけながら、マイナーアクションでフォースドラゴンにエンゲージ。その直前に《ウェポンチェンジ》でキャリバーからシューティングスターへ持もち替かえ！　そして《バッシュ》！




　姿し勢せいを低くして水の槍を躱かわすヴァリアス。

　そして、その姿勢のままフォースドラゴンへと突とつ進しん、それと同時に右手の魔導銃をホルスターへ収おさめ、背せ負おっている槍──シューティングスターを構かまえる。




ヴァリアス：命中判定は10＋３Ｄで……（コロコロ）ぐっ、ちょっと低いか、18！

ＧＭ：それでも、ダイス目は11以上ですから……（コロコロ）回避は失敗。

ヴァリアス：ここで《ボルテクスアタック》も使用する！　全力でいくぜっ！　でもフェイトは使わない（一同笑）。

カッツ：全力じゃないじゃん（笑）。

ヴァリアス：いや、なんか物理防御力も高いような気がしたから（笑）。ダメージは11＋11Ｄに、マイナーで移動しているからシューティングスターのボーナス＋３が入って……（コロコロ）10、20、30の36に14を足して、ダメージはちょうど50点！

ＧＭ：50から15を引いて、35点のＨＰダメージ。

ヴァリアス：こっちの防御力も15か。か、硬いっ！

ＧＭ：次はカミュラですがどうしますか？

カミュラ：誰だれもダメージを受けてないんですよね。まだ銀色のドラゴンが行動していませんし、ここは待機します。そうすれば、誰かがダメージを受けても《ヒール》できますし。

ＧＭ：では、こちらの白銀のドラゴン──スピリットドラゴンが行動します。フォースドラゴンに……。

カッツ：フォースドラゴンって、この黒いやつ？

ＧＭ：そうです。《ヒール》！

カッツ：な、何っ！

ヴァリアス：こっちは回かい復ふく役!?

ＧＭ：そのとおりです。で、《ヒール》を使用する時にやっぱりインテレクトドラゴンの宝珠が輝くわけですが。

カッツ：どうやらお互たがいに補ほ強きようしあっているようだな。

ファム：じゃあ、一体でも倒たおせば楽になるってことかな？

カミュラ：そういうことですね。

カッツ：ここで《ヒール》を使われるとフォースドラゴンが回復して、次にカミュラが攻撃したとして、それでラウンドが終しゆう了りよう。で、フォースドラゴンが行動して、次が私と。

ＧＭ：こっちの《スロー》が飛ぶ可か能のう性せいありますけどね。

カッツ：それは《ヘイスト》で相そう殺さい……って、こっちの方が先なのか。それで次にファムが攻撃して……。って、くそっ！　まさか《ヒール》を使うとは思わなかった。

ＧＭ：どうしますか？

カッツ：いや、ここで《ヒール》を使われると面めん倒どうだ。その《ヒール》を《インタラプト》でキャンセルしておこう。敵てきのレベルが分からないが、ここで回復されては戦闘が長引いて、こっちが不利になりそうだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。スピリットドラゴンの《ヒール》は不発と。最後はカミュラさんです。

カミュラ：どれを攻撃しましょう。なんか、どれもすごく厄介なんですけど。

ヴァリアス：確かに。でもせっかく《ヒール》を打ち消したんだから、そのままフォースドラゴンを倒たおしちゃいません？

カミュラ：でも当たります？

ヴァリアス：そこはフェイトを使用してでも当ててください。

カミュラ：フェイト使わないとダメですか？

カッツ：おそらくほぼダイス目勝負だから、半々ってところかな。《サモン・フェンリル》なら、相手にバッドステータスの重圧を与えることができるから、なるべくならフェイトを使って欲ほしいが……。

カミュラ：じゃあ、フェイトを使っておきます。マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・フェンリル》を使います。命中は６＋３Ｄで……（コロコロ）６＋14で20です。

カッツ：20！　すばらしいっ！　これなら当たるぞ！

ＧＭ：ここでそんな目を出しますか！　これはちょっとまずいかな……（コロコロ）失敗。

カミュラ：これでダメージは５Ｄですね。いきまーす……（コロコロ）あら？　１、１、２、３、５ですから、合計で13点です……。

ＧＭ：……カキーン！　呼よび出されたフェンリルはドラゴンの鱗うろこに歯が立たなかった（笑）。

カミュラ：ほら、やっぱりダメじゃない（笑）。

カッツ：それはダメージが低いからだっ！　５Ｄだったら平へい均きんで17点くらい出るんだ……って、しまった。ダメージにもフェイトを使ってもらうんだった。……ガク。

ＧＭ：それでは次のラウンドに行きますよ～。フォースドラゴンの【行動値】の方が早いんで、先にセットアップに行きます。カッツに《ヘルインセル》を使用します。

カッツ：《ヘルインセル》って……グラディーエーターのスキルかっ！




グラディエーター

『トラベルガイド』で追加された、闘とう技ぎ場じようで戦う闘とう士しを表ひよう現げんするためのクラスである。一対一での戦いに特化しているクラスのため、かなり癖くせのあるスキルが揃そろっているが、その分強力なスキルも多い。




ＧＭ：そうです。【精せい神しん】の対決に勝利すると、相手の【ＭＰ】を減へらすことができるスキルです。

カッツ：私の【ＭＰ】はもう13点しかないのだが……どうしよう（一同笑）。

ヴァリアス：《祝福》……使うしかないですね。

ＧＭ：では、こちらの【精神】判定は……（コロコロ）12。

カッツ：フェイトを使うか……いや、まだ《祝福》があるからここは温おん存ぞんだな。私の【精神】は４だから８以上出れば……（コロコロ）７？　ダメだ、届とどかない。

ＧＭ：では【ＭＰ】が６点減へります。

カッツ：くっ！　これで《ヴァイタルフォース》が撃うてなくなった。

ＧＭ：他にセットアップにスキルを使いますか？

カミュラ：誰かに《ヘイスト》を掛かけます？

ヴァリアス：ここはファムじゃないかな。

ファム：でも、４以上が出ないと先に行動できませんよ。

カッツ：フェイトを使うか、それとも私に《ヘイスト》を掛かけるか……。難むずかしいところだな。（カミュラに向かって）フェイトは何点残っている？

カミュラ：あと３点ですね。《プロテクション》の時のために取っておいた方がよくない？

カッツ：確かにそうだな。ここは50％の確かく率りつということで、ファムに《ヘイスト》をかけてもらおう。運がよければ先にフォースドラゴンを倒たおせるかもしれない。

カミュラ：（コロコロ）判定は成功。もう一回振って……（コロコロ）１足りない、３です。

ヴァリアス：仕方ないですね。

ＧＭ：では、こちらが《スロー》をカッツに（笑）。

カッツ：え？　しまった。向こうは《スロー》持っていたんだっけ。

ＧＭ：こちらの魔ま術じゆつ判定は、４Ｄ振って21です。

カッツ：そんなのムリだって。（コロコロ）ほら、失敗。

ＧＭ：では……（コロコロ）おっ！　12！　カッツの【行動値】が12下がります。

カッツ：これで敵の《ヒール》よりも行動が遅くなってしまった。……不覚。
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ＧＭ：そしてフォースドラゴンの行動。ヴァリアスに《バッシュ》を使用。




《バタフライダンス》を持っているカッツならばともかく、ヴァリアスではフォースドラゴンの攻撃を躱かわすのは難むずかしい。

　だが、フォースドラゴンの牙がヴァリアスの肩かた口ぐちに食い込こむかと思われた瞬間、カッツが《カバーリング》に入る！




ＧＭ：《バッシュ》は５レベルなので、こちらの攻撃は25＋７Ｄ！

カッツ：倒れるようなダメージじゃないけど、もう一度それが来るとやばいかも……。

ＧＭ：いきます！　……（コロコロ）あ、あらら？




　なんと。

　ダイス目が見せているのは、１、１、１、２、３、３、５！




ＧＭ：７個も振って16？　そ、そんなバカなっ!!

カミュラ：すごい、こんなのなかなかないですよっ！

ヴァリアス：７Ｄで16は、ちょっとすごいですよ！




　もはや褒ほめられているのか、それとも同情されているのか分かりませんが（笑）。




ＧＭ：それでもダメージは41点ですっ！

カミュラ：《プロテクション》です。（コロコロ）14点減らしてください（笑）。

カッツ：物理防御力が13だから……14点のＨＰダメージ？　意外とたいしたことなかったな。

ＧＭ：ダイス目が低かっただけですってば！　次はファムとカミュラ、そのあとにインテレクトドラゴンです。




　各かつ個こ撃げき破はを狙ねらって、ファムはフォースドラゴンに《エアリアルスラッシュ》を撃うつも、魔法防御力も高いドラゴンに対しては14点しかダメージを与あたえられない。

　たいしてダメージを受けていないＰＣたちの状じよう態たいを見て、カミュラは待機を選せん択たくした。




ＧＭ：それでは、インテレクトドラゴンの攻撃！　マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ウォータースピア》。対象はカッツとヴァリアスのエンゲージです！

ファム：《マジックブラスト》ですよ、範囲ですよ！

ＧＭ：命中判定は……（コロコロ）クリティカル（笑）。

カッツ：うわーっ！　そ、そんな……。（コロコロ）回避、失敗！

ヴァリアス：こんなところで出しますかっ！　（コロコロ）こっちも失敗っす。

ＧＭ：ダメージは６Ｄにクリティカルの分の２Ｄを足して８Ｄです。（コロコロ）ん？　微妙に目が悪いので《ソアスポット》（※）を使用して、１と２の目を振ふり直します。

ヴァリアス：そんなスキルも持っているかっ！

ＧＭ：インテレクトドラゴンはメイジ／ニンジャなのですよ。さて、ダメージは……（コロコロ）よしっ！　30点の〈水〉の魔法ダメージ！

カミュラ：ここで《サモン・アラクネ》を使います！

カッツ：そうか、それがあったかっ！

ファム：さすがです、カミュラ先輩っ！




　アイン・ソフ・アウル──〝神しん獣じゆうの杖つえ〟から引き出された力は〝小さき蟲の王〟の幻げん体たいを呼よび出す。

　虫たちを守護する〝動物の王〟の加護により、カッツとヴァリアスを覆おおうように蜘蛛くもの巣にも似にた障しよう壁へきが張はられ、水の槍の威い力りよくを削そいでいく。
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カミュラ：レベルが４になりますから４Ｄ振って……（コロコロ）15点軽けい減げんします。

カッツ：よし！　11点ダメージで済すんだぞ。これなら問題ないっ！

ヴァリアス：こっちも大だい丈じよう夫ぶ！　ここでオレの攻撃だな。目標はフォースドラゴン！　マイナーアクションで再ふたたびキャリバーに持ち替かえて、メジャーで《バッシュ》！

ＧＭ：では、その《バッシュ》はスピリットドラゴンが《インタラプト》で打ち消します。

ヴァリアス：なんだってっ！

カッツ：ということは、銀色のドラゴンはアコライト／シーフか。しかし、これで《インタラプト》はもう使えないはずだ。

ＧＭ：確かに。もう少し取っておきたかったんですけどね。では、そのスピリットドラゴンがフォースドラゴンに《ヒール》を使用します。判定は４＋６Ｄです。こんどこそクリティカルして欲しいけど……（コロコロ）残念！　普ふ通つうに回復して６＋７Ｄだから【ＨＰ】が31点回復します。

ヴァリアス：なるほど。《ヒール》でクリティカル狙ねらいか。面白い、それ面白いですね。今度、オレもＧＭで試ためしてみよう（笑）。

カッツ：そして、最後は私か。といっても、フォースドラゴンを攻撃するしかないわけだが。ここで《祝福》を使ってくれ。じゃないと、ダメージがいかない。

ファム：分かりましたっ！　《祝福》ですっ！




　神々の加か護ごがファム、ヴァリアス、カミュラ、そしてカッツを包み込む。

　肉体の傷きずこそ癒いえないが、身体からだ中の疲つかれが癒やされていく。




カッツ：これで心おきなく殴なぐることができる。マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》！　ターゲットはフォースドラゴン。命中にフェイトを１点使用して……（コロコロ）おしっ！　12だから合計で19！




　このカッツの攻撃によって、フォースドラゴンは先ほど回復した【ＨＰ】とほぼ同じだけのダメージを受ける。

　さらに待機していたカミュラは、《スロー》を防ふせぐために《サモン・フェンリル》でスピリットドラゴンを攻撃。見事、相手にバッドステータスの重圧を与あたえることに成功する。

　そして次のラウンド。




ＧＭ：フォースドラゴンがセットアップで《パシスタンス》（※）を使用。みるみる傷ついた鱗、折れた牙きばが再さい生せいしていき、一回り身体も大きくなります。ということで、【最大ＨＰ】と【ＨＰ】が25点増ふえます。

カッツ：そんなスキルまで持っているか……。

ヴァリアス：バ、バカなっ！　やつが大きく見える（一同笑）。

カミュラ：もしかして、このドラゴンを倒しに行かない方がよかったのかしら？

ヴァリアス：確かにそうかも。先に《ヒール》役のスピリットドラゴンを倒した方がよかったのかもしれない。

ＧＭ：シナリオでは、先にスピリットドラゴンをやられることを想定していたんですけどね。

カッツ：しかし、これだけしつこく回復する敵てきってはじめて見たよ。だが、フォースドラゴンに攻撃を集中してしまった以上、仕方がない。このまま攻撃を続けるしかない。

ファム：ですね。《ヒール》される前にフォースドラゴンを倒しましょう。

カミュラ：では、ヴァリアスさんに《ヘイスト》を使用します。（コロコロ）判定は成功。（コロコロ）あら？　ヴァリアスさんの【行動値】に１足してください（笑）。

ヴァリアス：大丈夫。今はキャリバーを持っているので、これで【行動値】は８で、インテレクトドラゴンよりも先になりますから。よし、こいっ！




　再びフォースドラゴンがヴァリアスに噛かみつく。

　しかし、またしてもカッツに《カバーリング》され、さらにカミュラの《プロテクション》がカッツに不ふ可か視しの障壁を張る。

　53点のダメージは《プロテクション》、そしてカッツの防御力に阻はばまれ、削けずられる。その結果、ＨＰダメージは24点。カッツの【ＨＰ】は９点。




カッツ：残ったっ！　よし、ここから反はん撃げき開始だ。いつもの組み合わせで、フォースドラゴンを攻撃する。命中は……（コロコロ）17！

ＧＭ：10以上で回かい避ひ、10以上で回避……。

ファム：（まるで魔法を掛かけるような手つきで）避けるな～、避けるな～（一同笑）。

ＧＭ：小島さんのその手が嫌いやだ（笑）。ていっ！（コロコロ）９！　１足りないっ！

カミュラ：呪のろい、呪い（笑）。

ＧＭ：小島さんにアレやられると、いつもダメなような気がする（笑）。

ファム：よかった、よかった～！

カッツ：ここでフェイトを３点つぎ込んで……（コロコロ）ぐっ、ここに来てダイス目が悪いか。10、19、22だから合計で33点。

ＧＭ：【ＨＰ】は13点。《パシスタンス》がなければ倒たおれていましたね。




　しかし、続くファムの魔法に耐たえられるはずもなく、風の刃やいばによって、フォースドラゴンはバラバラに砕くだけ散ちった。




ヴァリアス：じゃあ、スピリットドラゴンにキャリバーのまま《バッシュ》！　命中にフェイトを１点使っておいて……（コロコロ）22で命中！

ＧＭ：22!?　さすがにそれはきびしい……。

ヴァリアス：この攻撃は回避できまい！

ＧＭ：クリティカルすれば……。（コロコロ）ダメです。

ヴァリアス：よし、ここでフェイトを１点使って、《ブルズアイ》を解かい除じよ。さらにフェイトを全部使って、これで７＋14Ｄ……。えいっ！（コロコロ）おっ！　いい感じ、いい感じ。10、20、30、40、49に７を足して56点のダメージ！

ＧＭ：くっ！　ヴァリアスの攻撃で倒れはしないものの、【ＨＰ】の残りは４点になりました。しかも、このあとにカミュラの攻撃か……。

カミュラ：カッツさんへの《ヒール》は後回しということで（笑）。

カッツ：おいっ！（笑）

カミュラ：スピリットドラゴンに《サモン・フェンリル》です。命中にフェイトを１点使用して……（コロコロ）15です。

ＧＭ：一応、11以上で避けられる……（コロコロ）出ません。




　フォースドラゴンに続いて、スピリットドラゴンも倒れる。

　残るはインテレクトドラゴンのみ。




カッツ：よし、ここでもう一度《陣形》を使用して、前ぜん衛えいふたりはインテレクトドラゴンにエンゲージしよう。

ファム：はい、《陣形》を承しよう認にんですっ！
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カッツ：よし、これで一気に……って、しまったっ！

ファム：？　どうしました。

カッツ：私の【ＨＰ】９点しか残っていないよ。こんなんでエンゲージしたら《マジックブラスト》で一撃じゃないか（一同笑）。

カミュラ：先に倒せば大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。

カッツ：いや、まぁそうなんだけど……。




　とはいえ、結局はカミュラの言うとおりとなった。

　フォースドラゴンの加護を失ったインテレクトドラゴンが、《マジックフォージ》を残しているファムと物理防御力を無む視しできる《ペネトレイトブロウ》のカッツ、このふたりの攻撃に耐えられるはずもなく、他の二体のドラゴンのようにあっけなく砕け散っていた。




カッツ：た、助かった……。

ファム：無事でよかったですね！

カミュラ：結局、それぞれのドラゴンがどんな能力を持っていたんですか？

ＧＭ：フォースドラゴンはスピリットドラゴンが生きているとエンゲージが封ふう鎖さ、インテレクトドラゴンはフォースドラゴンが生きていると受けるダメージが半分、スピリットドラゴンはインテレクトドラゴンが生きていると魔術判定のダイス＋４Ｄです。

ヴァリアス：なるほど。

ＧＭ：クラスは先ほど言ったとおりです。もうちょっと苦戦させられるかと思ったんですけど、最初の攻撃が全部外れたのが敗はい因いんですね。

カッツ：いやいや、結けつ構こう苦労したぞ。

ファム：そうですね。

ＧＭ：ＰＣのレベルも上がって、いろいろなスキルを取り始めていますからね。単に力押しの敵とは違った形で戦闘が楽しめればと思って、こんなエネミーを登場させてみました。

カッツ：しかし、ここまで回復するとはな。まさか、プレイヤーをやっていて、ＧＭの気分を味わうとは思わなかった。ほんと、ＰＣってしぶといんだな（一同笑）。さて、ガーディアンも倒したし、マジックアイテムを取るとするか。

ファム：トラップとかちゃんと調べてくださいね。

カッツ：！　わ、忘れてたよ（一同笑）。




　ドラゴンたちが守っていた祭さい壇だんの中央。

　台だい座ざに立てかけられている短たん剣けんを、カッツは手に取った。

　剣身はまるで血のように染そまり、柄つかには竜の装飾が施ほどこされている。

　だがよく見てみると、その竜は柄に巻まきついているのではなく、まるで短剣で突つき刺さされているかのようだ。

　ちょうど腹はらの辺りから柄が伸び、開いた口から短剣が突き出ているのだ。

　気のせいか、竜の表ひよう情じようも苦く悶もんに満ちているように見える。




　今にして思えば、それはまるで、

　この先に起こる事じ件けんを暗あん示じしているかのようだった……。





（※）鍵Ｂ　解除するためには、特殊な鍵や合い言葉などが必要な錠前などを表わすトラップ。

（※）《スロー》　アコライトのスキル。対象の【行動値】を減少させる。

（※）《ウォータースピア》　メイジのスキル。〈水〉属性の魔法ダメージを対象に与える魔術。１点でもダメージを受けるとバッドステータスの放心を受ける。

（※）《ソアスポット》　ニンジャのスキル。ダメージロールのダイスを振り直すことができる。

（※）《パシスタンス》　グラディエーターのスキル。【最大ＨＰ】と【ＨＰ】を一時的に上昇させる。









エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆終わりの始まり




　地下の遺い跡せきから神しん殿でんへと戻もどった一行を出で迎むかえたのは、今にも泣きそうなラリエットの顔だった。それほどの長い時間は経たっていなかったはずだが、それでもこんな所にひとりで残されて心細かったに違ちがいない。




ＧＭ：それではエンディングにいきましょう。階かい段だんを上るとラリエットが出迎えます。

カミュラ（ラリエットになって）：お兄ちゃん、無事だったんだっ！

ＧＭ：（笑）。まぁ、そんな感じでカッツに抱だきついてきます。

カッツ：こらこら、危あぶないじゃないか。それよりもラリエットが探さがしていたマジックアイテムってこれか？　下で見つけた短たん剣けんを見せよう。

ＧＭ／ラリエット：するとラリエットは嬉うれしそうな表ひよう情じようを浮うかべます。「この遺跡にあったんなら、たぶんそれだと思う。ありがとう、お兄ちゃん」

カミュラ：でも、この短剣はエルクレスト・カレッジに持ち帰って調べさせてもらいますけど、いいですね？

ＧＭ／ラリエット：分かっています。その代わり、私もエルクレスト・カレッジまでご同行させていただきますね。

カミュラ：分かりました。学長にはわたしから言っておきましょう。

カッツ：よかったな。せっかくだから、学園の中も見学するといいぞ。いろいろと面おも白しろいものがあるからな。

ＧＭ／ラリエット：本当っ!?




　嬉うれしそうにカッツの腕うでに、腕を絡からめるラリエット。

　そんな様子を微笑ほほえましく見つめるファムたち。

　だが、その時は誰だれも気がついていなかった。

　ラリエットの瞳ひとみが、紅ぐ蓮れんに染そまる短剣を見つめていたことを。

　ラリエットの瞳に、邪じや悪あくなモノが浮うかんでいることを。




「早く行きましょ。ね、お兄ちゃん」







◆エンディング 02◆屠と竜りゆう剣けんアスカロン




　エルクレスト・カレッジの学長室。

　すぐさまエルヴィラ学長へと報ほう告こくへ向かったカミュラは、そこで懐なつかしい顔に出会った。




ＧＭ：では、カミュラのエンディングです。学長の許もとへ今回のことを報告に行くと、学長室には先客がいます。

カミュラ：誰ですか？

ＧＭ：覇は王おうと共に行動していた吟ぎん遊ゆう詩人の少女で、まるで雪のような銀の髪、それと対象的な紅い瞳が特徴的です。

カミュラ：相変わらず昔のままですね（笑）。

ＧＭ：いや、まさにそのとおりなんですが。

カミュラ：え？　本当なんですか（一同笑）。

カッツ：知っててやっているのかと思ったよ。

ＧＭ：ちなみにこういう顔の少女です（『トラベルガイド』のＰ[image: ]を見せる）。

ヴァリアス：げっ、げっー！〝銀の〟ケセド！　古代竜のひとりですよ、こいつ。

ファム：有名なんですか？

カッツ：シナリオ集の『ドレッドダンジョン』（ゲーム・フィールド刊かん）にも登場しているしな。しかし、こんなところになんでいるんだ？

ＧＭ：さっきも言ったとおり、覇王と共に行動していた五人の仲間の中のひとりです。もっとも、その時はケセド・グラナドスと名乗っていましたが。

カッツ：グラナドスって、どこかで聞いたことがあるような……。

ヴァリアス：あ、あれですよ。学園にある寮りようのひとつが確かそんな名前だった。

ＧＭ：そうです。まぁ、その話はおいとくとして、どんな間あいだ柄がらにしましょうか？　仲がいいとか、ライバルとして認みとめ合っていたとか。

カミュラ：そうですね。仲はいいけど、よく口げんかしていたとかはどうですか？

ＧＭ／ケセド：分かりました。では、懐なつかしそうにケセドは話しかけてきます。「壮そう健けんで何より。だが、以前よりも小さくなったような気がするが（笑）」

カミュラ：余よ計けいなお世話です（笑）。それよりも、なぜこんなところにあなたが？

ＧＭ／ケセド：いや、この学園に愚ぐ息そくがおってな。ちと、様子を見にきただけだ。

カミュラ：息子むすこさんがいるのですか？

ヴァリアス：ケセドに子こ供どもがいたっ！（笑）

ＧＭ／ケセド：「まぁ、箸はしにも棒ぼうにもかからない放ほう蕩とう息子だがな。そんなことよりもそれは……」　ケセドは挨あい拶さつもそこそこにカミュラが持っている短剣について訊きいてきます。

カミュラ：え？　とりあえず今回の事じ件けんの経けい緯いを話しますが……。

ＧＭ／ケセド：なんだと。よく見せてくれないか。……こ、これは〝屠竜剣〟アスカロンではないか！

ヴァリアス：なんだ、その物ぶつ騒そうな名前の剣は？

ＧＭ／ケセド：これは〝古の民〟エルダが作った魔ま法ほうの武ぶ器きでな、そのふたつ名のとおりに竜を屠ほふるための武器だ。遥はるか昔に封ふう印いんを施ほどこしたものの、行方ゆくえ知れずになっていたのだが。で、そのラリエットという娘むすめは、このアスカロンを探していたというのだな？

カミュラ：そうです。ただ、依い頼らい主ぬしのことは教えてくれませんでした。冒ぼう険けん者しやなら当然のことでしょうが。

ＧＭ／ケセド：嫌いやな予感がする。何か好よからぬ事じ態たいが動いているな、これは。

カミュラ：あなたがそこまで言うのなら、この剣はお預あずけいたします。ラリエットも調ちよう査さが終わるまではこちらで預かることは了りよう承しようしていますから。

ＧＭ／エルヴィラ：それではこの短剣は私が預かりましょう。




　学長室をあとにしたカミュラ。だが、二、三歩も歩かぬうちに学長室を振ふり返かえる。

　だが、不安な気持ちは収まらない。ケセドの言葉が頭から離はなれない。

　今回のことはまだ終わっていない。そんな気がした……。







◆エンディング 03◆ヴァリアスの……？




　部屋の中にはヴァリアスひとりだった。

　カッツはラリエットに学園の中を案内しているらしく、まだ戻もどってこない。




ＧＭ：次はヴァリアスのエンディング。あなたが部屋にいると、誰だれかが扉とびらをノックします。

ヴァリアス：誰だ？　どうぞ、鍵かぎは掛かかってないぞ。

ＧＭ：しかし、それでもノックする音は止やみません。

ヴァリアス：つっ、誰だ。入ってくればいいのに。仕方がない、扉を開けよう。

ＧＭ：するとそこにはこんな顔の少女が（『トラベルガイド』Ｐ[image: ]を見せる）。

ヴァリアス：ケセド？　な、なんでこんなところにケセドがっ!?

ＧＭ／ケセド：この痴しれ者ものがっ！　母親の顔も見み忘わすれたか！

ヴァリアス：なんだってっ！　ま、まさか〝竜の血脈〟って……。

ＧＭ：はい（笑）。ちょうどブレスが〈光〉だし、こういうのも面白いかと思って。ほら、カッツの妹をシナリオに登場させようって相談していた時に、ヴァリアスにも設定が欲しいって言っていたじゃないですか。

ヴァリアス：え？　まぁ、確かに言っていたけど……。

ＧＭ：ヴァンガードって名字で悩んでいたんだけど、それって前衛とか先方っていう意味じゃないですか。〝古の都〟ティンダージェル（※）の守護竜だったケセドは、またの名をヴァンガードということにしてみました（笑）。

[image: ]

ヴァリアス：げぇーっ！　なんでよりによってこいつが母親なんだ、まったく……。すごい面白いじゃないか（一同笑）。で、なんかようか？

ＧＭ／ケセド：なんだ、その言い方は……。まったく誰に似にたんだか……。

ヴァリアス：あんただよっ！　なんか文もん句くあるのか？

ＧＭ／ケセド：まぁ、よい。別に今日は親子喧げん嘩かするためにやってきたのではない。お主が持ってきたあの短剣だがな。

ヴァリアス：さっき言っていたやつ？

ＧＭ／ケセド：純じゆん血けつの古代竜ならともかく、お主のような中ちゆう途と半はん端ぱに竜の血を持つ者にはとても危き険けんな武器だぞ、あれは。気をつけることだ。間ま違ちがいなく、お主を狙ねらっている者がいる。

ヴァリアス：なんだってっ！




　それが、ヴァリアスにとって久ひさしぶりの親子の対面だった。





（※）ティンダージェル　〝風の時代〟に栄えていた神聖王国の王都。今は廃墟となっている。









◆エンディング 04◆久ひさしぶりの再さい会かい




　それは突とつ然ぜんの出来事だった。

　いや、以前と同じといえば同じで、その時もそれは突然に起こったのではあるが……。




ＧＭ：それでは、ファムのエンディングです。カミュラが学長に報告に行っている間、あなたは部屋で休んでいるんですが……。

ファム：ですが？

ＧＭ：ファムのうしろから、ドスンという何かが落ちてきたような物音が聞こえてきます。

ファム：えっ!?

カミュラ：なんか、このシチュエーションって……。

カッツ：前にあったような気がするな（笑）。

ファム：ま、まさかぁ。恐おそる恐るうしろを振ふり向きますけど……。

ＧＭ：するとそこには、まるでベッドから落ちたかのように尻しり餅もちをついている少女が（笑）。ファム：もしかして、プリシアですか？

ＧＭ／プリシア：そのとおりです（笑）。「いったーい」とかいいながら、お尻をさすっています。

ファム：な、なんでプリシアがここにいるんですかっ!?

ＧＭ／プリシア：「お久しぶり。お祖母ばあ……じゃなくて、ファムさんっ！」と、あなたに向かって手を振ふりながら答えます。

ファム：お久しぶりじゃないですよぉ！

ＧＭ／プリシア：そ、そうだった。そんなことよりも大変なんですよっ！

ファム：大変って、何が？

ＧＭ／プリシア：ペンダント、ペンダントを見てくださいっ！

ファム：ペンダントって……プリシアが封印してくれたペンダント？

ＧＭ：コクコクと大きくプリシアは頷うなずきます。

ファム：なんだろ？　ペンダントを見てみますが。

ＧＭ：すると今まで透とう明めいな緑色をしていた貴き石せきが、再ふたたび曇くもりはじめています。

ファム：えっ！　封印したんじゃなかったんですかっ！

ＧＭ／プリシア：そ、それがまた何者かが歴史を改変しようとしているらしくて、未来が変わりはじめているみたいなんですよっ！　早く、早くなんとかしないと……。

ファム：な、なんとかしないとって言われても……。一巻の話って、まだ終わってなかったんですかっ！　あれでもう終わりだと思っていたのに……。




　大おお慌あわてのプリシアをなだめながらも、ファムは押し寄せてくる不安を感じていた。







◆エンディング 05◆悪あく夢む




　辺り一面は火の海だった。

　助けを求める悲鳴が、あちらこちらから聞こえてくる。

　だが、これは夢ゆめだ。

　なぜなら、自分は幼おさない少年ではないから。

　これは、かつて見た風景。




ＧＭ：最後はカッツのエンディングです。夢を見ています。久しぶりにハーネス村を訪おとずれたから、それとも昔の記き憶おくを思い出したからか、火の海に呑のまれている村の夢です。

カッツ：そ、それは嫌な夢だな。じゃあ、こうしよう。風景とか燃もえている様子は昔見たままなんだけれど、自分は今の姿すがたでそれを見ている。で、目の前には少年の頃ころのカッツがいるみたいな感じで。

ＧＭ：あ、それいいですね。

カミュラ：こんなのカッツさんじゃないですよ（笑）。

ヴァリアス：まったくだ。オレなんか母親、しかも古代竜に説教されたのに（一同笑）。

カッツ：うるさい（笑）。たまにはこういうこともやらせてくれ。で？

ＧＭ：すると、その燃もえさかる炎ほのおの向こうに何人か人ひと影かげが見えます。その中のひとりが脇わきに少女を抱かかえているのが見えます。その少女の胸むねには、あなたのあげたペンダントが炎に照らされて、輝かがやいています。

カッツ：ラリエット？

ＧＭ：その一いち団だんはそのまま村を立ち去ろうとしますが、その中のひとり──その一団のリーダーらしき女じよ性せいがあなたの方を振り向きます。女性とはいっても、十二歳さいくらいの少女ですが。

カッツ：ん？　十二歳くらいの少女？

カミュラ：もしかして、それってわたしですか？

ＧＭ：ハーネス村が邪神官に焼かれていた時に、カミュラはこの村にいましたからね。

カッツ：なるほど。妹はカミュラにさらわれたのか（笑）。

カミュラ：なんでそうなるんですか（笑）。

ＧＭ：カミュラがさらったのかどうかは、カッツには分かりませんけどね。それは、次回のお楽しみということで（笑）。




　幼いカッツは、妹が連れ去られるのを見ていることしかできなかった。

　そして、これは夢の中。やはり助けることはできない。

　炎の向こうへと消えていく妹の姿を、カッツはいつまでもいつまでも見つめていた。
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プリプレイ







◆プリプレイ 01◆陰いん謀ぼう、陰謀、また陰謀




　前回のウィルダネス・アドヴェンチャー風のシナリオは、今までにこのようなタイプのシナリオをプレイしたことのない小こ暮ぐれさんや小島さんにも好こう評ひようだった。

『ハートフル』シリーズでは、さまざまなパターンのシナリオをプレイヤーの方たちに遊んでもらい、それらを『アリアンロッド』でプレイするための指し針しんとなるようなリプレイを目指してきた。

　そして、今回のシナリオのネタは……。




ＧＭ：それでは『ハートフル』の第三巻かん、都合第六話のセッションをはじめましょう。さて、今回の話は再ふたたび学園に戻もどります。

ヴァリアス：今度はどんなシナリオなんだろ。




　ここまでいろいろなパターンで攻せめてくれば、さすがにプレイヤーも考えてくる。




ＧＭ：それは今回予告とかシナリオハンドアウトを聞いてからのお楽しみということで。




　一年の最後を締しめくくるマクール祭。

　それはさまざまな競きよう技ぎが行なわれる寮りよう対たい抗こうの大会である。

　各寮が競技に盛もり上がる中、その裏うらでは刻こく一いつ刻こくと事じ態たいが進んでいく。

　それは一年間共に歩んできた者たちをあざ笑う陰謀。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第六話

『裏切りのシルエット』




　兄妹きようだいの再会は、裏切りの兆し。




ファム：な、なんかすごい意味深な今回予告ですね。

カミュラ：ところで、マクール祭ってなんですか？

ＧＭ：エルクレスト・カレッジは秋から始まるということは前にも話しましたよね。で、その一年の終わりを締めくくる夏休み前に行なわれる学校行事で、寮対抗の形式を取っている大会です。

ファム：どんなことをやるんですか？

ＧＭ：障しよう害がい物ぶつをいかに早く乗り越こえるかとか、石せき像ぞうをいかに早く壊こわせるかとか、そういった冒ぼう険けんに役に立ちそうな競技ですね。しかも、各競技ごとに優ゆう秀しゆう者しやには賞品も出ます。

ヴァリアス：賞品だって！

ＧＭ：冒険に役立つようなアイテムですよ。手に入れたアイテムは、このシナリオで使っていただいてもかまいません。あと、優勝した寮には特別ボーナスも支し給きゆうされます。

ファム：特別ボーナスですか？

ＧＭ：本当なら内申に加味されるんでしょうけど、それではゲーム的にうまみがないんで、オルランド寮が優勝したら、成長点が増ふえることにします（笑）。

カミュラ：そういうことなら、みなさん。がんばって優勝を目指しましょう！

カッツ：……そういえば、カミュラはオルランド寮の監督生プリフエクトだっけ（笑）。

ＧＭ：それでは各ＰＣのシナリオハンドアウトをお渡わたししましょう。そのあと、前回の成長点を使って、キャラクターの成長を行なってください。




●カッツ用シナリオハンドアウト

コネクション：ラリエット　関係：家族

　十年ぶりに再さい会かいした妹、ラリエット。

　だが喜びもつかの間、あなたは彼女から衝しよう撃げき的な事実を聞かされる。

　それはラリエットに掛かけられた呪のろい。

　その呪いを解とくには、古代竜りゆうの命が必要なのだという。




カッツ：古代竜？　それってケセドを倒たおせっていうことか？

ＧＭ：普ふ通つうに考えればムリです。でも、他に古代竜の血を引いている人がいますよ。

ヴァリアス：え？　それってもしかして……。

カッツ：なるほど。ヴァリアスの母親ってケセドだっけ。

ヴァリアス：ちょっと待った。ということは、カッツ先せん輩ぱいから命を狙ねらわれるってこと？

ＧＭ：そうです。今回のシナリオのテーマは〝コンフリクト〟（※）。どうなるかはかなりの部分がプレイヤーにお任まかせになりますし、ＰＣの行動によって結末も大きく変わります。

カッツ：なるほど。ヴァリアス、妹のために死んでくれ（笑）。

ヴァリアス：うぎゃーっ！　ヴァリアスは死んだ（笑）。

ＧＭ：まだ、早いって……。





（※）コンフリクト　conflict──闘争や戦闘、心の中の葛藤や、思想・利害などの衝突のこと。小説などの人物間の対立などを意味することもある。






●カミュラ用シナリオハンドアウト

コネクション：アナクアル・バナト　関係：懸け念ねん

　十年前。あなたは何人かの冒険者と共にハーネス村で邪じや神しんを信しん奉ぽうしている神官を倒した。

　その神官の名はアナクアル・バナト。

　彼はあなたへの復ふく讐しゆうを誓ちかう言葉を残し、息いき絶たえたことを思い出した。




カミュラ：アナクアルって、前回ちょっとだけ話に出てきた邪神の神官ですね。

ＧＭ：はい。前回は名前だけでしたけど、今回は本ほん格かく的にアナクアルの話も出てきますよ。

カミュラ：なんだかまだ生きてそうな感じですね。

ＧＭ：それは実じつ際さいにプレイしてからのお楽しみということで（笑）。

カミュラ：はいはい（笑）。

ＧＭ：それと、前回のセッションの結果が今回のシナリオに反はん映えいされていますので、その点も注意してくださいね。

カミュラ：ん？　なんだろ。

ＧＭ：そちらもお楽しみにです（笑）。




●ファム用シナリオハンドアウト

コネクション：カッツ・バルゲル　関係：友人

　再度やってきたプリシアによると、未来に揺ゆらぎが生じており、このままだと再びあなたは魔ま族ぞく化してしまうらしい。

　その原げん因いんはどうやらカッツにあるらしい。

　いったいカッツ先輩に何が起こっているのだろうか？




ファム：魔族化の原因って、カッツさんにあるんですか？

ＧＭ：と、プリシアは言っています（笑）。

ファム：どうなんですか、カッツさん？

カッツ：私が知るわけないだろう（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、確たしかにそのとおりですが。ただし、カッツの行動によってはそうなる可か能のう性せいがあるということです。

カッツ：む、責せき任にん重大だな。分かった、妹のために死んでくれ（一同笑）。

ファム：なんでそうなるんですかっ！

ＧＭ：カッツが狙うのはヴァリアスでしょうが……。




●ヴァリアス用シナリオハンドアウト

コネクション：ラリエット　関係：疑ぎ惑わく

　古代竜の命を奪うばうといわれる武ぶ器き、アスカロン。

　古代竜たちが封ふう印いんを施ほどこすほど危き険けんな武器を、なぜラリエットは手に入れようとしていたのだろうか？

　彼女は一体何を考えているのだろうか？

　それにそんな物があると自分が危あぶないではないか。




ヴァリアス：ちょ、ちょっと待ってください。他ほかの人に比くらべて、どうかと思うんですが。

ＧＭ：え？　いや、だって危ないのは自分だって分かっていて、ラリエットが怪あやしいって思っている重要な役やく割わりですよ。

ヴァリアス：いや、それは分かるんですが。最後の一文が、ちょっと（笑）。

ＧＭ：実は、それが重要な情じよう報ほうなんですよ。だって、カッツに狙われるんですから。別におちゃらけて書いてあるわけじゃないんです。

ヴァリアス：なるほど。そういうことなら納なつ得とくしたぜっ！

カッツ：騙だまされている。絶ぜつ対たいに騙されている（一同笑）。




＊　＊　＊




　シナリオハンドアウトの配はい布ふも終わり、今回も八〇〇Ｇを手にしたＰＣたちは、レベルアップや買い物などを順番に行なっていく。

　そして……。




ＧＭ：はい、キャラクターの成長も終わりましたね。では、順番に発表してもらいましょう。




●ファムのレベルアップ

ファム：レベルが５になりましたっ！【知力】【感知】【精せい神しん】を伸のばしたので、これで【感知】と【精神】の判はん定ていが＋１になります。【感知】が６ですよ、６。

カッツ：やばい、抜ぬかれた。シーフとしての立場が……（一同笑）。

ファム：スキルは《ウィンドセイバー》を３レベルにして、さらに《ファイアウェポン》を取りました。

ヴァリアス：前回は苦労したからな。

ファム：はいっ！　これでヴァリアスさんやカッツ先せん輩ぱいの援えん護ごもできます。

ＧＭ：装そう備びは？

ファム：アクエリスタッフの〈風〉属ぞく性せい版ばんを許きよ可かしてもらったので、それを買いました。ヴァリアスさんによって、エアリアルスタッフと命名されたんですよ。これで《エアリアルスラッシュ》の命中とダメージがまた上がりましたっ！　あと服がミスリルクロークになって、防ぼう御ぎよ力りよくもアップです。

ＧＭ：さすがに５レベルになると、装備が充じゆう実じつしてきますね。

ファム：はいっ！　さらにがんばりますよっ！




●ヴァリアスのレベルアップ

ヴァリアス：同じく５レベルになって、【筋きん力りよく】【器用】【敏びん捷しよう】を伸ばした。でも能のう力りよく値ちが上がったのは【敏捷】だけ。まぁ、これで回かい避ひが上がるのでよしということで。

ＧＭ：スキルはやっぱり《ガンパード》（※）？

ヴァリアス：いや、ずいぶん悩なやんだんだけど、どうやっても【行動値】が低いんで《カリキュレイト》（※）にしたんですよ。もうひとつは《インヴィジブルアタック》（※）。

ＧＭ：相変わらず、渋しぶいところを選せん択たくしますね。

ヴァリアス：今回のリプレイでは、そういうところを目指しているので（笑）。あと装備で鷹たかの目という魔法の眼鏡めがねを買ったので、射しや撃げき攻こう撃げきのダメージに＋１される。

カミュラ：ヴァリアスさんが眼鏡キャラになりましたよ（笑）。





（※）《ガンパード》　ガンスリンガーのスキル。魔導銃（キャリバー）が二丁拳銃になって威力も大幅にアップする。

（※）《カリキュレイト》　ガンスリンガーのスキル。【行動値】にかかわらず、一番最初に行動することができるようになる。

（※）《インヴィジブルアタック》　ウォーリアのスキル。武器攻撃の命中判定のダイスを１個追加する。






●カミュラのレベルアップ

カミュラ：【敏捷】と【知力】と【幸運】を上げました。スキルは《プロテクション》を５にして、《ガーディアン》（※）を取ります。

ＧＭ：ついに《プロテクション》が５レベルですか……。

カミュラ：それからクラスチェンジをしようと思うんですけど。

ファム：サモナー止めちゃうんですか？　せっかく昔の恋こい人びとが出てきたのに。

カッツ：用がなくなったらポイですよ、ポイ（笑）。

ファム：えっ!?　そ、そうなんですか？

カミュラ：そんなことしません。ちゃんとプリプレイの時にフェイトを１点使って、《ファミリア》を使えるようにしておきますから。

ファム：さすがです！　カミュラ先輩っ!!

ＧＭ：それで何にクラスチェンジするんですか？

カミュラ：ダンサーです。

カッツ：ダ、ダンサーっ!?

カミュラ：歌って踊おどれるアコライトを目指します。防具もダルマティカからフェザーアーマーに替えて、身軽になりましたよ（笑）。

ＧＭ：しかし、まさかダンサーになるとは……。アコライトのスキルを強化するために、セージになるとかなら分かるんですが。

カミュラ：ほら、記き憶おくも取り戻もどしたし、気分を変えたくなったんですよ（笑）。





（※）《ガーディアン》　サモナーのスキル。あらゆるダメージを０にする。






●カッツのレベルアップ

カッツ：では、最後は私だな。伸ばした基き本ほん能力値は【器用】【敏捷】【感知】。私もクラスチェンジを考えたんだが、やっぱり《ヴァイタルフォース》が５レベルにならないとちょっと厳きびしいので諦あきらめた。

ＧＭ：では、そのままシーフ／モンクということで？

カッツ：ああ。計画どおり《ヴァイタルフォース》を３レベルにして、さらに《インデュア》（※）を取得。これで《カバーリング》要よう員いんとしては完かん璧ぺきだな。

ＧＭ：ますますカッツの壁かべが厚あつくなっていく……。

カッツ：あと格かく闘とうのダメージを上げるために茶帯を買った。これで基本の攻撃力はヴァリアス以上になったぞ。

ヴァリアス：げ、げげーっ！　な、なんてことを。オレの存そん在ざい意い義ぎがぁ～（笑）。

ＧＭ：でも《バッシュ》や《ボルテクスアタック》があるから、最終的にはヴァリアスの方が上になりますけどね。

カッツ：まぁ、攻撃がメインの役やく割わりじゃないし。保ほ険けんみたいなものということで。

ヴァリアス：そ、そうですよね。まったく危あぶないところだったぜ、ふぅ～（一同笑）。

ＧＭ：というところで、六回目のセッションを開始しましょう。





（※）《インデュア》　モンクのスキル。バッドステータスを打ち消すことができる。









オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆少女の影かげ




　古びた建物の室内。辺りには瓦が礫れきが散らばり、祀まつってある神しん像ぞうも倒たおれている。

　動く影はふたつ。血のように紅あかい甲かつ冑ちゆう、そして十四、五歳さいの少女……。




ＧＭ：最初のオープニングはマスターシーンからです。時間的には、あなたたちがハーネス村を訪おとずれる少し前。辺りの様子からするとハーネス村にあった神しん殿でんの中のようです。深しん紅くの甲冑に身を包んだ人物と少女のふたりが向かい合って、何やら話をしています。

ヴァリアス：深紅の甲冑ってことは、スカディのあの女じよ性せいだな。えーっと……。

ファム：（メモを見ながら）オフェリア・ルクスですね。

カッツ：とすると少女というのは……。

カミュラ：その少女は？

ヴァリアス：その少女は……。

カミュラ：カッツさんね（笑）。

ヴァリアス：なんだってっ！　カッツに女性という設せつ定ていが追加されたぜい（笑）。

カッツ：バ、バレましたわ（一同笑）。

ファム：ほんとにカッツさんなんですかっ!?

ＧＭ：そんなことあるわけないです！（笑）で、シーンの続きですが、その甲冑の女性は少女に黄金色の鍵かぎを差し出します。

ファム：ラリエットさんが、カッツさんに渡わたした鍵ですか？

カッツ：まぁ、そうだろうな。

ＧＭ：そして、その甲冑の女性は、その少女に告げます。「これが封ふう印いんされていた部屋の鍵だ。場所は分かるな。貴き様さまの望む物はそこにある」少女は、何も言わずに扉とびらの方に視し線せんを動かします。

ヴァリアス：オレたちが家や捜さがしした部屋だな。

ＧＭ：そうです。邪神の神像とかがあった部屋ですね。そして、さらに女性は続けます。「だが、いくらその力を弱められているとはいえ、その物を守っているガーディアンを倒すことは貴様ひとりではおそらくムリだろうな」

カッツ：あの三体のドラゴンのことか。

ヴァリアス：しかし、ずいぶんと偉えらそうだな。

ＧＭ：ですから、もちろんその少女は甲冑の人物に言い返そうとするんですが、それを押おし止とどめるように言葉を続けます。「案ずるな。近々、ここを冒ぼう険けん者しやたちが訪れる。彼らに手伝わせるのがよいだろう。幸いなことにその中に竜りゆうの血を引いた者、そしてあの女もいる。そして何より、貴様のその姿すがたを有ゆう効こうに活用できる機会だ」

ヴァリアス：竜の血を引いた者？

カミュラ：あの女？

ファム：それに、その姿を有効に活用できるって……、カッツさんのこと？

ＧＭ：それはシナリオの進行をお楽しみにということで（笑）。

ヴァリアス：コンフリクトとか言ってるからなぁ、いろいろと企たくらんでるのは間ま違ちがいないだろうからな。

ＧＭ：で、その少女は大きく頷うなずくと鍵を受け取ります。




「私は別にすることがある。協力できるのはここまでだ。あとは自由にするがよい」

　甲冑の女性はそれだけ告げると、その場から消えた。

　残された少女も渡された鍵を握にぎりしめると、神殿を出て行った。

　そして再ふたたび静せい寂じやくが辺りを支し配はいする。

　次に訪れる者たちを迎むかえるために。







◆オープニング 02◆再さい会かい、祖そ母ぼと孫




　ファムの孫……の可か能のう性せいを持つ存そん在ざいであるプリシア。

　そのプリシアが再び、ファムの目の前にいる。




ＧＭ：では、まず最初はファムのオープニングシーン。前回のエンディングの続きからということになって、場所は寮りようの自分の部屋。プリシアが「大変でーす、大変でーす」と言っているところからです。

ファム：どうした、孫？（一同笑）




　ま、孫って、どんな呼よび方ですか。




ＧＭ／プリシア：そ、そんな言い方しなくてもいいじゃないですかっ！　まぁ、そりゃ孫は孫ですけど……。

ファム：じゃあ、どうしたのプリシア？

ＧＭ／プリシア：「み、未来にまた大きな揺ゆらぎが発生しているんです。ほら、ペンダントが曇くもりはじめています」と、ここまでは前回のエンディングでやった話です。

ファム：曇りはじめているわけですね。ということは？

ＧＭ：このままだと、また魔ま族ぞく化の可能性があります。

ファム：がーん（笑）。
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カッツ：ウェルカム・トゥ・魔族（一同笑）。

ＧＭ／プリシア：ですから、何とかしてその原げん因いんを探さがさないとっ！

ファム：原因を探すっていってもどうしたら……。カミュラさんはここにいるんですか？

ＧＭ：いえ、今ここにはいません。

ファム：じゃあ、とりあえずヴァリアスさんのところに駆かけて行ってもいいですか？

カミュラ：早いよ、展てん開かいが（笑）。

ファム：助けてくださいっ！（一同笑）

ヴァリアス：一体何を？　何から？（笑）

ＧＭ／プリシア：落ち着いてくださいっ！　原因は分からないんですが、カッツさんのこのあとの行動に理由があることまでは分かっているんですから。

ファム：分かりましたっ！　ダッシュでカッツさんのところに駆けていきますっ！

ヴァリアス：早っ！







◆オープニング 03◆再会、母と息子むすこ




〝屠と竜りゆう剣けん〟アスカロン。

〝銀の〟ふたつ名を持つ吟ぎん遊ゆう詩人にして、古代竜の一体であるケセドは、重々しくヴァリアスにその名を告げた。




ＧＭ：次はヴァリアスのオープニング。こちらも前回の続きになります。ケセドから、〝屠竜剣〟アスカロンについて聞いたところですね。

ヴァリアス：なんだ、その武ぶ器きは？

ＧＭ／ケセド：その名のとおり、竜を倒たおすための武器だ。〝古いにしえの民たみ〟エルダたちが古代竜の牙きばから作り、〝風の時代〟の邪じや神しんの眷けん属ぞくたちに使われたもの、それがアスカロン。

ヴァリアス：どんな効こう果かがあるんだ？

ＧＭ／ケセド：竜、そして竜の血に連なるものの持つ、いかなる守りも無効にし、多大なダメージを与あたえることができる。

カッツ：つまり防ぼう御ぎよ力りよくを無む視しするということか。

ＧＭ／ケセド：ちなみに多大なダメージというのは、与えたダメージ＋使用者のキャラクターレベル×10点だ。あと、ダメージを軽けい減げんしたり、変へん更こうしたりするスキルも無効だ（一同笑）。

ヴァリアス：何メタなこと言ってるんだよっ！

ＧＭ／ケセド：「つれないのぉ。親の言うことはきちんと聞くものだぞ」寂さびしそうにケセドは呟つぶやきます。

ヴァリアス：まったく。そこまで言うなら、もっとマトモなことを言ってくれっ！

ＧＭ／ケセド：だから、忠ちゆう告こくしに来たんだが……。しかし、おかしいのぉ。何者かに持ち出されても大だい丈じよう夫ぶなように、アレにはガーディアンをつけておいたんだが。

ヴァリアス：えっ!?　ガーディアンってドラゴンの形をした？　三体いる？

ＧＭ／ケセド：「よく知っておるな。弱体化されていたとしても、そうそう簡かん単たんに倒されるとは思えないんだが……」不思議そうな表ひよう情じようで、ヴァリアスを見ます（笑）。

ヴァリアス：もしかして、最後の封ふう印いん解といたのって……。

ファム：あたしたち……ですね（笑）。

ＧＭ／ケセド：それよりもその娘むすめ──ラリエットといったか、彼女の動向には注意を払はらった方がよかろう。そもそも、アスカロンのことを知っていること自体が怪あやしい。ヴァリアス、気をつけるのだぞ。




　ケセドは念を押すように、再び息子に忠告した。







◆オープニング 04◆回想、そしてマクール祭




　戦いである以上、そこには勝者と敗者しかない。

　天の利、地の利、人の利、そして時の利。

　勝者と敗者の差は、これら四つの利をどこまで味方につけられたかの違いである。

　そして、この戦いにおいてもそれは変わりがない。




ＧＭ：次はカミュラのシーンです。場所はハーネス村。カミュラたちの目の前には、すでに敗北を悟さとった男がひとり。その男の名はアナクアル・バナト、ハーネス村で狼ろう藉ぜきを働いた邪じや神しんの神官です。

カミュラ：喰くらえっ！　じゃしーん!!（一同笑）




　じゃしーん？




ＧＭ：カミュラ自身がとどめを刺さすんですか？

カミュラ：え？　（地面を突つき刺すポーズで）じゃ、杖つえでちょんちょんと。

カッツ：やっぱり、とどめを刺すんじゃないかっ！（笑）

カミュラ：あはははは（笑）。

ＧＭ：じゃあ、こうしましょうか。カミュラはパーティのリーダーということで、仲間のウォーリアがアナクアルの喉のど元もとに剣を突きつけているとか。

カミュラ：そうですね。それをうしろから見ていて、最さい期ごに何か言うことはありますか？　とか訊きくのはどうでしょう。

ＧＭ：すると、アナクアルはそんなカミュラの態たい度どをあざ笑うかのように言い捨すてます。「これで終わりだと思うなよ。必ず貴き様さまらに復ふく讐しゆうしてやる。何年、何十年掛かかろうとなっ！」

カミュラ：言いたいことはそれだけですか……。

ＧＭ：そして、アナクアルは倒たおされました。とゆーところで、回想は終わります。場所は現げん代だいに戻もどって、学長室です。「カミュラさん、聞いていますか？」というエルヴィラ学長の声で、カミュラは我われに返ります。

カミュラ：え？　ちょっとぼっとしていたようです。

ＧＭ／エルヴィラ：「もうすぐマクール祭が近づいているというのに大だい丈じよう夫ぶですか？」エルヴィラが心配そうに尋たずねてきます。ちなみに、他の寮りようのプリフェクトも全員ここにいます。

ヴァリアス：ということはイエミツも？（笑）
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ＧＭ：え？　もちろんいますね。ぼっとしているカミュラが学長に怒おこられているのを見て、ちょっとにんまりしています（笑）。

カミュラ：イエミツにだけは負けられませんね。

ＧＭ／エルヴィラ：では、皆みなさん。マクール祭の準じゆん備びはお願いしますね。

カミュラ：そしてイエミツが、お互たがいにがんばりましょうね、とか言ってくるわけですね。

ＧＭ：そんな感じです。

カミュラ：もちろんですわ。正々堂々と戦いましょうね、と握あく手しゆを求めながら、わたしは手にカミソリの刃はをこう隠して……。

ファム：そ、それはあぶないですよっ！

カミュラ：そうだ、画が鋲びようも入れておきましょう。

ファム：画鋲もですかっ！

カミュラ：まぁ、それをやるのはカッツなんですけどね（一同笑）。

カッツ：そんなこと、やらねーよ（笑）。

ＧＭ：という感じでカミュラのシーンは終わりです。

カミュラ：たぶんですね、今のはイエミツを出すためにあったオープニングなんですよ。

ＧＭ：え？　いや、イエミツは出てくる予定なかったんですけど（笑）。

ヴァリアス：じゃあ、ラスボスはイエミツ（笑）。







◆オープニング 05◆再さい会かい、兄と妹




　ひととおりラリエットに学園内を案内したカッツは、最後に庭園へと向かった。

　最初は嬉うれしそうにしていたラリエットだが、途と中ちゆうから何やら物思いに耽ふけったり、何か言いそうになりながらもそれを止めるという動作を繰くり返していたからだ。

　今の時間なら人は多くないはずだ。

　ラリエットから話を聞くにはちょうどいい。




ＧＭ：では、カッツのオープニングにいきましょう。ラリエットから重大な告白があります。カミュラ（ラリエットになって）：おにいちゃん、おにいちゃん。

カッツ：ＧＭ、隣となりに変な女がいます（笑）。

カミュラ（ラリエットになって）：おにいちゃん、おにいちゃん（笑）。

ヴァリアス：なんで壊こわれた人形のように、同じことしか言わないんですか？

カミュラ（ラリエットになって）：おにいちゃん、おなかすいた（一同笑）。

カッツ：分かった。（ヴァリアスの方を見ながら）いい物を食べさせてあげよう。

ヴァリアス：な、なんでこっちを見るんですかっ！

カッツ：そういえば、ドラゴンステーキは旨うまいらしいな（一同笑）。

ヴァリアス：げぇーっ！

ＧＭ：いや、まぁ、似にたような話ではあるんですけど（笑）。

カッツ：なんだ、お兄ちゃんに言ってみろ。

カミュラ（ラリエットになって）：おなかすいた（一同笑）。




　完全に壊れています。




カッツ：もう、それはいんだよっ！　で、なんだい？

ＧＭ／ラリエット：「せっかく逢あえたのに、もうすぐお別れなんだなって……」寂しそうに俯うつむいています。

カッツ：またどこかに行くのか？

ＧＭ／ラリエット：「私の命、もう長くないの。ハーネス村から連れ去られた時に呪のろいを掛かけられて、十四歳の誕たん生じよう日びには死んじゃうんだって」そう言いながら、カッツに笑え顔がおを見せます。ものすごく寂しそうな笑顔です。

カッツ：うぉっ！　だめだ、こういうの弱いんだよ（笑）。ところでラリエットの誕生日っていつなんだ？

ＧＭ：八月一日、マクール祭の翌よく日じつです。

カッツ：なんてことだ。もう時間がないということか。分かっているが、とりあえず訊きいておこう。助かる方法はないのか？

ＧＭ／ラリエット：ひとつだけあるの。ハーネス村の神しん殿でんから持ってきた武ぶ器きがあったでしょ？　あの武器──アスカロンっていうんだけど──で、ドラゴンかドラゴンの血に連なる者の心しん臓ぞうを貫つらぬくことでアスカロンの力が解放されて、呪いが解けるって神殿の神官長さんが……。

カッツ：（ヴァリアスの方を見ながら）ドラゴンか……。

ヴァリアス：だから、なんでこっちを見るんですかっ！

ＧＭ／ラリエット：でも、ドラゴンなんてそうそういるものじゃないし。でも、諦あきらめられなくて……。

カッツ：分かった。すべてお兄ちゃんに任まかせてくれ。久ひさしぶりに逢うことができたんだ。私がなんとかしよう。いやいやいや、私は運がいい（一同笑）。

ＧＭ／ラリエット：「えっ、心当たりがあるの？」驚おどろいたように思わず声を上げます。

カッツ：なくもない……が、少し考えさせてくれ。

ＧＭ：と言った時に、ファムが現あらわれるという感じで。

ファム：はいっ！　カッツさん、カッツさんっ！

カッツ：どうした？

ファム：カッツさんが、カッツさんが大変なんです（一同笑）。

ヴァリアス：それじゃ、分からないって（笑）。

ファム：え？　えっと、ペンダントがカッツさんのせいで曇くもってきたんです。

カッツ：私のせいか、それ？

ＧＭ：するとファムのうしろに、カッツをじっと睨にらんでいる顔がひとつ。

カッツ：おっ、プリシア？　久しぶりじゃないか。

ＧＭ／プリシア：「あたしは騙だまされませんからね。これからカッツさんは、悪い人になるんですからっ！」カッツをビシッと、指さすプリシア。

カッツ：なるほど、そういう考え方もあるな。いや、待てよ。ラリエットのことをカミュラに相談はできないし、ヴァリアスにももちろん相談できないとすると……。

ファム：ヴァリアスさんはともかく、なんでカミュラさんに相談できないんですか？

カッツ：いや、前回の話のエンディングと今回のオープニングから判はん断だんするにだな。ラリエットを攫さらって、呪いを掛けたのはカミュラということになるかと。

カミュラ：あら？　本当ですね。もうバレちゃったんですか（一同笑）。

カッツ：本当に呪いを掛けたのかよっ！




　もちろんそんなことはありません。




ＧＭ：前回のシナリオで、ハーネス村の昔の出来事をカッツに言わなかったですからね。

カミュラ：なるほどね。

カッツ：まぁ、そんなわけで、そうするとファムくらいにしか相談できないかなと。ふむ、分かった。ペンダントのことは少しずつ解き明かしていこうじゃないか。

ファム：はいっ！

カッツ：どうしてもダメだという時は……すまん、あきらめよう（一同笑）。

ファム：……カッツさん、やっぱりなんかおかしいですよ。なんか隠かくしてません？

カッツ：いや、隠してなんかいないぞ。だが、何かあった時は真っ先にファムに相談することにするよ。

ファム：ありがとうございますっ！

カミュラ：この展てん開かいだと、ラスボスはきっとカッツね（笑）。

カッツ：そんなわけあるか！




　もちろんありません。たぶん……。




カッツ：つまり、カミュラを疑い、妹を助けるためにはヴァリアスを殺さなければいけない、という前提からシナリオがスタートするということだな。

ＧＭ：そのとおりです。だから、カッツの動きによって結末が変化するというわけです。もちろん、他のプレイヤーの協力も重要ですよ。

カミュラ：この事件を仕組んだ犯人を捜すとかですね。

カッツ：確かにこの前提だと、私がいろいろと調べる余裕はなさそうだからな。ヴァリアスを殺すかどうかはおいとくとして……。

ヴァリアス：おいとかれたーっ！（一同笑）。

ファム：大丈夫ですよ。カッツさんがそんなことするわけないじゃないですか。

カッツ：だといいがな（笑）。

ヴァリアス：げぇーっ！

カッツ：まぁ、冗談はさておき、話の流れからすると、ラリエットを救うために私はアスカロンを手に入れないといけないからな。

ファム：とすると、その間にあたしたちがいろいろと調べて、カッツさんを説得すればいいんですね。

ＧＭ：そういうことです。

ファム：んー、けっこう難しいですね。

ＧＭ：ＰＣ同士は対立するような前提になっていますが、プレイヤーはそれが間違っているということを知っていますからね。

カッツ：いわゆるメタ構造というやつだな。

ＧＭ：それと、これはＰＣの知識として知っている情報ですが、オルランド寮ではマクール祭の後夜祭として、闘技場を使った模擬戦を行なうことが慣習になっています。

ファム：つまり、ヴァリアスさんとカッツさんが対立したままだと、そこで決闘になってしまうということですね。

カッツ：まぁ、私の《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》が二発当たれば、ヴァリアスは倒れるからな。




　だから、なぜそこでヴァリアスを倒す計算をするんですかっ!?




ヴァリアス：げーっ！　カッツ先輩はやる気だっ!!（笑）

ＧＭ：まぁ、それは皆さんの行動次第ということで。

カミュラ：さようなら、ヴァリアスさん（笑）。

ヴァリアス：あのー、カミュラ先輩の目がマジなんですけど……。

ファム：大丈夫です！　あたしと一緒にがんばりましょうっ!!

ヴァリアス：お、おうっ！







ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆決起会にて




　マクール祭。

　それは一年の最後のイベントである。

　日ひ頃ごろ学んだ冒ぼう険けん者しやとしての力量を測り、そして各寮の結束を高めるために行なわれるエルクレスト・カレッジ最大のイベントといえるだろう。




ＧＭ：それでは、ここからミドルフェイズになります。時間的にはハーネス村から帰ってきてから……。

カミュラ：一年後（一同笑）。

カッツ：なんでっ!?　妹死んでいるよ、それ!!

ファム：間ま違ちがいなく死んでますね。

ヴァリアス：まさか、一年経たって、一年ぶりかと言いながら学園の門を再ふたたびくぐるとか。

カミュラ：エンディングに向けて、あんなことがあったなぁとか回想していたり（笑）。

ＧＭ：あのー、まだミドルフェイズが始まったばかりなんですけど（笑）。

カミュラ：仕方ないですね。では、一週間後にしましょう。

カッツ：当たり前だっ！

ＧＭ：では、翌よく日じつがマクール祭の前夜祭です。前夜祭といっても、それぞれの寮で決起会みたいのが行なわれるくらいですけど。

ファム：決起会？　がんばるぞー、とか。

カミュラ：えい、えい、おーっ！　みたいな？

ＧＭ：そうそう。

カッツ：オルランド寮の諸しよ君くん。今回もカミュラ様に栄えい誉よをもたらすために孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていただきたい。

ヴァリアス：孤軍？　味方いないのかっ！（一同笑）

カッツ：ほんとだーっ！（笑）

ファム：そんなことよりも、打だ倒とうイエミツですよっ！

カッツ：おー、そうだそうだ。間違ってもシェフィールド寮には負けないように（笑）。

ＧＭ：まぁ、そんな感じで決起会が行なわれています。で、それが終わりになるとラリエットがカミュラの許もとへとやってきます。

カミュラ：ラリエットさんが？

ＧＭ／ラリエット：はい。で、カミュラにお願いしてきます。「あのー、お兄ちゃんが体調悪いみたいなので、明日の競きよう技ぎに出ないようにすることはできませんか？」

カッツ：そうか。マクール祭をやっている間は、学園の警けい備びは手て薄うすになるのか……。それはいいアイデアだ。いいぞ、妹よ。

カミュラ：ムリです（一同笑）。

カッツ：即そく答とうかよっ！　いや、まぁ私がいないと優ゆう勝しようするのは難むずかしいだろうがな。

ファム：難しいんですか？

カッツ：去年もその前の年も、私のおかげでオルランド寮が優勝したのだよ。




　いつの間にそんな設定が。




カミュラ：そうなんですか？

カッツ：そうなんだよ。だが、私はちょっと体調が……。

カミュラ：（即そく座ざに）どちらが悪いんですか？　頭ですか？（一同笑）

カッツ：なんでそう、しれっと[image: ]秒でそんなリアクションできるんだよっ！

カミュラ：え？　できませんか？

カッツ：できないって、普通。ところで、ＧＭ。競技の内ない容ようってどうなっているんだ？

ＧＭ：そうですね。では、マクール祭の競技について説明しましょう。




①ピックアップされる競技は四つ




ＧＭ：もちろん他にもたくさん競技はあるんですが、シーンとして演えん出しゆつするのは四つだけになります。で、必ずひとりひとつは参加するようにしてください。

ファム：どんな競技があるんですか？

ＧＭ：それはこちらをご覧ください（テーブルの上に、一枚の紙を置く）。

カミュラ：なんですか、これ？

ＧＭ：競技の内容です。まぁ、プログラムみたいなものだと思っていただければ。

カッツ：今回もこんなものを用意していたのか（笑）。

ＧＭ：はい（笑）。で、ひとつ目は、学内障しよう害がい物ぶつ競争。いろんなところにトラップが配置されているので、それを解かい除じよしながらゴールを目指すというものです。冒険者のもっとも基き本ほんとなるダンジョン探たん索さくの技ぎ術じゆつが必要となる競技です。名づけて〝トラップ・ストリート〟。

カミュラ：カッツさん、がんばってくださいね。

カッツ：私なのか？　いや、まぁ、シーフだから適任といえば適任か。

ＧＭ：ふたつ目は、ゴーレムバトル。

カミュラ：ゴーレムと戦うんですか？

ＧＭ：いえ、ランダムで選んだゴーレムを操あやつって戦うという競技です。

カミュラ：自分で戦うんじゃないんだ。

ＧＭ：そうです。ゴーレム同士で戦います。運と戦術が重要になります。名づけて〝ゴーレム・ファイト〟。そして次は水泳。

ヴァリアス：普ふ通つうだ。サメとかピラニアが泳いでいるんだ、きっと。

ＧＭ：そういうんじゃなくて、自分をスキルやアイテムで強化して、先にゴールしたら勝ちとなる〝フラッシュ・スイミング〟。そして最後は、どのような方法でも構かまわないから早く巨きよ大だいな石像を破は壊かいした者が勝ちという〝スピード・バースト〟です。




②競技の次のシーンには調ちよう査さなどを行なうことができる




ＧＭ：誰だれかが競技に出ている間、その他の人は次のシーンに一回だけ調査や潜せん入にゆうといったことができます。たとえば、カッツならアスカロンの在あり処かを探さがすとか、盗ぬすみ出すとかできるわけです。

カッツ：ずいぶんと具体的な例をありがとう（笑）。

ＧＭ：もちろんカッツ以外の人も行動できますので、ここで情じよう報ほう収しゆう集しゆうなどをしてください。




③情報の共有は調査終しゆう了りよう後




ＧＭ：そして最後に調査の結果をお互たがいに知らせるというタイミングがあります。ただし、ここに登場するかどうか、プレイヤーの任にん意いとします。今回のシナリオでは、カッツは他のＰＣと一いつ緒しよに行動することを避さけたいだろうし。

カッツ：確たしかにな。

ＧＭ：もし、カッツが誰かに協力を依い頼らいしたり、話をしたいと思った場合は、ここで行なってください。

カッツ：了りよう解かいした。

ＧＭ：それから情報の共有は調査終了後になりますから、他ほかの人の調査の結果をふまえて何かを調べるというようなことはできないので気をつけてください。

ヴァリアス：つまり、調査する時はあらかじめ誰が何を調べるかを決めておく必要があるということだな。

ＧＭ：そういうことです。それでは、次のシーンから競技がスタートになります！







◆ミドル 02◆トラップ・ストリート！




　さまざまな障しよう害がいを乗り越こえ、

　もっとも早くゴールへと辿たどり着いた者が勝者となる。

　それはまさに、ダンジョンを踏とう破はする行こう為いと言っても過言ではないだろう。

　それが、トラップ・ストリート！




ＧＭ：最初の競技は、トラップを抜ぬけながらゴールを目指す〝トラップ・ストリート〟からです。賞品は〝ＥＸＨＰポーション〟です。

ファム：ＥＸＨＰポーション？

カッツ：これはなかなかいいぞ。【ＨＰ】を６Ｄ回かい復ふくするというアイテムだ。ちなみに値ね段だんは一〇〇〇〇Ｇ。

カミュラ：へぇー、高ーい！

ファム：ということは売っても五〇〇〇Ｇということですね。これは確かく実じつに欲ほしいですね。

カミュラ：カッツさん、任まかせましたよ。

カッツ：分かりました。去年までチームを優勝に導みちびいたこの私の力をお見せしましょう。




　あのー、妹のことはどうなったんですか？（笑）




ファム：いつのまにか、ちゃんと競きよう技ぎに出ることになってますね。

カミュラ：そういえば……。

カッツ：はっ！　しまった。ついアイテムにつられてしまった（一同笑）。でも、ほら、必ず一種目は出ないといけないわけだし。最初に済すませておこうと思ったんだよ。

ヴァリアス：じゃあ、そういうことにしておきますか（笑）。

カッツ：いや、よく考えよう。競技は全部で四つなんだよな。まず、場所を探さがして、次に侵しん入にゆうするから二回でアスカロンを手に入れることができるはずなんだよな。競技に出ても一回分予よ備びがあるから……まぁ、大だい丈じよう夫ぶか。いざとなればフェイトを使えばいいし。

ＧＭ：では、一いち応おうこの競技のルールを説明しますので、それを聞いて問題なければ出場者はカッツということでＯＫですね。

カッツ：もちろんだ。

ＧＭ：この競技は三ヶ所のチェックポイントを素す早ばやくトラップ解かい除じよして進むというものです。それでこの競技にかかわらず、ライバルとなるＮＰＣが必ずひとりは登場しますので、そのＮＰＣと一位と二位とを競ってもらいます。ちなみに得点は全種目同じで、一位は十点、二位には五点が加算され、さらに別の寮りようひとつに三点が加算されることになります。

ヴァリアス：でもそれじゃ四つの競技で必ず一位か二位になるんだから、オルランド寮がかなり有利にならないか？

ＧＭ：はい。ですから、この四つの競技以外にも競技が行なわれていたとして、参加してもらう競技とは別に四回分の競技の点数をランダムで入れるようにします。

カミュラ：つまりわたしたちが参加する競技は全部一位を取らないと、優ゆう勝しようできるかどうか難むずかしくなるというわけですね。

ＧＭ：そういうことです。それでは競技を開始しましょ！　今回のライバル寮は……（コロコロ）ブルギニオン寮のアーバレストですね。

カッツ：また某ぼうゲームの武ぶ器きかよっ！（笑）。

ＧＭ：ほらシーフだから弓ということで（笑）。で、ＰＣ、ライバルの順で判はん定ていを行なって、最終的に判はん定ていが少なかった方が優勝とします。では、よーい、スタート！

カミュラ：（カッツに指を向けて）パン！　パーンッ！（一同笑）

カッツ：ドサッ！

ヴァリアス：ばかなー！　カッツ先せん輩ぱいがいきなり倒たおれたっ！

ファム：き、危き険けんな競技ですね（笑）。




　そんなことはありません。




ＧＭ：さて、第一チェックポイントには小箱がおかれています。

カッツ：これって、トラップ探たん知ちの判定も一回って数える？

ＧＭ：もちろん。トラップ探知で行動一回、トラップ解除で行動一回、小箱を開けるで行動一回となります。

カッツ：しかし、トラップ探知をしないとトラップ解除はできないしな……。

カミュラ：いい方法がありますよ。

カッツ：どんな？

カミュラ：問答無用で開ける（一同笑）。

カッツ：何をバカな……なるほど、その手があったか。この有り余あまる【ＨＰ】を利用しない手はないな。よし、ここはトラップ探知をしないで箱を開けよう。ふーんっ！

ＧＭ：鍵かぎが掛かかっていますが（一同笑）。

カッツ：なんだって!?　そういうことは先に言ってくれたまえ（笑）。じゃあ、まずは鍵の解除からなんだが、実は《リムーヴトラップ》（※）を取っていないので、５＋２Ｄなんだよな。

ヴァリアス：えっ!?

カッツ：いや、ほら。シーフとしてよりも、モンクとして行動する方が多かったから……（コロコロ）12だ。

ＧＭ：解除失敗。

カッツ：なんとっ！




　カッツが横を見ると隣となりのブルギニオン寮の学生が、トラップ探知に成功しているようだ。

　しかし、ここで再さい度どトラップ探知をしているようでは、差をつけられてしまう。




カッツ：フェイトを１点使って、もう一度鍵を開ける！　……（コロコロ）。

カミュラ：うわ───っ！　何それ────（笑）。

ファム：１、１、６ですから、８ですね。

カッツ：えーっと、13なんだが……。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。鍵が開きました。で、こちらのＮＰＣは……（コロコロ）お？　トラップ解除失敗。さらに【幸運】判定も失敗？　ド────ン！

カッツ：何のためにトラップ探知したのやら（笑）。次はこっちの番だな。小箱を開ける。

ＧＭ：エクスプロージョン（※）のトラップが作動！【幸運】判定をどうぞ。

カッツ：３＋２Ｄで……（コロコロ）12！　避よけたか？

ＧＭ：小箱を開けた瞬しゆん間かん、爆ばく風ふうがカッツの顔をかすめていきます。運よく助かったようです。




　この結果、カッツの方が一回少ない判定で第一チェックポイントを通つう過か。

　第二チェックポイントのニセ回かい復ふくの泉いずみ（※）は、両者ともに看かん破ぱしてなんなく突とつ破ぱ。

　そして、第三チェックポイント。




ＧＭ：これが最後のチェックポイントになります。ゴール直前の狭せまい通路です。

カッツ：しぱーん、しぱーんと走り抜ぬける！

ＧＭ：では、危き険けん感知をしてください。

カッツ：危険感知は苦手なんだよ……（コロコロ）４＋９で13。

ＧＭ：金かな縛しばりの間（※）というトラップが作動！　ピッキーンと身体からだが金縛りにあったかのように動くことができなくなります。つまり、封ふう鎖さされた状じよう態たいです。難なん易い度ど19の【行動値ち】判はん定ていに成功すると抜け出すことができます。

カッツ：なにっ！　19だって!?

ヴァリアス：そりゃ、カッツ先輩くらいしかまともに出せないな。

ファム：がんばってくださいっ！

ＧＭ：そしてうしろからカッツを追いかけてきたＮＰＣが……（コロコロ）18！　よし、危険感知成功！　トラップの作動させる仕し掛かけを華か麗れいな動きで避けます。

ファム：わぁーっ！

カミュラ：すごーい！

ヴァリアス：すごい、すごいっ！

ＧＭ：ここでカッツに追いつきました。トラップに引っかかっているカッツを横目で見て、鼻で笑って脇わきを抜けていこうとしています。

カッツ：ということは、ここで19を出せば突破してＯＫということか？

ＧＭ：ＰＣの方が先に判定をしていますから、離り脱だつに成功すればカッツの勝ちということになります。

カミュラ：大丈夫、出せますよ。

ヴァリアス：逆ぎやくに失敗すると、負けが確かく定ていすると（笑）。

カッツ：２Ｄで８以上か。フェイトを１点使えばほぼ確実に出ると思うんだが……。

カミュラ：それはどうでしょう（笑）。さっきだってフェイトを使って……。

ヴァリアス：ギリギリだったからな。

カッツ：つまりな。このフェイト１点がＥＸＨＰポーション１本相当ということだ（笑）。むっ！　今私の頭の中に４と６という数字が見えたっ！（一同笑）

カミュラ：わたしには１と３が見えてますけど（笑）。

カッツ：そんなこと言うなっ！　とりゃー！（コロコロ）７！　失敗っ!!（一同笑）

ファム：おしい～っ！　でも、なんとなくそんな気がしてました（笑）。

カッツ：ここで諸しよ君くんらにちょっと相談がある。フェイトを使った方がいいかな？（一同笑）

カミュラ：振ふり直しするんですか？

ヴァリアス：難しいところかな。ＥＸＨＰポーションは確かに欲しいけど……。

ファム：でも、ここまでくると絶ぜつ対たいにゲットして欲ほしいですねー。

カッツ：むっ！　そこまで言われては意地を見せねばなっ！

ヴァリアス：ほら、妹さんも見てますよっ！

カッツ：ああ、がんばるっ！　このＥＸＨＰポーションがあれば、妹が助かるかもしれない……たぁ!!（コロコロ）

ファム：あはははははっ！（笑）

カッツ：６！　下がった～っ！




　金縛りにかかっているカッツの横を、スタスタとブルギニオン寮のアーバレストが走り抜けていく。カッツはただそれを見送ることしかできなかった。




ファム：あぁ～。

カッツ：フェイト３点も使っちまった……。

カミュラ：……バカ（笑）。





第一競きよう技ぎ〝トラップ・ストリート〟の結果発表

　　第一位：ブルギニオン寮りよう

　　第二位：オルランド寮

　　第三位：ルキアノス寮






　ＥＸＨＰポーション、ゲットできず！





（※）《リムーヴトラップ》　シーフのスキル。トラップ解除の判定のダイスを増やす。

（※）エクスプロージョン　トリガー型のトラップ。特定の条件で爆発する爆弾。

（※）ニセ回復の泉　エンチャント型のトラップ。【ＨＰ】などを回復する回復の泉に似ているが真っ赤なニセモノ。逆にダメージを受けてしまう。

（※）金縛りの間　マイン型のトラップ。身体の動きを阻害する。









◆ミドル 03◆調査報ほう告こく　～アナクアル、ラリエット、そしてアスカロン～




　カッツが必死に競技に参加している頃ころ……。




ＧＭ：それでは残りの三人の番です。さて、何について調べますか？

カミュラ：そうですね。邪じや神しん官かんのアナクアルとラリエットさんかしら。

ヴァリアス：あとはアスカロンについてかな。アナクアルとラリエットは神殿だな。退治を依頼されたなら記録は残っているはずだし、冒険者のことも神殿で調べられるはずだ。

カミュラ：では、まず神殿でアナクアルについて訊きましょう。

ヴァリアス：ならば、ぜひここはカミュラさんに踊おどっていただきたい。踊りながら調べていただくと、判定のダイスが増ふえるのですよっ！（笑）




　カミュラがクラスチェンジしたダンサーの自動取得スキルは《ダンシングヒーロー》である。このスキルは１シナリオ中にクラスレベルと同じ回数だけ、判定のダイスを１個こ追加することができるというものなのだ。ちなみに踊る必要があるとはどこにも書かれていない。




カミュラ：戦せん闘とうのために取っておいた方がいいんじゃない？

ヴァリアス：でも、四回しか調査できないから。ここで失敗するとあとが辛つらくなるかもしれないという可か能のう性せいも……。そういうことなのでひとつ（笑）。

カミュラ：んー、分かりました。じゃあ、みんな見ておきなさい。これが情報収集の踊りよ！（一同笑）




　もう一度書いておきますが、別に踊る必要はありません。




ＧＭ：では【知力】判定をどうぞ。

カミュラ：じゃあ、四個振りますね……（コロコロ）６＋15で21です！

ヴァリアス：こ、これが踊りの力（一同笑）。

ＧＭ：それはもういいって（笑）。神しん殿でんの依頼所などに連れん絡らくを取ったりして、アナクアル・バナトについて調べると次のようなことが分かります。




アナクアル・バナト

　邪神ミーヴァルを信しん仰こうする神官。ハーネス村の人々を使って、自分が魔ま族ぞくになるための実験を繰くり返かえしていた。ハーネス村の村長からの依頼で退たい治じするも、ハーネス村は半焼。生き残った数人を救出するに留とどまる。




ＧＭ：助けられた人の名前の中には、ラリエットの名前もあります。

カミュラ：魔族になるための実験……。

ファム：やっぱりあたしと関係あるんですか？

カミュラ：次は邪神について調べればいいのかしら？

ヴァリアス：たぶん、そうかと。

ファム：次はあたしがラリエットさんについて調べますね。

ＧＭ：こちらも【知力】判定です。

ファム：分かりましたっ！（コロコロ）15です！

ＧＭ：それだとひとつしか情報は分かりませんね。

ファム：残念っ！

ＧＭ：さて、ファムが神殿から手に入れた情報では、ラリエットという冒険者は登録されていないということです。

ファム：えーっ!?　つまり、ラリエットさんは嘘うそをついているということですかっ!!

ＧＭ：まぁそうですね。『アリアンロッド』世界の冒険者って登とう録ろく制せいなんですよ。だから、神殿に登録されていない冒険者はいません。

ファム：非ひ公こう認にんでやってる人はいるんですか？

ＧＭ：それは一般的には冒険者とはいいません。傭よう兵へいとか、あとは何でも屋となりますね。

ファム：どういうことでしょう。手に入らなかった情報が気になりますっ！

ＧＭ：それは次の機会ということで。最後はヴァリアスです。

ヴァリアス：もちろんケセドにアスカロンについて訊きくぜ。ちょっと嫌いやだけど（一同笑）。

ＧＭ：ではケセドが見つかるかどうか【幸運】判定で。

ヴァリアス：こんな時くらい役に立てよっ、と……（コロコロ）11！

ＧＭ：すると、闘とう技ぎ場じようにいるラグルという老ドラゴンと茶飲み話をしているのを発見します。
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ファム：ラグルさんですか？

ＧＭ／ラグル：闘技場の主で、戦闘学の先生でもあります。欠点は話が長いこと（笑）。「おー、どうしたこんなところに」

ヴァリアス：いや、今日はあんたに用があるんじゃない。そこのそいつに話があるんだよ。

ＧＭ／ラグル：ほぉ～、古代竜をそいつ呼よばわりするとはな。まったく勇気があるというか、無む謀ぼうというか。

ヴァリアス：いいんだよ。そいつはオレの母親なんだから。

ＧＭ／ラグル：「ほぉ～、ケセド殿にご子息がおられたとは。長生きはするもんじゃ」ふたりを交こう互ごに眺ながめて驚いています。

ヴァリアス：そんなことよりも、そいつにちょっと訊きたいことがあるんだよ。

ＧＭ／ケセド：「なんだ、そんなに慌あわてて」そいつ呼ばわりされたのが気に入らないのか、ケセドはちょっとふてくされたように答えます。

ファム：あっ、ちょっとかわいいかも（笑）。

ヴァリアス：かわいくないっ！　そんなことよりも、アスカロンについて知りたい。ドラゴンキラーだってことは聞いた。だが、他にも秘ひ密みつがあるんじゃないのか？

ＧＭ／ケセド：すると、ケセドはため息をついて話しはじめます。「まぁ、お主もまったくの無関係というわけじゃないからな。確かにアスカロンにはもうひとつ能のう力りよくがあってな。どちらかといえばそちらの方が重要だ」

ヴァリアス：もうひとつの能力？

ＧＭ／ケセド：もちろんアスカロンは竜を倒たおすために作られた。だが、それと同時に〝混こん沌とん〟をこの世に現げん出しゆつさせる孔あなを開けるための道具でもあるのだよ。その代だい償しようとなるのは竜の命。

ヴァリアス：で、その〝混沌〟がこの世に出てきたらどうなるんだ？

ＧＭ／ケセド：さぁ、どうなることやら。神々が世界を創つくったり、エルダが邪神を創そう造ぞうするために使用したモノぞ。どのような儀ぎ式しきであろうと、その触しよく媒ばいとしてこれほど適てきした物はあるまい。

ヴァリアス：どうなるか分からないということは、今までにアスカロンが使われたことはないんだ。

ＧＭ／ケセド：「幸いなことにアスカロンが完成する前にその大半は破壊したし、残された物には封ふう印いんを施ほどこしてある……はずだったんだがの。まさか、再び見ることになるとは思わなんだ」苦い記き憶おくでもあるのか、ケセドは遠くを見つめるように吐と露ろします。

ヴァリアス：やっぱり呪のろいを解とくために必要なのか……？

ＧＭ：どうでしょう（笑）。カッツは今回は競技に出ていたので、行動はなしと。

カッツ：うむ。それと私は、さっきの競技で足に怪け我がをしたということで保ほ健けん室しつに向かって、ラリエットと共にそのまま姿すがたを消そう（笑）。

ヴァリアス：えっ！　そんなことしてどうするんですかっ！

ファム：いなくなっちゃうんですかっ!?

カッツ：いやいやいや、こうすればラリエットが単独で行動することはなくなるだろう。プレイヤーとしては、ラリエットをひとりにしたくない。ＰＣ的にはアスカロンを手にいれるためということになるがな。

ファム：な、なるほど～。

カミュラ：なかなか考えているじゃないですか。

カッツ：ということで、あとの調査はよろしく頼むぞ。







◆ミドル 04◆ゴーレム・ファイト！




　的てき確かくな指し示じ、適てき切せつな支し援えん、そして運。

　配下となるゴーレムを操あやつり、勝利をつかみ取れ！

　それが、〝ゴーレム・ファイト〟！




ＧＭ：では、次の競きよう技ぎです。先ほども言ったとおり、ゴーレムを操ってバトルするという競技です。ちなみに魔ま法ほうの支援もＯＫですが、自分の操るゴーレムにしか掛かけられません。

ファム：相手のゴーレムに掛けたらどうなるんですか？

ＧＭ：その場で即失しつ格かく。自動的に最下位になります。

ヴァリアス：うげっ！

ファム：相手に魔法を使ったら失格だと、あたしはダメですね。

カッツ：となると、カミュラの《ヒール》や《プロテクション》が有ゆう効こうということか。

ＧＭ：ですね。ただし、同じスキルは戦せん闘とう中に一度しか使えません。ちなみに対戦相手もその辺りのスキルを使ってきます。では、その対戦相手ですが……（コロコロ）ルキアノス寮りようのアコライトで名前は……（コロコロ）。

カッツ：いや、ちょっと待って。名前チャートもあるのか？

ＧＭ：名前チャートというか、この競技では対戦相手の持っているスキルのレベルとか種類も変化するのですよ。ダイス目は５なので、ユーゴさんですね。

ファム：どんなスキルを持っているんですか？

ＧＭ：ユーゴさんのスキルはまず《ヒール》。ただし、５＋２Ｄしか【ＨＰ】を回かい復ふくできませんが（笑）。

ヴァリアス：しょぼっ！

ＧＭ：しかし、なんと《ヘイスト》を３レベル持っています（一同笑）。

カッツ：《ヘイスト》かよっ！　なんだよ、その局地戦せん用ようなスキルの取り方は（笑）。

ＧＭ：物事はすべて先手必勝！　みたいな人なんですよ、きっと。そして、今回の賞品ですが〝生せい命めいの呪じゆ符ふ〟です。

ヴァリアス：生命の呪符か……。これも欲ほしいところだな。

ファム：どんな効こう果かがあるんですか？

ヴァリアス：戦闘不ふ能のうになっても、一度だけ復ふつ活かつできるアイテムだ。カッツ先輩に持ってもらうとかなり安心できるな。

カッツ：具体的に言うとだな、《カバーリング》が一回増ふえる（一同笑）。

カミュラ：それは必要ですね（笑）。ここはぜひ、勝たないと。

ファム：生命の呪符をゲットですよっ！

ＧＭ：では、使用するゴーレムを決めましょう。まずはカミュラからです。１Ｄ振ふって、ダイス目が大きければ大きいほど、強力なゴーレムを操ることができます。ダイス目はこんな感じです（チャートを見せる）。もちろん、フェイトを使ってもＯＫですよ。




　ちなみにチャートはこのとおり。




　　１～２：ウッドゴレーム

　　３～４：ブロンズゴーレム

　　５～６：アイアンゴーレム

　　７～８：スティールゴーレム

　　９～10：クリスタルゴーレム

　　11～12：ダイヤゴーレム

　　13～　：ミスリルゴーレム
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カッツ：それって、フェイト使えってことか？

ＧＭ：フェイトを使わなければ、ウッド、ブロンズ、アイアンのどれかになるだけです。対戦相手はフェイトを使わないので、戦うゴーレムはこのどれかになります。

カッツ：よし、フェイトを使うんだっ！

カミュラ：えー、もったいないですよ。

カッツ：だって、生命の呪符だよっ!?

カミュラ：それだったら《プロテクション》にフェイト使った方がいいですって。１Ｄでいきまーす！（コロコロ）６！

カッツ：……こういう人だよ、この人は（笑）。

ＧＭ：では、アイアンゴーレム、出しゆつ陣じん～っ！

カミュラ：ほーっほほほほほ（一同笑）。

ＧＭ：そして、対戦相手のゴーレムは……（コロコロ）４だから、ブロンズゴーレムです。

カッツ：勝ったな。

ＧＭ：いやいや、まだ分かりませんよ。先手取ってダメージさえ与あたえられれば……。まずはセットアッププロセスから。こちらは《ヘイスト》を使用します！




　アイアンゴーレムとブロンズゴーレムの【行動値ち】の差は１しかない。相手に３レベルの《ヘイスト》を使用されては、まず先手を取ることはできない。




ＧＭ：そして、こちらの最初の行動はもちろん《ブロンズビーム》！

カッツ：それは絶ぜつ対たいかわすんだ。ビームはゴーレムの最大の必ひつ殺さつ技わざだぞ。

ファム：カミュラさん、がんばってくださいっ！

ＧＭ：３＋２Ｄで……（コロコロ）12！

カミュラ：こちらの回かい避ひ判定が４＋２Ｄだから……８以上？

ファム：大だい丈じよう夫ぶ、出ますっ！




　だが、カミュラのアイアンゴーレムはこの攻こう撃げきの回避に失敗。




ＧＭ：〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージで14点っ!!

カミュラ：《プロテクション》を使いますっ！（コロコロ）６、10、15……。

カッツ：よしっ！　ブロンズゴーレムのビームを弾はじいた！

カミュラ：では、反撃でこちらもビームを撃うちます。




　もともと【敏捷】の低いゴーレムがビームを避よけられるわけもなく、アイアンゴーレムの《アイアンビーム》も直撃。

　そして、対戦相手のユーゴは《プロテクション》を持っていなかった……。




ＧＭ：ぎゃーっ！　これが全部ＨＰダメージになるから……残り【ＨＰ】は17点。

カッツ：これは勝ったな。




　しかし、ゴーレム決定の際さいにフェイトを使わなかったことが裏うら目めとなる。

　能のう力りよくに大きな違ちがいがないアイアンゴーレムとブロンズゴーレムでは、お互たがいに決定打を出すことができない。

　一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうを繰くり返かえすゴーレム。

　これはクリティカルをどちらが先に出すかという勝負になるかと思われた時……。




カミュラ：ダメージでいくつ出せば勝てますか？

ＧＭ：残り【ＨＰ】が12で、物理防ぼう御ぎよ力りよくが８だから20点ですね。

ヴァリアス：20点か……。アイアンゴーレムの攻撃力が４＋３Ｄだから……。

カミュラ：６を３つ出せばいいんですよね。

カッツ：え？　そりゃ、そーだけど……。

カミュラ：いきまーす、てぃ！（コロコロ）




　そして運命の女神はカミュラに微笑んだ。




ヴァリアス：うおぉぉぉぉっ！　で、出たしっ!?

ファム：す、すごいですっ！

カッツ：あ、ありえねぇ～（笑）。




　それはこっちのセリフです。




カッツ：世の中には二種類の人間がいるんだ。それは、ダイス目のよい人間とダイス目の悪い人間なんだ（一同笑）。

カミュラ：え～、わたしは別にダイス目、よくないですよ（笑）。

カッツ：今のセリフ、ものすごく納なつ得とくがいかないのだが……。




第二競技〝ゴーレム・ファイト〟の結果発表

　　第一位：オルランド寮

　　第二位：ルキアノス寮

　　第三位：アウデンリート寮




　生命の呪符、ゲット！







◆ミドル 05◆調ちよう査さ報ほう告こく　～ラリエット～




　次し第だいに事じ件けんの背はい景けいが見えつつあるも、いまだその全ぜん貌ぼうはつかめない。

　さらに調査は進んでいく。




ＧＭ：では、二回目の調査をはじめましょう。まずは独どく立りつして行動しているカッツから。

カッツ：とりあえずアスカロンを手に入れるためには、現げん在ざい保管されている場所を探さがさないといけないわけだな。誰だれか訊けそうな人というと……。

一同：アルヴィン！（笑）

カッツ：やっぱりそうなるか（笑）。

ファム：そういえば、今回はまだアルヴィンさんは出てきませんね。

カミュラ：アルヴィンは、たぶん競技に出てるんですよ（笑）。

カッツ：じゃあ、その辺にいるアルヴィンを捕つかまえて……。

ヴァリアス（アルヴィンになって）：ちょっと待ってくださいよ、先輩。俺おれ、これから借り物競争があるんですか（一同笑）。




　借り物競争って、冒険に役立つんでしょうか？




カッツ：借り物競争は諦あきらめろ（笑）。ところで何を借りてくるんだ？

カミュラ：借りてくる物にモーズレイ先生とか書いてあって、それで校こう舎しや内ないをうろついているとか。

ファム：なんでモーズレイ先生なんですか？（笑）　あっ、モーズレイ先生に訊いてみるというのは？

カッツ：モーズレイ先生？　そうか、モーズレイ先生に訊きいてみるという手もあるのか。モーズレイ先生もスカディだし、何か知っているかもしれないな。

ＧＭ：どっちにします？

カッツ：（しばらく悩んだ後）モーズレイ先生にしよう。

ＧＭ：モーズレイ先生はですね……あっ！　判はん定ていしなくていいですよ。知りませんから。

カッツ：（ファムの方を見る）……。

ファム：あれ……。ご、ごめんなさ～い（一同笑）。

カッツ：ファムが余よ計けいなことを言うからだぞっ！

ファム：す、すいません。

ヴァリアス：でもその意見を採さい用ようしたのはカッツ先輩ですから（笑）。




　確たしかにそのとおりである。




ＧＭ：でも、宝物庫にないことだけは教えてくれます。

カッツ：それと、もうひとつだけ聞かせてくれ。……私の卒業までの単位は足りているのか？（一同笑）。

ＧＭ／モーズレイ：私の歴史の単位は大だい丈じよう夫ぶですけど。他の科目が芳かんばしくないとか……。

カッツ：そうか、芳しくないか……。急がねばっ！（一同笑）

ＧＭ：何を急ぐんですかっ！

カッツ：いや、えーっと……（笑）。

カミュラ（ラリエットになって）：（苦しそうな声で）お兄ちゃん、お兄ちゃん。

ＧＭ：単位のことを考えているカッツの脳のう裏りにラリエットの声が（笑）。

カッツ：うぉっ！　１シーンムダにしてしまったのが悔くやまれる……。

ＧＭ：まぁ、まだ２回ありますから。さて、では残りのふたりにいきましょうか。

ヴァリアス：調べることって、ラリエットの残りの情じよう報ほうと、あとなんだろ？

ファム：（メモを見ながら）邪じや神しんについてはどうですか？

ヴァリアス：そっか。確かミーヴァルだっけ？

ファム：はいっ！

カッツ：今回はファムのメモが役に立ってるぞ（笑）。




　相談の結果、ラリエットについてはファムが、邪神ミーヴァルについてはヴァリアスが調べることになった。

　その結果……。




ＧＭ：ラリエットについては、カミュラによって助けられてエルクレストの神しん殿でんに保ほ護ごされて治ち療りようを受けるんですが、その直後に行方ゆくえ不明になっていることが分かります。

カミュラ：行方不明？

カッツ：妹はできる子ですから（一同笑）。

ヴァリアス：そういう問題か？

カミュラ：さらに神殿の中の高こう価かな物が盗ぬすまれたらしいわよ（一同笑）。




　関係ない情報を増ふやさないでください。




ヴァリアス：まぁ、神殿に登録せずに冒険者を名乗っている。しかも助けられた直後に行方不明とは、また怪あやしすぎるな。よし、それじゃこっちの判定は……（コロコロ）ぐぇ！




　結果は、ファンブルであった……。







◆ミドル 06◆フラッシュ・スイミング！




　冒険者ならば、いかなる場所でも戦えなければならぬ。

　たとえ、それが水の中であろうとも。

　みずからの能力を使い尽つくし、泳ぎきれっ！

　それが、〝フラッシュ・スイミング〟！




ＧＭ：さて、これで競技も半分終わりましたので、ここでＰＣたちが参加しなかった競技の得点も加算しておきましょう。




　しばし、ダイスを振ふるＧＭ。




ＧＭ：さて、現在のトップは……オルランド寮、25点！

一同：おぉーっ！

ＧＭ：しかし、僅きん差さの23点でルキアノス寮とアウデンリート寮が追い上げています。

カミュラ：イエミツさんのところは？

ＧＭ：シェフィールド寮は、13点で５位ですね。

カミュラ：あそこだけには負けたくない（笑）。

ヴァリアス：二位とは２点差か……。最低でもどちらかは一位を取らないとまずいぞ。

カミュラ：最初の競技で一位を取っていれば……。

ファム：しかもフェイト３点も使って、一位になれなかったんですからね。

カッツ：……。




　さもありなん。




ＧＭ：では、気を取り直して次の競技へと参りましょう。

ヴァリアス：確か水泳だっけ？

ＧＭ：そうです。【移い動どう力】で判定して、達成値の合計が50以上になればゴール。なお、クリティカルの場合はそのダイス目から達成値を算出して、ファンブルの場合は達成値は０とします。判定した回数が少なければ一位です。ただし、トラップのプールの効果を受けます。

ヴァリアス：【移動力】-2、さらに判定のダイスが１個こ減へるか……。

カミュラ：一番最後の競技は誰がいいかも考えた方がいいんじゃないですか？

カッツ：そうか。確か石像壊こわしだったよな。ダメージの大きさを考えると、ファムの方がちょっと有利か？

ヴァリアス：オレが《バッシュ》使って11＋７Ｄ、ファムの《エアリアルスラッシュ》が９Ｄだから……石像の防御力次し第だいだな、こりゃ。

カッツ：どっちでもいいって感じか……。

ヴァリアス：プールか……ん？　待てよ、プールってことは飛行状じよう態たいだとペナルティを受けないんじゃないか？　スキルは何を使ってもいいんだよな。

ＧＭ：そうですよ。

ヴァリアス：じゃあ、ファムが自分に《フライト》使えばいいんじゃないか？【移動力】が＋５される上に、プールのペナルティを受けなくなる。

ファム：あっ！　なるほどっ!!　でも、水泳なのに空飛んでもいいんですか？

ＧＭ：競技の規き定ていには抵てい触しよくしませんね（笑）。

ファム：分かりましたっ！　あたしが出ますっ！

カミュラ：じゃあ、ぜひここはイラストにして、スク水ファムを描かいてもらいましょう。

ＧＭ：スクール水着なんだ（笑）。

ファム：がんばりますっ！　ただし、帽ぼう子しはかぶったままで（笑）。

ＧＭ：分かりました（ｂｏｍｉさん、お願いしま～す）。さて、この競技の賞品ですが〝壊こわれた天使の人形〟という……。
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カミュラ：（片かた言ことの声で）ワタシ天使、ヨロシクネ（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに価か格かくは三〇〇〇Ｇ。《カノン》というダイスを振ふり直しさせるスキルが一度だけ使えます。

カミュラ：ワタシ、人形、使イ捨テ。ボロ雑ぞう巾きんノヨウニ使イ捨テ（一同笑）。

ＧＭ：しゃべるんだ、この人形（笑）。

カッツ：寂さびしい話だ。

ファム：せつないです。

カミュラ：モシモシ、ワタシ、めりーサン。今、アナタノオ家ノ前ニイルノ……。

カッツ：怖ぇよっ！（一同笑）

ＧＭ：と、とりあえず競技をはじめますか。今回の対戦相手は……（コロコロ）アウデンリート寮ですね。名前はギルマンレディというあだ名を持つシーフ／ダンサーです。

ヴァリアス：マンなのか、レディなのかはっきりしてもらいたい（笑）。

ＧＭ：ギルマンという種族名なのだから勘かん弁べんということで。あ、もちろん人間ですよ。あまりに泳ぎが早いので、ついたあだ名が〝ギルマンレディ〟。

カッツ：ダンサーということは《ダンシングヒーロー》でダイスを増ふやして、プールのペナルティをなくそうという考えか。

カミュラ：踊おどりながら泳いでいくんですね。




《ダンシングヒーロー》は踊りながら……（以下略）。




ＧＭ：それではファム、ギルマンレディの順番で判定していきましょう。

ファム：いきますっ！《フライト》です！　判定は……（コロコロ）成功ですっ!!

ＧＭ：よーい、ドンっ！　と同時にファムが空を飛ぶっ！　一見すると普ふ通つうの飛び込こみのように見えるような気がしますが（笑）。

ファム：たぁ～っ！（一同笑）

ＧＭ：そしてこちらは《ダンシングヒーロー》を使って……（コロコロ）10だから20メートル進みます。

ファム：次はこちらの番ですね。【移動力】が14＋５で19になりますから……（コロコロ）５しかでませんっ！　24メートルです。

ヴァリアス：バ、バカなっ！　と、飛んだーっ!!

カミュラ：しかもスク水まで着ているのに、全然水の中に入ってません（一同笑）。

ＧＭ：空飛んでいますからねぇ。それでは、ギルマンレディは最後の《ダンシングヒーロー》を使って……えいっ！　（コロコロ）うっ！

カミュラ：おっ！　低いですよ。

ＧＭ：ちょっと息切れしているようです。えーっと、これで合計33メートル。

ファム：いきますっ！　こちらはまだ飛んでますよ。

ヴァリアス：なんか、鳥人○コンテストっぽくなってないか？（笑）

ＧＭ：確かに……（笑）。

ファム：じゃあ、ちょっとだけ足をプールにつけて、ちゃぷちゃぷしている感じで（笑）。

カッツ：そういう問題か？

ファム：これでゴール……（コロコロ）あら？　４です！　さっきよりも下がりました（笑）。

ＧＭ：これで23メートルだから、合計で47メートル？

ヴァリアス：あと３メートルっ！　微び妙みように届とどかない。

ファム：うっそぉ───っ！

ＧＭ：しかしギルマンレディは残り17メートルだから、どうがんばっても届かないのか。とりあえず振っておくか。（コロコロ）５だから15メートルで残り２メートル。

カッツ：これでファムが一位になるのはほぼ決定だな。

ファム：次でいけますか？

カミュラ：ファンブルしなければ大丈夫じゃない？。

ファム：うわぁあ、怖こわいですっ！　えいっ！（コロコロ）１と３で４！　あ、危あぶないっ!!

ＧＭ：これでファムがゴールと。

カッツ：もはや何が水泳競技なのか分からんな。

ヴァリアス：おーっと、観客もブーイングだっ！

カミュラ：あのスク水には意味があるのかっ!?（一同笑）

ファム：そこがほら、ポイントなんですよ（笑）。

ＧＭ：もちろんギルマンレディがクレームをつけるんですが、協議の結果、現げん状じようの規き約やくでは《フライト》は禁きん止しされていないので今年は問題なしということになりました。ただし、来年からは禁止という方向で。

ファム：やったっ！

カッツ：しかし、今まで誰も気がつかなかったのか。どうかしてるぞ、この学園（笑）。




第三競技〝フラッシュ・スイミング〟の結果発表

　　第一位：オルランド寮

　　第二位：アウデンリート寮

　　第三位：シェフィールド寮




　壊れた天使の人形、ゲット！







◆ミドル 07◆調ちよう査さ報ほう告こく　～アスカロン、邪神ミーヴァル～




　カッツは突とつ然ぜん、こう切り出した。

「学長、何も言わずにアスカロンを私わたしに貸かしていただきたい」




ＧＭ：そんなことで説得できると思っているんですかっ!?（一同笑）

カッツ：いやー、なんか今回ダイス目悪くて。情じよう報ほうを集めるよりも、直ちよく接せつ学長に頼たのんだ方が早いような気がするんだよ。

ＧＭ：まぁ、説得できるような理由があれば構かまいませんけど……。何かあります？

カッツ：（きっぱり）そんなものがあれば苦労しない。妹のことを全部バラしてもいいかなぁ。私の妹の命が懸かっているんです。理由はあとで説明しますから、学長どうかアスカロンを貸してください。お願いします（笑）。

カミュラ：やっぱり、アルヴィンさんに訊きいた方がいいですよ。

カッツ：もう騙だまされないぞ……とはいってもなぁ。あと、行動二回しかないから、ここで情報を得ておかないとダメということか。

ヴァリアス：あとは無理矢理学長室に忍しのび込こむという手もある（笑）。

カッツ：それは最後の手しゆ段だんだな。宝ほう物もつ庫にないということは、おそらく学長室だろう。

ＧＭ：さて、どうしますか？

カッツ：アルヴィンに訊くっ！
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ＧＭ：では【幸運】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：【幸運】か。ここでフェイトを使うっ！　ていうか、ここで失敗するとかなりきびしくなる……（コロコロ）10だから13だ！

ＧＭ：ＯＫ。アルヴィンの情報によれば、学長室の金庫の中にしまってあるとの噂うわさだそうです。

ヴァリアス：しかし、なんでそんなことを知っているんだ？（笑）

ＧＭ：ほら、アルヴィンだし（笑）。

カッツ：お前はいいやつだなぁ。ところで、その情報に間ま違ちがいはないんだろうな？

ＧＭ／アルヴィン：「大だい丈じよう夫ぶ、間違いありませんっ！」アルヴィンはきっぱりと答えます。

カッツ：よし、信じよう。ところで、お前のクラスは何なんだ？（一同笑）

ヴァリアス：それは……確たしかに気になる。

ＧＭ：えーっと、確かアコライト／バードって設せつ定ていしたような気が。

ヴァリアス：うそっ！　てっきりシーフ／セージとか思ってた。

カッツ：いや、確かにバードに情報収しゆう集しゆうするためのスキルがあったし、情報を売って金を集めていたからな。私は信じるぞ。信じるから、もうひとつだけお願いがある。

ＧＭ／アルヴィン：なんですか？　先せん輩ぱい。

カッツ：今私がアスカロンの場所を訊いたことは、全部忘わすれるんだ。もし、これを人に漏もらしたりするとあとで大変なことになるぞ。

ＧＭ／アルヴィン：たとえば？

カッツ：たとえば……我わが寮りようのプリフェクト様がお前の内申を下げることに（一同笑）。

カミュラ：そんなことしませんよ。

カッツ：いや、あの女はする。




　誰だれと誰の会話ですか、それ。




ＧＭ／アルヴィン：まぁ、分かりました。先輩の言うことじゃ仕方ないっすね。

カッツ：本当にお前はいいやつだな。はじめて人のぬくもりというものを感じたよ。

ＧＭ／アルヴィン：先輩も大変っすね。

カッツ：そうなんだよ、大変なんだよ。特にダイス目が悪くてな（一同笑）。




　そんなメタなことをアルヴィンに言われても困ります。




カッツ：とまぁ、そんなところでＯＫだ。次はいよいよ学長室に侵しん入にゆうだ。

ＧＭ：では、カミュラとヴァリアスの調査です。

ヴァリアス：さっき分からなかった邪じや神しんをカミュラ先輩と一いつ緒しよに調べるということで。これでどちらかが成功すれば大だい丈じよう夫ぶだ。

ＧＭ：了りよう解かい。両方とも【知力】の判定になります。

カミュラ：では、わたしから先にいきますね。《ダンシングヒーロー》を使って……（コロコロ）18です。

ＧＭ：それでは邪神ミーヴァルについて、次のような情報が分かります。




〝猜さい疑ぎの女神〟ミーヴァル

　邪神の一柱。清せい楚そな少女の姿すがたで表わされる女神。人の猜さい疑ぎ心しんを煽あおり、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせることを得意とする。

　さまざまな魔ま術じゆつに通じており、〝月の女神〟ブリガンティアとの魔ま法ほう合戦に負けて魔ま界かいに封ふうじ込こめられたものの、彼かの女じよに呪のろいを掛けることに成功したとされ、月が満ち欠けするのは、この呪いのためであるといわれている。

　ミーヴァルが伝える秘ひ儀ぎの中には、肉体を捨すて、魂たましいだけの存そん在ざいであるソウルマンサーになるための儀式があるという。




カミュラ：ということは、アナクアルはソウルマンサーになってまだ生きている？

ＧＭ：ソウルマンサーが生きているといえるならばですけど。ネクロマンサー（※）が肉体を維い持じすることによって永えい遠えんの命を得るように、ソウルマンサーは肉体を捨すてることによって永遠の命を得るわけです。

カミュラ：今は魂だけになって、何かしようとしているということですね？

カッツ：さすがカミュラ、素す晴ばらしい推すい理りだ。

カミュラ：それがたぶん、ラリエットね。

カッツ：そんなこと言うなよ。私もそう思うけど……（一同笑）。

カミュラ：じゃあ、カッツさんに取とり憑ついているとか。

ヴァリアス：なるほど（笑）。

カミュラ：今のカッツさんは本当のカッツさんじゃありませんっ！（一同笑）。

ファム：そうだったんですかっ！

カミュラ：みんなで倒たおしに行きましょう！

カッツ：おいっ！





（※）ネクロマンサー　クロムクルーを信仰することで永遠の命を得たアコライト。死者を呼び出し、アンデッドを作る能力を持っているエネミー。









◆ミドル 08◆スピード・バースト！




　目の前に敵はいる。

　己おのれの魂を武ぶ器きに、魔法に込こめろ！

　早さ、そして強さこそがすべて。

　それが、〝スピード・バースト〟！




ＧＭ：それでは最後の競きよう技ぎになります。競技名は〝スピード・バースト〟、いかに早く【ＨＰ】[image: ]の石像を破は壊かいできるかを競います。ちなみに相手を攻こう撃げきする以外は何をしてもＯＫ。

カッツ：《プロテクション》で石像を守ってもいいのか？

ＧＭ：もちろん。ちなみに石像の防ぼう御ぎよ力りよくは物理、魔法とも０です。ただし、大おお幅はばにダメージを与あたえすぎると危き険けんなので気をつけてくださいね。

ヴァリアス：どういうことだ、そりゃ？

ＧＭ：トラップが作動するということです。もちろんトラップ探たん知ちして、トラップ解かい除じよしてから攻撃しはじめてもいいですけど（笑）。

カッツ：そんなことしたら、先に破壊されるわっ！

ＧＭ：まぁ、そういうことです。ぴったり[image: ]を目指してがんばってください。

ファム：それで、今回の賞品はなんですか？

ＧＭ：なんと、今回の賞品は〝クリスタルブレイド〟です。

ヴァリアス：なんだって!?　クリスタルブレイド！　欲ほしい、それは欲しい!!




クリスタルブレイド

　攻撃力＋40のグレートソード。破壊力だけでいえば最強ともいえる剣けんである。

　ただし、装そう備びした状じよう態たいで何らかの判定を行なうと壊こわれてしまうという欠点を持つ。

　お値ね段だんは一〇〇〇〇Ｇ。




ＧＭ：そして対戦相手は……（コロコロ）シェフィールド寮です。

カミュラ：それなら、ここでイエミツさん出てこないと（笑）。

ＧＭ：えっ！　な、なるほど。それじゃシャルロッテ・イエミツみずから出しゆつ陣じんということで。えーっと、確かクラスはメイジ／サモナーだから……。




　こうして急きゆう遽きよ、イエミツのデータを作ることになったわけです。

　スキルはファムと同じくらいと考えて《ファイアボルト》５レベル、《フレイムロード》３レベル。これに《コンセントレイション》に《サモン・アラクネ》２レベルとしました。

　ちなみに、これはこのリプレイのデータ用として作ったものなので、実じつ際さいにセッション中にデータが必要になった場合、自由に設せつ定ていしてください。




ＧＭ：お待たせいたしました。それでは競技を開始しましょう。今回の対戦相手は、最後に残ったヴァリアスですね。例によってＰＣが先行になります。どうぞ！

ヴァリアス：よしっ！　……っと、ところで、ひとつお願いがあるのだが。

ＧＭ：はい？

ヴァリアス：初期配置で距きよ離りとっていい？　ほら、持っている武器がシューティングスターだから、移い動どうした方がダメージ上がるし（笑）。

ＧＭ：え？　まぁ、こっちも魔ま法ほう使つかいだから距離とるし、別に構かまわないけど。最初は普ふ通つうの戦士を出す予定だったけど、なぜかイエミツになってしまったし（笑）。

ヴァリアス：では、改めて……よしっ！　やってやるぜっ！




　この競技では相手は回かい避ひしないので、ファンブルさえしなければ命中する。

　だが、クリティカルが出ればダメージが上じよう昇しようするので、命中判定（魔術判定）もあなどることはできないのだ。




ヴァリアス：マイナーアクションで移動。そして《バッシュ》で攻撃っ！　命中は……（コロコロ）成功！　ダメージは14＋７Ｄで……（コロコロ）37点！

ＧＭ／イエミツ：「させませんわっ！」イエミツが《サモン・アラクネ》を掛かけます。（コロコロ）８点軽けい減げんしますから、ＨＰダメージは29点ですね。

ヴァリアス：ちっ！




　ヴァリアスに続いて、シャルロッテ・イエミツが《ファイアボルト》で石像を攻撃する。ダメージは32点。わずかにヴァリアスを上回る。




ＧＭ：では次のラウンド。

ヴァリアス：うぉー、マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！　こんなに【ＭＰ】使っていいのか、オレ（笑）。（コロコロ）クリティカルしないっ！　ダメか、こんなことなら《スマッシュ》を覚えておけばよかった。

ＧＭ／イエミツ：「おーっほほほほほ」そんな様子を見て高笑いするイエミツ。

カミュラ（イエミツになって）：優ゆう勝しようできないから、せめてここでは勝たせてもらうわっ！

ヴァリアス：クリスタルブレイドはお前たちにはやらんっ！（コロコロ）うぉー、１が三つもある。14＋23でまたしても37点。




　だが、またしても《サモン・アラクネ》によって、ダメージを10点軽減される。

　一方、イエミツは36点のダメージを叩たたき出し、合計で68点。これで差は12点に開いた。




ファム：このままだと次のラウンドでイエミツが破壊してしまいますね。

ヴァリアス：こっちの残りが44点だから、これに《サモン・アラクネ》で軽減される分を考えると最低でも51点か……。

カッツ：今までが40点弱だから、このままじゃムリだな。

ヴァリアス：《ボルテクスアタック》を……って、こんなところで使うのか？　しかし、クリスタルブレイドは欲しい。よしっ！　ここで切り札を一枚まい使うっ！

カッツ：やる気だっ！（笑）

ヴァリアス：マイナーの時に《ウェポンチェンジ》でキャリバーに持ち替かえ、メジャーで《バッシュ》、そしてフェイトを１点使って《ブルズアイ》を使用！　さらにダメージにフェイトを１点乗せる！　これでダメージは９＋13Ｄ！　命中は……（コロコロ）とりあえず成功！　いくぜっ！




　色とりどりの13個このダイスが宙ちゆうを舞まう。

　１はふたつしかない。だが、６もふたつしかない。緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん。




ヴァリアス：10、20、30、40の７だから47＋９で53点！

カッツ：ということは、イエミツの《サモン・アラクネ》が９以下ならば……。

ファム：ヴァリアスさんの勝ちってことですね。

ＧＭ：それでは《サモン・アラクネ》の分を振ふりますよ。

ファム：（呪のろうような手つきで）９以下～、９以下～。

ＧＭ：ていっ！（コロコロ）




　再ふたたび宙に舞まうダイス。

　そして出た目は……４、そして５！




ヴァリアス：あ、あぶねーっ！

ファム：でも９ってことは……。

ＧＭ：53から９を引いてＨＰダメージは44点。つまり石像の【ＨＰ】はちょうど０です。よって、仕掛けられているトラップは作動しません。

ヴァリアス：よっしゃーっ！

ファム：すごいですっ　ヴァリアスさんっ！




第四競技〝スピード・バースト〟の結果発表

　　第一位：オルランド寮

　　第二位：シェフィールド寮

　　第三位：アウデンリート寮




　クリスタルブレイド、ゲット！




ヴァリアス：ところで、ダメージがいくつオーバーしたらトラップが作動したんだ？

ＧＭ：５点以上ですよ。ダイス１個よりちょっと上なんでいい感じでしょ？　ダメージロールが走るとオーバーする可か能のう性せいがあると。

カッツ：確かに……。じゃあ、とりあえずイエミツの方も振ふってみよう。

ＧＭ：え？　振るの？　嫌いやな予感がするんだけど……（コロコロ）10、20、30の39だから合計で[image: ]点っ!?　ド────────ンッ！（一同笑）

[image: ]




「なんで私がこんな目に遭あうのよっ！　きっとこれはダイナストカバル（※）の陰いん謀ぼうよっ！　何よ、何するのよっ！　放しなさいよっ！」

　補ほ佐さ役やくのノーザン・クロイ（※）に引きずられて、シャルロッテ・イエミツは退たい場じようしていった。




ＧＭ：これで全ぜん競きよう技ぎが終わりましたので、集計してみましょう。それでは発表しますっ！　第６位はグラナドス寮、３点。

一同：おいっ！

カッツ：なんだ、その３点っていうのは。

ＧＭ：いや～、ダイス目が悪かったらしくて、途と中ちゆうの演えん出しゆつされなかった競技で三位を取っただけという、非ひ常じようにかわいそうな結果になってしまいました。

ファム：ふわぁ～。

ヴァリアス：哀あわれ、グラナドス寮……。

ＧＭ：続きまして第四位は、21点でふたつの寮が入ってます。ブルギニオン寮とシェフィールド寮です。

カミュラ：やったっ！　イエミツに勝ったわ～（一同笑）。

カッツ：なんだか、とてもうれしそうだな。

カミュラ：そりゃそうですよ。とりあえず手でも振っておきましょう。

ＧＭ：「くぅ～っ！」　その様子を見て悔くやしがるシャルロッテ・イエミツ（笑）。そして第三位は23点でルキアノス寮、準じゆん優ゆう勝しようはアウデンリート寮で31点です。

ファム：ということは、もしかして……。

ＧＭ：はい！　優勝は45点で、オルランド寮ですっ！

ヴァリアス：よしっ！

ファム：やりましたっ！　優勝ですよ、優勝っ!!

カミュラ：みなさん、よくやってくれました。カッツさん以外は（一同笑）。

カッツ：どうせ、フェイト３点も使って一位になれなかったよ（笑）。

ＧＭ：何はともあれ、まずはおめでとうございます！　とはいえ、問題はここからなんですけどね。うまく立ち回ってくださいね。




　優勝に沸わくオルランド寮。

　仲間と肩かたを組んで喜び合い、互たがいの健けん闘とうを称たたえ、はしゃぐ学生たち。

　だが、その輪の中にカッツの姿はなかった……。





（※）ダイナストカバル　悪の秘密結社。シャルロッテ・イエミツは、都合の悪いことがあるとダイナストカバルの陰謀にする癖がある。

（※）ノーザン・クロイ　シェフィールド寮プリフェクトであるシャルロッテ・イエミツの補佐役。実はダイナストカバルの一員というのは秘密だ（笑）。









◆ミドル 09◆調ちよう査さ報ほう告こく　～アスカロン、ソウルマンサー～




　ちょうどその頃ころ、調査も最後の大おお詰づめを迎むかえていた。




ＧＭ：それではこれが最後の調査になりますが、先にカッツからやってしまいましょうか。

カッツ：よしっ！　とりあえずここで私がアスカロンを手に入れておけば、アナクアルの手に渡ることは防げるということになるな。もっとも、そのあとどうするかはまだ決まっていないわけだが。

ファム：そうですね。こちらの判定も失敗していますし……。

ヴァリアス：やっぱりフェイトを使っておくべきだったか。

ＧＭ：その結果がどうなるかは、今後の展開次第ということですね。さて、学長室の前にカッツとラリエットがいるわけですが……。

カッツ：学長室だし、おそらく鍵かぎが掛かっているだろうな。さて、どうしたものか。フェイトも残り２点しかないし……。いや、悩んでいても仕方がない。フェイトを使って鍵を解かい除じよする！（コロコロ）13！

ＧＭ：解除成功です。そして、無事に学長室に忍び込んだカッツとラリエットは、金庫の前まで来ます。

カッツ：よし。ようやくここまで来たか……。だが、ここに来て鍵かぎを外さないといけないとはな（一同笑）。

ヴァリアス：シーフでしょうがっ！

カッツ：そうなんだけどな。今日はダイス目が悪いんだよっ！　しかもフェイトの残りもあと１点しかないのだよ。

カミュラ：あんなところで３点も使うからですよ。自業自得です。

カッツ：うぅ……。しかし、こんなところでくじけてはいけない。とりあえず金庫の扉をトラップ探たん知ち……（コロコロ）23！

ＧＭ：鍵と捕ほ獲かく檻おりのトラップが仕し掛かけられています。

カッツ：やはりトラップがあったか……。しかし、フェイトは１点しかないから、捕獲檻か鍵のどちらかにしか使えないのが痛いたい。

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶですよ。６を出せばいんですよ（笑）。

カッツ：そうそう都合よく、出るかっい！　振ふり直しに使うか、それともダイスを増ふやすか。

ＧＭ：どうしますか？

カッツ：えい、とりあえず一回目はそのまま振ろう。鍵は解除できなければアスカロンを入手できないが、トラップなら失敗しても何とかなるっ！（コロコロ）よし、11！

ＧＭ：おめでとうございます、解除成功です。

カッツ：ふぅ～。とりあえずひとつ目をクリア。

ファム：次は鍵の解除ですね。

カッツ：一いち難なん去ってまた一難ってところか。ここでダイスを増やすか、それとも振り直し用に取っておくか……。

ＧＭ：と、カッツが悩なやんでいるとラリエットが金庫に手を当てて、小声で何やら呟きます。

カッツ：ん？　何を言ってるんだ？

ＧＭ／ラリエット：お兄ちゃん。この金庫の鍵、開いているよ。

カッツ：なんだって!?

ヴァリアス：《マジックロック》（※）かっ！　たしか、ラリエットのクラスはアコライト／アコライトって言ってたよな。

カミュラ：きっと、ソウルマンサーになったアナクアルに取り憑かれているんですよ。

カッツ：とはいっても、ここまで来たら私がアスカロンを持っていくしかないじゃないか。ここで奪われるわけにはいかないぞ。

ＧＭ：さて。ということで、今カッツの目の前にアスカロンがあるわけですが。どうしますか？

カッツ：どうするも何も、持っていくしかないだろう。

ファム：でも、このままだとカッツさんとヴァリアスさんが戦うことになっちゃいますよ。




　しばらく悩み、相談を繰り返すプレイヤーたち。




ヴァリアス：そうだっ！　学長室からカッツが出てくる時に偶ぐう然ぜんファムに見つかるというのは？　ほら、相談するって言ったし。

ファム：何してるんですかっ！　カッツさんっ!!　みたいな感じですか？

ヴァリアス：そうそう。登場判定が必要になるだろうけど……。

ＧＭ：そうですね。ファムはカッツにコネクションを持っていますし、認めましょう。ただし、人気のないタイミングで学長室に忍び込んでいるということで、難易度は10です。それから、ここに登場するということで、ファムはこのシーンの調査ができなくなります。

ファム：分かりました。がんばりますっ!!

ヴァリアス：ここで成功すればカッツ先輩側の事情も分かるから、なんとか対策を講じることができるはずだ。頼んだぞっ！

ファム：はい！

ＧＭ：ファムはカッツにコネクションを持っているために登場判定で振れるダイスの数は三個になります。【幸運】が３ですから、ダイス目の合計が７以上ならば成功ですね。

ファム：じゃあ、いきますっ!!　たぁっ！（コロコロ）




　ダイスの目は３、３、５。もちろん登場することに成功である。




ファム：やった！　やりましたよっ!!

ＧＭ：では、偶然用事を言いつけられて一号館にやって来たファムは、学長室から出てくるカッツとラリエットを見かけます。

カッツ：で、手にはアスカロンを持っているわけだ（笑）。

ファム：カッツさん、その剣けんをどうするつもりですかっ！

カッツ：そ、それは言えない（一同笑）。




　それじゃ、ファムが登場した意味がないんですけど……。




カッツ：いや、そうじゃなくてだな。あーっ、これがあれば私の妹が助かるんだよ。

ファム：ラリエットさんが？

カッツ：そうだ。実はラリエットは呪のろいを掛かけられていて、それを解とくためにはこのアスカロンが必要なのだ。信じてくれ。

ファム：場合によっては信じます（一同笑）。

ヴァリアス：条じよう件けんがついたぞ。

カッツ：だから、話すといろいろとややこしいんだよ（笑）。




　確たしかに。




ファム：そうですよね。本当のこと聞いたら、絶ぜつ対たいに止めますもんね。

カッツ：そうだよな。止めるよな。

ファム：はいっ！

カッツ：でも、止めてくれないと困こまるんだよな。しかし、止められるとラリエットは助からないと思っているからなあ。

ファム：複ふく雑ざつですねぇ（笑）。でも、アスカロンを使うためにはドラゴンの命が必要なんですよね。そこからカッツさんが、ヴァリアスさんに使うかもって考えませんか？

ヴァリアス：問題ないんじゃない。プリシアがカッツが何か企んでいるって言ってたし。




　企んでいるとは言ってません（笑）。




ヴァリアス：待てよ？　じゃあ、オレが殺されるとファムが魔族化するのか？　なんでだ？

ファム：それはラブラブだからですよっ！（一同笑）

ヴァリアス：そうなるのか？　そういうことなのかっ!?

カミュラ：そういうことみたいですね（笑）。

ファム：とりあえずその話はあとにしましょう。カッツさん、まさかそのアスカロンでヴァリアスさんのことを！　とか、訊いてみます。

カッツ：だが、止めるわけにはいかないのだ。ここで私が足を止めてしまうと、妹が、ラリエットが……死ぬ。そう言って、その場からラリエットを連れて走り去ろう。よし、これでこっちがやろうとしていることは教えたぞ。

ファム：はいっ！　あとはこっちで調べたことをカッツさんに教えればいいわけですね。って、カッツさんがいません（一同笑）。

カッツ：しまったっ！　ついその場から離れてしまったじゃないか。

カミュラ：何やってるんだか。

ヴァリアス：でも、ラリエットが側にいるとすると、先輩に教えるの難しいんじゃない？

カッツ：そ、そうだ。ヴァリアスの言うとおりだ。だからこの場から離れたわけだよ。

カミュラ：では、そういうことにしておきますか（笑）。

ファム：じゃあ、あとはカッツさんを説得すればいいわけですね。

カッツ：うむ。頼むぞ。

ＧＭ：では、いいですか？　それではカミュラの調査を行ないましょう。

カミュラ：これでソウルマンサーを調べれば終わりかしら？

ファム：そうですね。

カミュラ：じゃあ、わたしが《ダンシングヒーロー》を使って、ソウルマンサーについて調べます。まだ二回しか使ってないから、まだまだ大だい丈じよう夫ぶでしょう。

カッツ：十分、十分。

ＧＭ：えーっと、両方とも【知力】判定です。ソウルマンサーについて調べる場合、識しき別べつ値以上になれば持っている特とく殊しゆ能のう力りよくまでお教えしますよ。

カミュラ：では、ダンスでいきます。ドンドコドンドコ（コロコロ）……６＋12で18です。

ＧＭ：18なら問題ありません。ただし、細かい能力までは分かりません。識別値には届とどいていませんので。

カミュラ：まぁ、それは仕方ないですね。




ソウルマンサー

〝猜さい疑ぎの女神〟ミーヴァルの加か護ごにより、肉体を捨すて、魂たましいだけの存そん在ざいとなったアンデッド。他の人間に憑ひよう依いすることが可か能のうであり、憑依した対象を自由に操あやつることができる。




ヴァリアス：自由に操るっ!?




　ソウルマンサーに憑依された人間は仮か死し状じよう態たい（ゲーム的には戦闘不能）となるが、その人間が持っている記き憶おくや癖くせといったものをソウルマンサーは簡単に模も倣ほうすることができ、その違ちがいを見み破やぶることは難むずかしい。ただし、ソウルマンサーに憑依されると、左手の手のひらに三日月型の痣あざが浮うかび上あがるので、それが唯ゆい一いつ見破る手しゆ段だんといえるだろう。




カミュラ：三日月型の痣ですか……。

ファム：憑依された人間を助ける方法はないんですか？

ＧＭ：ここだけの資料だと分からないですね。あとはアンデッドにくわしい人に訊くとか。

カミュラ：アンデッドについてくわしい人……。

ファム：どっかで聞いたような気がしますね。

ヴァリアス：あっ！　思い出したっ!!　、元宝物庫番の先生だよ。名前忘れたけど（笑）。

カッツ：ちょっと待て。（パラパラと『想望のメモリアル』をめくる）これだ！　ハミルトン先生だな。

ＧＭ：正解！　鑑定学のルーサー・ハミルトン先生です。覚えていたかどうか、【知力】判定するまでもなかったですね。今は病気も治って、宝物庫番に戻ってます。

[image: ]

ファム：で、でも……もう行動できる人いませんよ。

ヴァリアス：なんだって!?　そうか、ファムはカッツ先輩のシーンに登場したから……。

ＧＭ：今回は調査することができません。

カミュラ：あらら。

ファム：ど、どうしましょう……。

カッツ：むぅ、このままだとラリエットを助ける方法が調べられないのか。




　悩むファムたち。だが、なかなか解決策は浮かばない。しばらくしたあと、ヴァリアスが意を決してみんなに告げた。




ヴァリアス：……分かった。仕方がない。闘技場でオレがカッツ先輩と戦って時間を稼ごう。その間にカミュラ先輩とファムはハミルトン先生に話を聞きに行ってくれ。それで一回分の調査の時間を取るというのはどうだ？　敵の策略に乗るようで気にくわないけどな。

ＧＭ：分かりました。ただし、ファムとカミュラが戻ってこれる時間はダイスで決めましょう。１Ｄ６を振って、そのダイス目のラウンドのセットアッププロセスということにします。

ヴァリアス：１／６の確率で戦う前に戻ってこれるというわけか……。よし、ここはギルドマスターのファムに任せる。

ファム：あ、あたしですかっ！




　一同を見渡すファム。




カミュラ：そうですね。ここはファムさんにお願いしましょう。

カッツ：頼んだぞ。

ファム：分かりました。じゃあ、あたしが振ります！　お願いです！　小さい目出てっ!!




　念が込められて振られたダイスの目は……。




ファム：ご、ごめんなさい。３です。

ヴァリアス：いや、２ラウンドなら大丈夫だろう。それよりも頼んだぞ。ここで調査に失敗したらアウトだからな。

ファム：はいっ！　分かりましたっ！

ＧＭ：では、このあとの方針も見えてきたということで、ここでシーンを切りましょう。





（※）《マジックロック》　メイジのスキル。トラップの鍵Ａを解除したり、設置したりすることができる。









◆ミドル 10◆プリシアの言葉、ファムの決意




　ハミルトン先生の元へと急ぐファムとカミュラ。

　そんなふたりを呼び止める声がする。




ＧＭ：では、ここでシーンをひとつ作りましょう。ハミルトン先生のところへと急ぐファムとカミュラを呼ぶ声が聞こえます。

ファム：誰ですか？

ＧＭ／プリシア：プリシアです。血相を変えて走っているふたりを見て心配になったようです。「顔色悪いけど、大丈夫？」

ファム：大丈夫ですよ。でも、ちょっと不安で……。

ＧＭ／プリシア：何が起こっているか分からないけど、ファムさんのやっていることに間ま違ちがいはないですよ。

ファム：……なんかすごい自信ですね（笑）。

ＧＭ／プリシア：はいっ！　だって、ファムさんはあたしの大切なお祖母ばあちゃんですから。すごい魔ま法ほう使つかいになって、いろいろとあたしにお話をしてくれるんですから……。

ファム：プリシア……。

ＧＭ／プリシア：「……って言ってもやっぱりあたしも不安なんですけどね」照れたようにプリシアは笑顔を見せます。「ほら、一いち応おうあたしは過か去この記憶とか持っているわけじゃないですか。でも、その記憶と異ことなることが起こって、ここにいるわけです」

ファム：……。

ＧＭ／プリシア：「だからすごい不安なんです。このまま歴史が変わってしまえば、あたしはもうファムさんの孫じゃなくなってしまうかもしれないわけですから……」だんだんとプリシアの声が小さくなっていきます。

ファム：そ、そういえばそうだっけ。正しい方向に歴史を直すために、こっちの世界に来ているんだっけ。

ＧＭ／プリシア：「でも、あたしはファムさんのことを信じていますから。それにカミュラさんやヴァリアスさんやカッツさんのことも。きっとみんなファムさんのことを助けてくれるはずだって。だから、今回だって……」いつの間にかプリシアの笑顔が消えています。

ファム：そ、そうですよ。カッツさんがヴァリアスさんを殺すなんてことあるはずがないですよね。だって、みんな仲間ですから。

ＧＭ／プリシア：そんなファムの力強い言葉にプリシアも再び笑顔を取り戻します。「そうですよね。みんな仲間ですもんね」

ファム：はいっ！

ＧＭ／プリシア：と、プリシアが驚おどろいた感じで声をあげます。「あれっ!?」

ファム：どうかしたの？

ＧＭ／プリシア：ペンダントの曇くもりが減へってきてます。

ファム：ペンダントですか？

ＧＭ：ファムが自分のペンダントを見ると、確かに曇っている部分がやや減っているような気がします。

ファム：なるほど～。なんか、目印のようですね（一同笑）。

ＧＭ／プリシア：きっと、ファムさんが今していることは間違ってないんです。だから、ファムさんはもっと自分に自信を持ってください。

ファム：そうですね。分かりました！　あたしにできるところまでやってみますっ！　と、こんな感じでどうでしょうか？（笑）

カミュラ：おぉ～。いいんじゃない、いいんじゃない（笑）。

ヴァリアス：さすがっ！

ＧＭ：さて、それでは次のシーンは後夜祭になります。まだ事態は解かい決けつしていませんから、このあとの行動によって展てん開かいが大きく変わりますので、がんばってくださいっ！







◆ミドル 11◆調査報告　～ソウルマンサー～




　毎年、マクール祭の締しめくくりに行なわれる後夜祭。

　各かく寮りようごとに趣しゆ向こうを凝こらしたイベントが行なわれ、本祭とはまた違ちがった盛もり上がりを見せる。特に毎回大おお勢ぜいの観客を集めるのは、オルランド寮りよう主しゆ催さいの模も擬ぎ戦である。

　実戦さながらの迫はく力りよくで行なわれるこの戦いは、たとえ冒ぼう険けん者しやの卵たまごたちといえども十分に見み応ごたえがあるものだ。




ＧＭ：次のシーンは、オルランド寮主催の模擬戦が行なわれる闘技場です。そして、カッツとヴァリアスが対峙しているという状況から開始しましょう。

ヴァリアス：うしっ！　せめてファムたちが到着するまでは保もたせないとな。

カッツ：こっちも手加減はできないからな。たぶん手加減するとアナクアルにばれる。

ヴァリアス：言われてみればそのとおり。では、このクリスタルブレイドを……。

カミュラ：あっー！　一〇〇〇〇Ｇがっ!!（一同笑）

ファム：重要なのはそっちですか？（笑）

ＧＭ：と、その前に。ファムとカミュラがハミルトン先生に質問しにいくシーンを先にやってしまいましょう。

ファム：はいっ！　ハミルトン先生、ハミルトン先生！　教えて欲しいことがあります。

カッツ：いきなりかいっ！（笑）

ファム：はい、ハミルトン先生にいきなり訊いちゃいます。ソウルマンサーに取り憑かれた人を助ける方法を教えてくださいっ！（一同笑）

ＧＭ／ハミルトン：なんだ、藪から棒にキミたちは？

カミュラ：人助けのためです。教えてください。

ＧＭ／ハミルトン：するとハミルトンは大きなため息をつきながら、手近な書棚から一冊の本を取り出します。「ソウルマンサー、ソウルマンサー……あった、これだ」

ファム：なんて書いてあるんですか？

ＧＭ／ハミルトン：……ソウルマンサーを倒したとしても、同時に憑依された人間も死んでしまう。

ファム：えっ!?　死んじゃうんですか？

ＧＭ／ハミルトン：そのとおりだ。倒されたソウルマンサーは、仮死状態の人間から最後の生命力を奪い、再ふたたび蘇よみがえる。これによって憑依された人間は死し亡ぼうしてしまうわけだ。もっとも、ソウルマンサーの方も宿主を失ってしまうので、もう一度憑依する対象を探して、儀式を行なう必要があるがな。

ヴァリアス：これ以上の情じよう報ほうはないのか？

ＧＭ：ないです。この情報を元に憑依された人を救う方法を考えてください。

ファム：取り憑かれている人の意い識しきは残っているんですよね？

ＧＭ：残っていますよ。

ファム：ラリエットさんの意識を取り戻したり、起こすことはできないんですか？

カミュラ：ようするにラリエットさんの意識が覚かく醒せいしたら大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？　仮死状態、つまり戦闘不能だからマズイというわけですよね。

カッツ：戦闘の場合、どうなるんだ？　たとえば50点のダメージを与あたえると、ソウルマンサーとラリエットの両方にダメージがいくのか？

ＧＭ：ルール的には同一のエンゲージにいるキャラクターと考えてください。だから、攻こう撃げきする時の対象は、ソウルマンサーかラリエットのどちらかを選せん択たくすることができます。もちろん〝とどめを刺さす〟という選択をすれば、ラリエットは死亡してしまいますが。

カッツ：なるほど、なるほど。

ファム：ラリエットさんに《ヒール》をするとか？

ＧＭ：ラリエットは戦闘不能なので、《ヒール》は効きません。

ファム：だめなのか……。

カミュラ：《ヒール》はだめ……。あっ!?　分かっちゃった（笑）。

ファム：えっ？

カミュラ：もう一度確認しますけど、ラリエットさんにスキルは使えるんですよね。

ＧＭ：はい、使えます。

カッツ：そうか、なるほどっ！

ファム：え？　え？

カミュラ：ラリエットさんが戦闘不能じゃなければいいんですから……。

ヴァリアス：《レイズ》かっ！

カミュラ：はい。

カッツ：ラリエットを戦闘不能から回復することによって、ソウルマンサーとなったアナクアルを倒してもラリエットは死亡しないということだな。

カミュラ：そういうことで。わたしとしては【ＭＰ】が減へるんで使いたくないんですけど（笑）。

カッツ：おいっ！

カミュラ：ここはそうも言ってられないでしょう。機会を見て、ラリエットさんに《レイズ》を掛けて、そのあとにソウルマンサーになったアナクアルを倒たおせばいいと思いますよ。

ヴァリアス：さすが、カミュラ先輩。よしっ！　あとはこっちだな。

カッツ：そうだな。よし、やるぞ！　ヴァリアス!!







◆ミドル 12◆カッツVSヴァリアス




　そしてふたりの戦いは始まった。

　ヴァリアスは、シューティングスターを構かまえるも先輩であるカッツと戦うことを躊ちゆう躇ちよしてしまう。その瞬しゆん間かん、カッツは一息で間合いを詰つめる。

　拳こぶしに気を込こめ、一気に解放する。

《ペネトレイトブロウ》！




カッツ：アナクアルの目があるんじゃ手加減もできないし、それにこっちは事情をまだ知らないということで、いつもと同じように《ペネトレイトブロウで》攻撃するということで……。

ヴァリアス：まぁ、それは仕方ないな。

カッツ：（コロコロ）６、６、５！　よし、クリティカル!!

ヴァリアス：げっ!?　こっちが《カリキュレイト》を使うのを躊躇ためらった瞬間に、クリティカルを撃うってくるなんてっ!!

カミュラ：っていうか、なんでここでこんな目が出るんですか（笑）。

カッツ：狙って出したわけじゃないっ！

ヴァリアス：当たりまえだっ！　狙って出されてたまるかっ～!!

カッツ：ダメージは15＋４Ｄだから……（コロコロ）５の６の11で……26点！

ヴァリアス：うぉーっ！　半分も減へった!!　ま、まさか、本気なんですか先輩っ！（一同笑）

カッツ：本気だ。ヴァリアス、お前も本気で掛かかってこいっ！

ヴァリアス：なら、やらせてもらいますよ……。クリスタルブレイドっ!!

カッツ：む、あれは伝説の一〇〇〇〇Ｇもする剣けん（笑）。

カミュラ：ダメです！　それは売るんですっ!!（一同笑）

ＧＭ：使いたくてしょうがないんでしょ？

ヴァリアス：実はすごく使いたい（笑）。これならば、カッツ先輩も一いち撃げきで吹ふっ飛ばすことができるぜ！

ファム：こんなところで使わないでくださいっ！

ヴァリアス：では、普ふ通つうに攻こう撃げき……って攻撃していいのか、オレ？

カッツ：いいんじゃないのか？　ここで私が倒れれば、それはそれでありだろう。私の目的はヴァリアスにアスカロンを使うことだからな。

ヴァリアス：じゃあ、遠慮なくいくぜっ!!　マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！（コロコロ）命中は23！

カッツ：それは避よけられん……（コロコロ）失敗。

ヴァリアス：ダメージは11＋７Ｄだから……（コロコロ）33点、微び妙みように低い。

カッツ：33点か……結けつ構こう痛いたいな。防ぼう御ぎよ力りよくを引いてＨＰダメージは17点。強くなったな、ヴァリアス（一同笑）。

ヴァリアス：先輩もなかなかやりますね……。

カッツ：いや、私の強さはここからだっ！

ヴァリアス：しまった！　この距きよ離りだと《ヴァイタルフォース》が来るっ！　離はなれてキャリバーで戦えばよかったのにっ！

カッツ：まだまだ甘あまいな。マイナーで《ヴァイタルフォース》、そしてメジャーで《ペネトレイトブロウ》！　すまん、ラリエットのために……死んでくれ。心の中で詫わびておこう（笑）。（コロコロ）４、５、６だから22で命中！

ヴァリアス：ぶっ！　そんなの避よけられるわけないっ！（コロコロ）失敗！

カミュラ：なんで、こんな時だけそんなにダイス目がいいんですか（笑）。




　まったくです。




カッツ：これが私の本当の強さなのだよ。グッと渾こん身しんの力を込めて拳をヴァリアスの腹に打うち込む。

ヴァリアス：ぐえっー!!

カッツ：15＋２Ｄに《ヴァイタルフォース》の分が＋３Ｄだから……（コロコロ）６、１、２……と。

ヴァリアス：これは沈しずむな。

カッツ：合計で30点のダメージ。しかも防御力無む視し！

ヴァリアス：それはもうどうしようもない。ま、まさか二撃で倒たおされるとは……。




　カッツの放った渾身のボディーブロウがヴァリアスに決まり、まるで糸の切れた操あやつり人形のようにそのまま崩くずれ落おちるヴァリアス。

「せ、先輩。本気、なんですね…………」

　ヴァリアスは意い識しきを失った。




ファム：で、でも２ラウンド保ちましたよっ！

ヴァリアス：２ラウンド保ったというか、２ラウンドしか保たなかったというか。誰だれか～、お願いだからカッツ先輩を止めて～（一同笑）。

カミュラ：まったく情なさけないです。

ファム：まったくですっ！

ヴァリアス：うぅ……。

ＧＭ：それでは、第３ラウンドに移りましょう。ここでファムとカミュラが登場できます。

ファム：はいっ！




　ファムとカミュラが急いで闘技場までやって来た時、すでに戦いは終わっていた。

　カッツの前に膝をつき、腹部を押さえているヴァリアス。

　そして、それを見下ろしながら右手にアスカロンを持っているカッツ。

　ふたりの目にも勝者は明らかだった。




カッツ：これも運命だ、あきらめてくれ。と呟つぶやきながら懐からアスカロンを取り出す。

ファム：待ってくださいっ！

カミュラ：お待ちなさいっ！

カッツ：いや、待つわけにはいかない。妹は、ラリエットは呪いに冒されていて、助けるためにはヴァリアスの血が必要なのだ、と言っておこう（一同笑）。

ヴァリアス：やばいっ！　こ、これダメだ。カッツ先輩は本気だっ！　だから助けて（笑）。

ファム：それは全部嘘です。ラリエットさんは、ソウルマンサーという怪かい物ぶつに操られているんですよっ！

カッツ：ソウルマンサー？　なんだそれは？（笑）

カミュラ：ファムさんの言うとおりです。十年前、ハーネス村にいたアナクアルという邪じや神しんの神官がラリエットさんに取り憑ついているんです。ラリエットさんの左手の手のひらに三日月型の痣あざがあるはずです。それが、取り憑かれている証しよう拠こです！

ＧＭ／ラリエット：「お兄ちゃん、騙だまされないで」カッツの背はい後ごからラリエットの声がしてきます。

カッツ：うわっ！　どこから現あらわれた（笑）。

ＧＭ：《ブリンク》（※）で[image: ]メートルほど飛んできました（笑）。

ヴァリアス：５レベルかよっ！

カミュラ（ラリエットになって）：お兄ちゃん、早く……早くして……（一同笑）。

カッツ：声が怖えーよっ！

カミュラ（ラリエットになって）：お兄ちゃん、早く、早く血をちょうだい（爆ばく笑しよう）。




　いくらなんでも、それは怪あやしすぎます。




ファム：カッツさん、信じてくださいっ！

カミュラ：十年前、ハーネス村に行ったわたしたちは、アナクアルを倒すことはできましたが、彼が村に火を放つことは止められませんでした。でも、ラリエットさんは助けることができたんです。ただ、その時、すでにラリエットさんはアナクアルに憑依されていたんです。

カッツ：助けた？　カミュラがラリエットを……？　ちょっと揺ゆらいできているぞ（笑）。

カミュラ：それに、そこにいる彼女がカッツさんの本当の妹なら、あなたに友だちを殺してくれなんと言うわけありません。あなたの妹は、他人を犠ぎ牲せいにしてまで生き延のびたがるような人間なんですか？

カッツ：うっ！　そういう言い方されると反はん論ろんできない。あのー、そろそろこんなところで許ゆるしてください（一同笑）。

ＧＭ：では、力の抜ぬけたカッツからアスカロンをラリエットが奪うばい取ります。

カッツ：な、何をするんだ！　一応抵抗するが……。

ＧＭ：抵抗するなら、【筋力】同士の対抗で……（コロコロ）19です。

カッツ：それはクリティカルでもしないと……（コロコロ）失敗！

ＧＭ：それでは、ラリエットはカッツから奪ったアスカロンをヴァリアスに向かって振ふり下おろします。もちろん〝とどめを刺さす〟で。

カッツ：ラリエットの攻撃を《カバーリング》！　ヴァリアスをかばうっ！




　ラリエットがカッツから奪ったアスカロンを振り下ろす。

　だが、その竜りゆうを殺すための刃やいばがヴァリアスを殺あやめることはなかった。

　瞬しゆん時じにラリエットとヴァリアスの間に割わり込こんだカッツの交差した腕うでが、ラリエットの下か膊はくを押おし止とどめていたのだ。そしてその時にカッツは見てしまう。ラリエットの手のひらに浮うき上がっている三日月型の痣を……。




ＧＭ：アスカロンのダメージは……（コロコロ）８点です。

カッツ：少なっ！

ＧＭ：竜と竜に連なる者以外にはただのダガーですからね。さて、カッツに妨害されたラリエットは舌打ちをすると、そのまま５メートルほど、うしろに後退します。

カミュラ（ラリエットになって）：（侮蔑するような声で）使えると思ったのに、使えない男……。

カッツ：な、何だとっ！（一同笑）

ファム：うわぁ～～。

ＧＭ／ラリエット：せっかくここまで追おい詰つめたのに、とどめも刺せないなんて。

カミュラ（ラリエットになって）：アンタのせいで私は死んだのよ。

カッツ：違ちがう、それは違う。断だんじて違うっ！

カミュラ（ラリエットになって）：あの時、なんで助けてくれなかったの？

カッツ：いや、私は救おうとしたんだ！

カミュラ（ラリエットになって）：そして今も助けてくれなかった……。私よりもその人たちが大切なの？

カッツ：違う。どっちも大切だ。だから……。

カミュラ（ラリエットになって）：（冷れい徹てつそうな声で）アンタはもう用なしよ……。

ヴァリアス：こ、恐こええ～。

カッツ：なんか、そういうキャラクター得意だよね（笑）。

ＧＭ／ラリエット：っていうかＧＭいらないし（笑）。せめて最後くらいは言っておきましょう。「こうなったら、私が直ちよく接せつ手を下すことにしよう」ラリエットの声にかぶるように、男の声も聞こえてきます。

カッツ：ラ、ラリエット……。

カミュラ：違うわ、やつはアナクアルよ。大丈夫、ラリエットさんは助けてあげます。その方法もちゃんと探してきましたから。




　そして、闘技場を舞ぶ台たいとした第二の戦いが始まった。





（※）《ブリンク》　アコライトのスキル。瞬間移動することができる。









クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆邪じや神しん官かん、再ふたたび




　そこにいるのは、すでにラリエットではなかった。

　いや、その肉体は今でも彼女のものであろう。だが、現げん在ざいの支し配はい者しやはアナクアル・バナト──邪神ミーヴァルの神官なのだ。




ＧＭ／アナクアル：あの時の復ふく讐しゆう。今こそ、果たさせてもらおう。

カミュラ：さぁ、なんのことかしら（笑）。

ＧＭ／アナクアル：忘わすれたとはいわせん。貴き様さまらのおかげで、私の計画はすべて無に帰したのだ。あと一息、というところだったというのにな。

カミュラ：ずいぶんと執しゆう念ねん深ぶかいんですね。

ＧＭ／アナクアル：あぁ、その執念こそ、私の行動の根こん源げんなのだ。そのためにこのような小こ娘むすめの身体からだに憑ひよう依いすることになろうとは……。
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カッツ：そんなことのために、妹の身体を使うとは……許ゆるせんっ！

ＧＭ／アナクアル：許せないか、それならばどうする？

カミュラ：もう一度倒たおして差し上げましょう。

ＧＭ／アナクアル：「やれるものならばな」　アナクアルはうしろに下がりながら、懐ふところから鶉うずらの卵たまご大ほどの大きさのものを四つほど取り出すと、地面に放ほうり投げます。すると、そこから武ぶ具ぐをまとった人間にも似にた不ぶ恰かつ好こうな生き物が地中から這はい出でてきます。

ヴァリアス：な、なんだ一体……。




「さぁ、それじゃあはじめようか」

　その容よう姿しに似に合あわぬ冷れい酷こくな声が、戦いの始まりを告げる鐘かねとなった。




ＧＭ：それでは戦せん闘とうをはじめましょう。ちなみに先ほどの戦闘からの続きとなりますので、【ＨＰ】や【ＭＰ】を回かい復ふくする時間はありません。

ヴァリアス：なんだって！　オ、オレはどうなるんだ？

ＧＭ：あっ、先ほどの戦闘は終しゆう了りようしていますので、ヴァリアスの【ＨＰ】は１となって、戦闘不ふ能のうではなくなります。

ヴァリアス：ほっ……。

ファム：よかったですね、ヴァリアスさん。

ヴァリアス：ってよかねぇ！【ＨＰ】が１じゃ、すぐに倒たおれるって。《ヒール》！　《ヒール》をプリーズ！（一同笑）

ＧＭ：さて、状じよう況きようを確かく認にんしましょう。まず、アナクアルの前方５メートルの位置に彼が作り出した人じん造ぞう生物が四体、その５メートル先にカッツとヴァリアス、で、その近くにファムとカミュラという感じですね。それではセットアッププロセスからです。
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カミュラ：なんとなく、自分に《ヘイスト》かけて、ヴァリアスさんに《ヒール》しないといけないような気がするんですけど。

ヴァリアス：気がするだけじゃなくて、実じつ際さいにお願いしますよ～（笑）。

ＧＭ：しかし、アナクアルの【行動値ち】が12なので、先にこちらが行動します。まずは《フェイス：ミーヴァル》を使いますっ！
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ヴァリアス：あっ、そうか。だからミーヴァルの神官なのか……。

ファム：え？

カッツ：《フェイス：ミーヴァル》はダイスで求める魔ま術じゆつの効こう果かを下げるのだ。

カミュラ：《ヒール》や《プロテクション》も？

ＧＭ：そうです。

ファム：《エアリアルスラッシュ》もですか？

ＧＭ：そうです。シーンに登場しているキャラクター全員の使用する魔術の効果が-9されます。ただし、ダイスで効果を決定しない魔術には効果ないですが。

ファム：がーんっ！

カッツ：それはつらい……。でも確たしか《フェイス：ミーヴァル》の効果って、そのラウンドだけだよな。

ヴァリアス：《インタラプト》するかどうか微び妙みようか……。

ＧＭ：どうしますか？　使いますか？

カッツ：だが最初に雑魚ざこを倒しておかないと、どんどんきびしくなっていくからな。ここは《インタラプト》で《フェイス：ミーヴァル》を打ち消しておこう。

ＧＭ：それはどうしようもないです。で、こちらのセットアップは終了。

カッツ：よしっ！　ここでギルドスキルの《陣じん形けい》だっ！

ファム：はいっ！　《陣形》を使いますっ！




　一気に散開するファムたち。

　カッツがアナクアルの配下──精せい鋭えい兵（ただし分類は人造生物に変へん更こう）にエンゲージし、カミュラがラリエットに《レイズ》を掛かけるために精鋭兵を迂う回かいする。
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カミュラ：次はわたしの番ですね。《ヘイスト》を自分に使います。（コロコロ）判はん定ていは成功です。フェイトを使って……（コロコロ）５。だから【行動値】が14になります。

ＧＭ：ということはカミュラが一番先になりますね。

カミュラ：《ヒール》！




　暖あたたかな優やさしい光に包まれてヴァリアスの体力が回復する。

　全ぜん快かいとまではいかなかったが、瀕ひん死しの状じよう態たいだった先程に比くらべればはるかにマシだ。




カミュラ：ちょっとダイス目が悪かったですね。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ！　これで半分まで戻もどった。

ＧＭ：次はアナクアルの番ですね。マイナーアクションで《マジックブラスト》……。

カッツ：《マジックブラスト》？　《フェイス：ミーヴァル》を使うのに魔ま法ほう!?

ファム：でも、みんなバラバラになってますよ。

ＧＭ：そして、メジャーアクションで《人形使い》という特とく殊しゆ能のう力りよくを使用します。

カミュラ：どんな能力なんですか？

ＧＭ：自分の「タイミング：メジャーアクション」のスキルと、憑依している人間が持っている「タイミング：メジャーアクション」のスキルの両方を同時に使用する特殊能力です。もちろんこの時に《人形使い》は使用できませんが。

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ：自分の取得している《バリア》（※）と、ラリエットの取得している《ホーリーウェポン》を精鋭兵たちに使用します。
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カッツ：防ぼう御ぎよ力りよくと攻こう撃げき力の強化っ!!

ファム：《マジックブラスト》を使っているってことは……。

ＧＭ：そのとおりです。精鋭兵すべてに、両方のスキルの効果が掛かかります。《バリア》の判定は……（コロコロ）成功。《ホーリーウェポン》（※）も……（コロコロ）成功。精鋭兵たちの武ぶ器きと鎧よろいがほのかに光を放ちはじめます。これで精鋭兵たちの攻撃力＋12、物理防御力と魔法防御力が＋12！

カッツ：なるほど。そのためにエンゲージしている状態で登場か……。

ＧＭ：しかも、《バリア》も《ホーリーウェポン》のシーンの間持続しますからね。

カミュラ：防ふせぐ手しゆ段だんはないんですか？

カッツ：《人形使い》を《インタラプト》するしかないな。

ＧＭ：でも、《インタラプト》はもう使ってしまいましたからね（笑）。

カッツ：その笑顔が憎にくらしい。

ＧＭ：はっはははは（笑）。では、次はカッツの順番ですね。

カッツ：こうなったら一体ずつ倒たおすのみっ！　だが、【ＭＰ】足りるのか、これ？




　しかし、カッツの渾こん身しんの攻撃──《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》の一撃はあっけなく回かい避ひされてしまう。




カッツ：ぐぉっ！　外したっ!!

ＧＭ：ヴァリアス戦みたいにダイス目が走りませんね～。

ファム：あれぇ～（笑）。

ヴァリアス：先せん輩ぱい、もしかしてオレのこと、本当は嫌きらいなんじゃないですか？

カッツ：嫌いだったら、もっと簡かん単たんに殺やっているさ（笑）。

ＧＭ：では、こちらの反はん撃げきはすべてカッツにいきましょう。マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！

カッツ：これが四回くるのか……。さて、何発耐たえられるか。

ＧＭ：一体目！　７＋４Ｄで……（コロコロ）２、３、３、６だから21！

カッツ：うわっ！　それはきびしい！　出ないことはないが……（コロコロ）失敗！

ＧＭ：ダメージは、《ホーリーウェポン》の分が追加されて19＋７Ｄ！

ヴァリアス：19＋７Ｄ！

ファム：（またしても呪のろいの手つきで）せめて小さく、せめて小さく（笑）。

ＧＭ：（コロコロ）10、20、22に19を足して41点！

カミュラ：《プロテクション》ですっ！

カッツ：頼たのむっ！　こっちの防御力が16だから、25以上出してくれっ！

カミュラ：だって、５Ｄですよ。そんなのムリですよ……（コロコロ）あら？

ヴァリアス：お、けっこう高いぞ。




　ダイス目は３、４、４、４、５！




カミュラ：20点止めます（笑）。

ＧＭ：えっ！　５点しかいかないの？

カッツ：素す晴ばらしい（笑）。これならばまだまだ保もつぞ。

カミュラ：でも、まだまだ攻撃してくるんですよね。

ＧＭ：はい、あと三回攻撃しますよ（笑）。カッツ、覚悟っ！




　しかし、天はカッツの味方であった。

　残りの三回の攻撃のうち、一回は回避され、残る二回もカミュラの《プロテクション》によって阻はばまれ、合計で20点しかダメージを与あたえることはできなかった。




ＧＭ：さすがに《プロテクション》５レベルは伊達だてじゃないですね。カッツの防御力が高いっていうのもあるけど、ここまで防ふせがれるとは……。

カッツ：これが仲間の絆きずななのだよっ！

カミュラ：その仲間を倒したのはカッツさんですけどね（一同笑）。

カッツ：それは単なる誤ご解かいというやつだ。さぁ、次はファムの番だ、いけっ！

ファム：はいっ！

ヴァリアス：先輩、ごまかしてないか？

カッツ：そんなことはないぞ。さぁ、キミの魔法をあいつらに叩たたき込こむんだ。

ファム：《エアリアルスラッシュ》ですね。それじゃあ、いきます！




《マジックブラスト》によって拡かく大だいされ、《ウィンドセイバー》によって強化された風の刃やいばが縦じゆう横おう無む尽じんに乱らん舞ぶし、次々と精鋭兵に襲おそいかかる。




ファム：命中しましたっ！《マジックフォージ》も使った方がいいですか？

カミュラ：ここは全力でいきましょう！

ヴァリアス：ついでにフェイトも使うといいかも。

ファム：えーっと……ダイスいくつ振ふればいいでしょう？（笑）

ＧＭ：《エアリアルスラッシュ》が６個こ、《ウィンドセイバー》で３個、《マジックフォージ》で６個、エアリアルスタッフで１個、さらにフェイトで３個だから……19個ですね。

ファム：……分かりました。すいません、ダイスを貸かしてくださーい（笑）。えーっと、１、２、３、４……（中略）……16、17、18、これで19個！

カミュラ：こうして並ならべてみると、すごいですね（笑）。

ファム：それじゃあ、いきますよ。せーの、たぁっ！




　ザラザラと音を立てながら、机つくえの上を転がる大小さまざまな大きさの19個のダイス。




ヴァリアス：こ、これは意外といいかも。

ファム：えー、10、20……。




　数えやすいように10の組み合わせを作りながら、合計を計算していく。

　19個のダイスの平へい均きんは[image: ]。

　だが、ダイスはまだまだ残っている。




ファム：50、60、70に２を足して73ですっ！

ＧＭ：えっ！　73？

カミュラ：かなりいいんじゃないですか!?

ファム：やったーっ！　73ですよ、73っ!!

ＧＭ：……。

カミュラ：なんか、６がいっぱいあるよ。

カッツ：ほら、写真撮とっておかないと（笑）。

ファム：あ、はいっ！　そうですね。




　さっそく携けい帯たいのカメラを構かまえる小島さん。

　いろいろな角度から、机つくえの上に散らばっているダイスを撮さつ影えいしていく。

　なんだか、とてもうれしそうなんですが。




ＧＭ：まさか、最初のラウンドでここまでダメージを出されるとは予想もしなかった……。

カミュラ：ファムはできる子なんですよ（笑）。

ＧＭ：しかたがない。一体だけに《フェイス：ダナン》を使って、受けたＨＰダメージのうち20点をアナクアルに移うつします。

カッツ：邪神以外の神様のスキルも使えるのかっ！

ＧＭ：こっちはラリエットが持っているスキルですけどね。それでも残りの【ＨＰ】が20点ですよ。残りは全部、ファムの一撃で倒たおれます。というか【ＨＰ】がぴったり０。

ヴァリアス：うぉー、すげぇーっ!!

カミュラ：（拍はく手しゆをしながら）すごい、すごいっ！

ファム：あたしだって、たまには役に立ちますよっ！

ヴァリアス：最後はオレだな。最後の一体はオレが倒すっ！　というか、オレに倒させてくれっ！（一同笑）マイナーで移い動どうして、メジャーで《バッシュ》！




　フェイトを１点使用したヴァリアスが叩たたきだしたダメージは41点。

　だが、この攻撃に対してアナクアルは再び《フェイス：ダナン》（※）を使用し、受けたＨＰダメージはわずか２点だった。




ヴァリアス：ぐっ！　出し惜おしみせずにもうちょっとフェイトを使っておくんだったか。

ＧＭ：そんなことないですよ。アナクアルはまだ攻撃を受けていないのに、すでに【ＨＰ】が40点も減ってますよ。

カミュラ：えっ!?　もう？

カッツ：《フェイス：ダナン》はダメージを移うつし替かえるだけだからな。

ヴァリアス：いけるっ！　いける気がしてきたぞっ！




　第二ラウンド。

　アナクアルはセットアッププロセスで、次なる奇き跡せきを邪神に懇こん願がんする。

「憎ぞう悪おの神よ、竜りゆうの力を奪うばいし神よ！　ここにいる者どもに呪のろいを！」
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ＧＭ：《フェイス：クロムクルー》（※）を使用しますっ！

ヴァリアス：今度はクロムクルーかよっ！

カッツ：シーンに登場している全員の物理防御力と魔法防御力が減げん少しようするスキルだ。ちっ、さすが邪神の神官、嫌な攻撃ばかりしてくる。

ＧＭ：もちろんアナクアルと部下もですけどね。全員９点ずつ下げてください。

ファム：これは回避できるんですか？

ＧＭ：できません。《インタラプト》するしかないです。

ヴァリアス：これは敵より先に行動した方がいいような気がする……。

カミュラ：先に部下から倒します？　それなら誰だれかに《ヘイスト》を掛かけますけど。

ヴァリアス：オレは《カリキュレイト》を使いますから、《ヘイスト》を使うならカッツ先輩にお願いします。そうすれば、ふたりともアナクアルよりも先に行動できるっ！

カミュラ：では、カッツさんに《ヘイスト》を……（コロコロ）成功です。

カッツ：よし、これであとはヴァリアスが部下を倒してくれれば問題ない。

ヴァリアス：うすっ！

ファム：責せき任にん重大ですよっ！

ヴァリアス：というわけで、《カリキュレイト》を使用！　そして、クリスタルブレイ……。

カッツ：ザコに使うなよ、ザコに（一同笑）。

ヴァリアス：ですか、やっぱり（笑）。ならば、普ふ通つうに攻撃！　マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！（コロコロ）よしっ！　クリティカル!!

ＧＭ：……（コロコロ）こっちの回避は失敗。

ヴァリアス：ここで《ボルテクスアタック》を使用するかどうか……。

カッツ：フェイトは？

ヴァリアス：あと２点だけ。しかも《ブルズアイ》もないという事じ態たい（一同笑）。

ファム：でも、相手の防御力も減へってるんですよね。

カッツ：ならいけるんじゃないか？

ＧＭ：うっ！　使うスキル間ま違ちがえたかも……。

ヴァリアス：よし。ここは《ボルテクスアタック》を温おん存ぞんしておこう。オレは自分のダイス目を信じる！　いや、信じたいっ!!（一同笑）たぁっ！　（コロコロ）14＋９Ｄで49！

ＧＭ：49点か……20点軽けい減げんしたとしても受けるダメージは29点。防御力が７＋12－９だから……ＨＰダメージは19点。残り【ＨＰ】は……18。ダメ、倒れます。

ファム：ヴァリアスさん、やったっ！

ヴァリアス：よしっ！　これであとはアナクアルだけだっ！

カッツ：ならば、私はここで待機することにしよう。

ファム：なんでですか？

カッツ：あとどのくらいのダメージでアナクアルが倒れるか分からないからな。そろそろカミュラに《レイズ》を使ってもらわないと、恐くて攻撃できない。

カミュラ：せっかく《ヘイスト》を掛かけたのに……。

カッツ：いや、だからこれは保ほ険けんだって。ヴァリアスが部下を倒たおせなかった時のために掛けてもらったわけだから……。

ＧＭ：それならば、アナクアルの行動が先になりますね。メジャーで《人形使い》を使用して、カッツに《オブストラクション》（※）、自分に《バリア》を掛けます。

ヴァリアス：対象を分けることも可か能のうなのかっ！

ＧＭ：ただし、使えるスキルは、アナクアルのスキルをひとつと、ラリエットのスキルをひとつという制限がありますけどね。ではまず先に《オブストラクション》から、９＋３Ｄだから（コロコロ）……魔術判定は22です。

カッツ：６＋３Ｄで回避！　……（コロコロ）失敗。

ＧＭ：ではカッツは、このラウンド中にスキルを使用した場合、10点のＨＰダメージを受けてください。

カッツ：なんてこったい……。

ＧＭ：そして自分には《バリア》を……（コロコロ）判定は成功。防御力が12ずつ上がります……これで《フェイス：クロムクルー》の分は打ち消せます。

カミュラ：次はわたしの番ですね。マイナーで移動して、メジャーでラリエットさんに《レイズ》です。

カッツ：頼むぞ！　ここで失敗しないでくれ……。

カミュラ：ラリエットさん、目を覚ましなさい……（コロコロ）判定は成功です。

ＧＭ：するとラリエットの動きが止まって、表情も氷のような冷たい感じではなくなります。

カッツ：ラリエット？

ＧＭ／ラリエット：「……お兄ちゃん？」明らかにアナクアルのものでない声が、ラリエットの口からこぼれます。

ファム：やりましたよっ！

ＧＭ：だが、それも一瞬のこと。すぐに表情が再び冷徹なものに戻ります。しかし、アナクアルが明らかに動どう揺ようしているのが分かります。

ヴァリアス：よしっ！

ＧＭ／アナクアル：「まだだ！　この身体からだはすでに私のものだ……お前は出てくるなっ！」独ひとり言ごとのようにアナクアルはブツブツと呟つぶやきはじめます。

カッツ：よしっ！　あとはアナクアルを倒たおせば終わりだっ！




　ファムの魔法による風の刃がアナクアルを切きり裂さいていく。

《オブストラクション》による身体の痛いたみに耐たえながら、カッツは渾こん身しんの一撃──《ペネトレイトブロウ》をアナクアルの魂たましいへと叩たたき込こむ。

　しかし、それでもアナクアルは倒たおれない。




カッツ：くっ、まだダメか……。

ファム：でも、《レイズ》も掛けたし、あとはアナクアルを倒せば終わりですよっ！

カッツ：そうだな。よし、次のラウンドだっ！




　第三ラウンドのセットアッププロセス。
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　アナクアルは再び《フェイス：ミーヴァル》によって、ファムの攻撃やカミュラの援えん護ごを阻そ害がいする。

　一方、ヴァリアスのマイナーアクションがムダにならないようにファムたちは《陣形》を使用して、ヴァリアスをアナクアルにエンゲージさせる。さらにカッツに《ヘイスト》を使用し、アナクアルよりも先に行動できるようにする。

　そして、第三ラウンドのイニシアチブプロセス……。




ヴァリアス：《カリキュレイト》を使用！　これで残りの【ＭＰ】は７点！　ファム!!

ファム：ギルドスキルの《祝福》を使用しますっ！




　ファムの祈りによって、ヴァリアスに、カミュラに、カッツに気力が戻ってくる。




ヴァリアス：マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！　……（コロコロ）ひ、低いっ！　命中は19！

ＧＭ：!!　しかし、それでもこっちはクリティカル以外はムリ……（コロコロ）失敗。

ヴァリアス：《ボルテクスアタック》を使用っ！　残りのフェイトも全部つぎ込んで……（コロコロ）14＋47だから61点！




　流星の名を与あたえられた槍やりの穂ほ先さきが、その名のとおり加速されてアナクアルを突つき刺さす。

　さらに間かん髪はつを容いれずにカッツの発はつ勁けいが叩き込まれる。だが、それでもまだ倒れない。

　アナクアルの未練、いや執しゆう念ねんだろうか。それがまだ彼をこの世に繋つなぎ止めている。




ＧＭ：「それで終わりか……。ならば、ここで、死ねっ！」アナクアルの全身から、まとわりつくような闇やみにも似にた瘴しよう気きが発せられます。メジャーで《人形使い》を使って自分に《ブレッシング》。そして、エンゲージしているカッツ、ヴァリアス、カミュラに《ウィルブレス：重じゆう圧あつ》を使用します。

カッツ：なんだって！

ヴァリアス：ここで範はん囲い攻撃かよっ！

ＧＭ：まずは《ブレッシング》（※）……（コロコロ）判定は成功。したがって、次の《ウィルブレス：重圧》（※）の命中判定のダイスが１個増ふえます。……（コロコロ）３、５、５、５！　残念、クリティカルはしません。

ヴァリアス：た、助かった……。




　だが、アナクアルの信しん仰こうの力だろうか。

〝猜さい疑ぎの女め神がみ〟ミーヴァルの加か護ごがアナクアルにもたらされる。




ＧＭ：《邪神の力》（※）を使用。今の判定をクリティカルに変更します。

カッツ：……っ！




　……回避判定は全員失敗。




ＧＭ：ダメージは11Ｄで、ダメージを受けると重圧です。では振ふります……（コロコロ）。

ヴァリアス：うわっ！　これはでかいっ!!

ＧＭ：10、20、30、46点の物理ダメージ。《フェイス：クロムクルー》の効果で物理防御力が-9されているのを忘わすれないでくださいね。

カミュラ：《サモン・アラクネ》を使いますっ！（コロコロ）17です。




　カミュラの持つ〝神しん獣じゆうの杖つえ〟が光り輝かがやく。




ＧＭ：《フェイス：ミーヴァル》で-9されます。

カミュラ：それでも８点軽けい減げんできます！

カッツ：よし、チャンスだ！　それならばカミュラも無事だな。

カミュラ：ええ、２点残ります。

カッツ：それならば……。ファム！　ギルドスキルの《蘇そ生せい》を頼たのむっ！

ファム：えっ!?　は、はいっ！《蘇生》を使用しますっ!!

カッツ：これで私の【ＨＰ】は69に戻もどる。そしてを《ソウルバスター》を使用っ！

ＧＭ：バッドステータスの重圧は？

カッツ：もちろん《インデュア》で打ち消す！　さっき《祝福》で【ＭＰ】は回復したからな。問題はない。これで終わりだっ!!




　勝利を確かく信しんしていたアナクアルの顔が、瞬しゆん時じに驚おどろきへと変わる。

　彼の必殺技のはずであった〝闇の瘴気〟は、誰だれひとり蝕むしばむことはできず、あまつさえみずからに返ってこようとは。

「ば、馬ば鹿かな……。そんな馬鹿げたことが……」

　最後まで己の敗北を信じることができず、アナクアルは再び倒たおれた。





（※）《バリア》　アコライトの上級クラスであるプリーストのスキル。物理防御力と魔法防御力を上昇させる。

（※）《ホーリーウェポン》　アコライトのスキル。武器攻撃のダメージを上昇させる。

（※）《フェイス：ダナン》　アコライトのスキル。他の人が受けたダメージを自分に移す。

（※）《フェイス：クロムクルー》　エネミーの特殊能力。その場にいるすべてのキャラクターの物理防御力と魔法防御力を減少させる。

（※）《オブストラクション》　シャーマンのスキル。なんらかのスキルを使用した時にダメージを与える。

（※）《ブレッシング》　アコライトのスキル。行為判定のダイスを増やす。

（※）《ウィルブレス：重圧》　エネミーの特殊能力。ダメージと共にバッドステータスの重圧を与える。

（※）《邪神の力》　エネミーの特殊能力。行為判定をクリティカルに変更する。









エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆再さい会かい、そして別れ




　ラリエット、いやアナクアルが倒れると同時に、黒い靄もやのようなものがラリエットの身体からだから離はなれていく。

　よく見れば人の形にも見える。ちょうど頭部にも見える場所の中央には、まるで眼めを模もしたかのようなものがふたつ並ならんでいる。その眼が恨めしそうにカミュラを見つめていた。




ＧＭ：ではエンディングの最初のシーンです。ラリエットの身体が倒れると同時に、そこから靄のようなものが滲にじみ出てきます。

カッツ：おっと。ラリエットが倒れる前に身体を支ささえよう。

ＧＭ／ラリエット：ＯＫです。するとラリエットはうっすらとまぶたを開けて呟つぶやきます。「……お兄ちゃん、無事で……よかった」

カッツ：……ラリエット。




　だが、この再会が再ふたたびの別れとなろうとは……。
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ＧＭ／アナクアル：だが、ラリエットから離れた人の形をした黒い靄は、憎々しげな表ひよう情じようでカッツを睨にらみます。「お前もか。そこにいる女のように、貴き様さまも私わたしを邪じや魔まするのか」

カッツ：私の妹の身体を奪うばっておいて何を言うか。妹は返してもらおう。

ＧＭ／アナクアル：ふんっ！　一度奪ったものをタダで返すと思っているのか。おめでたいやつだな。

カッツ：な、何っ！

ＧＭ／アナクアル：黒い靄──アナクアルはその両手を空高く上げると叫さけびはじめます。「我われの死と引ひき替かえにこの者に呪のろいをっ！　覚めることのない眠ねむりを与あたえたまえっ!!」

カッツ：なんだっ！

ＧＭ：すると、再びラリエットのまぶたが静かに閉とじていきます……。

ファム：ラリエットさんっ！

カッツ：アナクアル、ラリエットに何をしたっ！

ＧＭ／アナクアル：邪じや神しんの呪いを掛かけただけよ。これで貴様の妹は、永えい遠えんに目覚めることはない。我が死を代償にした邪神の呪いだ。神の力でも使わなければ解けまい。

カミュラ：なんてことを……。

ＧＭ／アナクアル：「そうだ、その顔だ。その顔が見られただけでも復ふく讐しゆうの価か値ちがあったというものだ………………」次し第だいに声が小さくなっていき、黒い靄も徐々に薄うすれていきます。

カッツ：とりあえず身体は助けたがというところか。次は邪神の呪いを解けということだな。

ＧＭ：そういうことです。身体を取り戻したので次は精神ということですね。さて、そんなラリエットの様子をみんなが唖あ然ぜんとして見ていると、エルクレスト・カレッジ全体を揺ゆるがすようなものすごい震しん動どうが起こります。

ファム：地震ですかっ！

ＧＭ：地震とは違ちがいます。どこかで爆ばく発はつ音も聞こえてきます。

カッツ：急いで外に出るんだっ！




　闘とう技ぎ場じようから出た彼らが見たものは、爆発によって巨きよ大だいな穴あなのあいた一号館であった。急いで一号館へと向かうファムたち。

　そこには瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったオレストス・モーズレイが倒れていた。

　服は鋭するどい刃やいばのようなもので切り裂さかれ、ところどころが焼けこげている。また、彼の持つ魔ま導どう剣けんもなかば粉ふん砕さいされ、もはや使い物になりそうもない。

　命がある方が不思議としかいえないような状じよう態たいだった。




ヴァリアス：モーズレイ先生っ！

ＧＭ／モーズレイ：「まさか、ここまで入り込こんでくるとは思いませんでしたよ。まぁ、中から結界が破やぶられていてはどうしようもないということですかね」息も絶たえ絶だえになりながら、苦笑いを浮うかべています。

カミュラ：誰だれがやったんですか……。

ＧＭ／モーズレイ：オフェリア・ルクスです。彼女にこの宝ほう物もつ庫こに収おさめられていた覇は王おうの遺い産さん──〝黄金剣〟オートクレール、〝降魔剣〟ロンゴミアント、このふたつが奪うばわれて、しまいました。

カッツ：なんで、あんたがスカディと戦うんだ。仲間なんだろうが。

ＧＭ／モーズレイ：すると再び苦笑いを浮かべながら「言ったでしょう。私はこの学園の教きよう師しです。学生を守り、学園を守ることが仕事だと……」

カミュラ：……。

ＧＭ／モーズレイ：「ただ、少し疲つかれました。申もうし訳わけありませんが、休ませてもらってもいいですか……」そういうと、モーズレイ先生はそのまま意い識しきを失います。しばらくすると救助隊がやってきて、モーズレイを担たん架かに載せて運んでいきます。

ファム：モーズレイ先生……。







◆エンディング 02◆覇王の遺産




　それから数日後。

　ファムたち四人は学長室にいた。

　彼らの前には、エルクレスト・カレッジの学長であるエルヴィラ・アルディリケ、放ほう浪ろうの吟ぎん遊ゆう詩人にして古代竜りゆうである〝銀の〟ケセド、いまだ傷きずの癒いえぬオレストス・モーズレイの姿すがたがあった。




ＧＭ／エルヴィラ：それでは最後のシーンです。学長室に呼よばれたあなた方は現げん状じようの報ほう告こくをうけます。「あなた方は当事者でもありますので、この件けんに関しては知る権けん利りがあると思ってお呼びしました」　静かにエルヴィラ学長が告げます。

カミュラ：そうですね。ファムの魔族化、邪神官アナクアルの事件、〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディ、そして覇王の遺産。これらすべてが何らかの関わりがあるのではないですか？　何かご存ぞんじではないですか？　モーズレイ先生。

ＧＭ／モーズレイ：スカディの件に関しては私は何も知りません。もともと単たん独どくで動くことが多いものですから。ただ、オフェリアが何らかの形でこれらのことと関わりがあることは間ま違ちがいないでしょう。

カッツ：特に覇王の遺産だな。オフェリアがファムの魔族化に関わっていたのは間違いないとすると、彼女が覇王の遺産を集めることには何か理由があるはずだ。

ＧＭ／エルヴィラ：「私もそう思います」エルヴィラは大きくうなずきます。「少なくともふたつの覇王の遺産がスカディの手にあることは確たしかです。そして、こちらにもふたつ」

ファム：ふたつ？

ＧＭ／エルヴィラ：カミュラの持っている〝神しん獣じゆうの杖つえ〟アイン・ソフ・アウル、そしてケセド殿どのが持っている〝白はく銀ぎんの竪たて琴ごと〟ウァードネ……。

ヴァリアス：なんだってっ！　あんたが持っているのかよ。

ＧＭ／ケセド：「持っていたら何かまずいことがあるのか？」ケセドは、不満そうにヴァリアスを見ます。「私も覇王と共に戦った仲だ。遺産のひとつやふたつ、持っていても不思議はあるまい」

ヴァリアス：あっ、そうだった……。

ファム：ということは残りは全部で三つ？

ＧＭ／ケセド：そのとおりだ。〝神しん遺い剣〟デュランダルと〝金剛の盾〟プリドウェンはいまだどこにあるかは不明だが、〝雷らい槍そう〟ゲイ・ボルグならば手がかりを教えることはできる。

カミュラ：本当ですか？

ＧＭ／ケセド：ここからもそれほど遠いというわけではない。ただ……。

ファム：ただ……なんでしょう？

ＧＭ／ケセド：一ひと筋すじ縄なわで手に入れることはできんだろうよ。ゲイ・ボルグを求めた者は数多くおれど、実じつ際さいにその手に掴つかんだ者を私はふたりしか知らぬ。だが、そのうちのひとりはみずからのゲイ・ボルグによってその命を落とした。それゆえに、もうひとりの継承者である覇は王おうは、その危き険けんさゆえにゲイ・ボルグを封ふうじた。それでも行くのか？




　ケセドの問いに魔ま法ほう使つかいの少女はきっぱりと、何のためらいもなく答える。




ファム：行きますっ！　だって、わたしは立りつ派ぱな魔法使いになるんですから。絶ぜつ対たいに魔族になんかなりません。だから……教えてください。ゲイ・ボルクのある場所を。




　ケセドはしばらく考えたのち、重々しい声でファムに告げた。




「ゲイ・ボルクは〝聖都〟ディアスロンドにある」







再さい会かい、そして再ふたたびの別れ SIDE-S　～エピローグ～




　それは十年も前のことでした。




　あの日、燃もえさかる村を目の前にして、私わたしは何もできませんでした。

　それは今でも変わりません。

　あっという間に燃え広がる炎ほのおに対して、何ができるのでしょう。




　親しかった友だちは、炎に包まれて見えなくなりました。

　親切だった隣となりのおじさんは、崩くずれる家の下した敷じきになってしまいました。




　いくら泣いても、叫さけんでも、あの人は私を助けてはくれませんでした。




　それが無茶なことだということは、今なら分かります。

　でも、あの頃ころの私はまだ幼おさない子こ供どもでした。

　だからこそ、自分の心を支し配はいしてくる異い物ぶつに抵てい抗こうすることなどできなかったのでしょう。

　そこから助けてもらえるならば、藁わらにもすがる思いだったかもしれません。

　でも、その結果、私は身体からだを失い、自分を失いました。




　だから、再びあの人に出会った時、彼のことを恨うらみました。

　なんで助けてくれなかったの。なんであなただけ無事なのって……。




　でも、それはただの逃とう避ひ行動。

　そう思うことによって、自分を慰なぐさめていただけ。

　そのためにあの人を傷きずつけ、裏うら切ぎり、さらには自分さえも誤ご魔ま化かしていた。




　だから、今度こそは信じます。

　きっとあの人は私を助けてくれる。

　この深い眠ねむりから目覚めさせてくれる。




　だから私はここで待っています。

　私のたったひとりのお兄ちゃん……。
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あとがき




　ちょっとした些さ細さいなことで友人と仲なか違たがいしたことがあります。

　そして、それ以来疎遠になってしまった人もいれば、すぐに仲直りしてそれまでと変わらないつき合いをしている人もいます。

　仲違いの理由はどちらもそれほど大きな違いはなかったと思います。それでも、そのあとの関係は大きく変わってしまいました。きっと、その時の気持ちとか、環境とか、運とか、そういったモノによるのでしょう。今となってはもう分かりませんが……。




＊　＊　＊




　おかげさまで『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のシリーズも第三巻となりました。また、最後までお読みくださった方はもうお分かりだと思いますが、このシリーズは第四巻へとさらに続きます。これもひとえに読者の方々のおかげです。

　ありがとうございました。

　そして、これからも引き続きよろしくお願いいたします。

　さて、ここから毎度お馴な染じみの各話の解説になります。いつものことながら、一部ネタバレも含みますので、まだ本編をお読みになってない方はまずはページを戻して、最初からお読みいただくようお願いいたします。




第五話　再会という名の遊戯

　第五話は今までと赴おもむきを変えて、エルクレスト・カレッジの外に飛び出して、野外でのウィルダネス・アドヴェンチャー風のシナリオになっています。

　ウィルダネス・アドヴェンチャーについての説明は本編を読んでいただくとして、ここでは『アリアンロッド』でこのようなシナリオで遊ぶためのシナリオ作成についてのポイントをいくつかご紹介したいと思います。

　リプレイ内でも解説していますが、このシナリオは『上級ルールブック』に掲載されているランダムダンジョン作成ルールをベースとして作られています。複数のタイルから構成されていて、それぞれのタイル同士で行き来できる場所が決まっていて、その中で起こるイベントがある、という形です。

　もっともランダムダンジョン作成ルールですと、イベントはすべてランダムに決まりますのでそこの部分は違うのですが（実際にはトランプをめくっていきながらダンジョンの内容を決めていきます）、マップの管理の仕方はほぼ同じです。

　また、これ以外にもいくつか工夫してありまして、ワンダリング表はシナリオが進行していくとエネミーが登場する確率が下がるようになっています。エネミーとの遭そう遇ぐうは最初は楽しいものの、何度も何度も戦闘が続くと次第にプレイヤーが飽きてしまいます。かといって、途中からワンダリング表を振らなくなるというのもおかしな話です。

　そこでこのシナリオでは、倉庫の人造生物製造基地を叩くとその後は人造生物が出てこないようにしてあります。こうやって少しでも理由をつけることによって、シナリオに変化をつけているわけです。途中のドラゴンとの遭遇もそうです。ＰＣと渡り合えるエネミーばかり出てくるというのもおかしな話ですが、とはいっても強力なエネミーとまともに戦ってはＰＣに勝ち目はありません。というわけで、あのようなイベントを用意してあるわけです。




　そして、今回から登場しているカッツの妹ラリエット。

　カッツのプレイヤーである菊池さんの提案によって生まれたＮＰＣですが、カッツ・バルゲル同様、某ＭＭＯに出てくる鞭むちの名前です（名前の由来は首飾りではないかと思いますが）。

　そしてラリエットの話は、そのまま第六話に続きます。




第六話　裏切りのシルエット

　再びエルクレスト・カレッジに戻っての第六話。

　ちょうど『エルクレスト学園ガイド』の執筆中ということもあって、エルクレスト・カレッジにちなんだイベントや人物が出てきています。

　こういったシナリオも学園物ならではというところではありますが、せっかくラリエットというＮＰＣが出てきたことですし、そのままカッツの話も展開していきます。

　このシナリオのポイントはメタ構造です。ＰＣは知らないけれど、プレイヤーは知っている。それをお互いに擦り合わせていくというシナリオです。

　したがって、シナリオでは最終的に闘技場でカッツとヴァリアスが戦うことは決めてありましたが、どのような状況で戦うかは決まっていませんでした。結局、リプレイのような結果になりましたが、プレイヤーの選択によっては、まったく異なる展開もあったわけで、こういうのもＴＲＰＧならではの展開といえるのではないでしょうか？

　ということで、今回の功労賞ですが間違いなくカッツ役の菊池さんでしょう。ヴァリアスを狙ねらうことになるという難しい役どころ、お疲れさまでした。

　プレイ中はＰＣとプレイヤーの視点の切り替えはさすがに苦労されていたようで、途中小島さんや小暮さんへアドバイスする時もなぜか墓穴を掘ってしまったりと、、なかなか大変だったようです。それでもセッションを盛り上げるために、カッツとして行動しながらも、他のプレイヤーと連携を取るところはさすがでした。途中ちょっとやり過ぎなところもありましたが、それはご愛敬ということで（笑）。

　なお、本編中では話の流れ的に省略していますが、ラリエットが今回の話で助からないというアイデアも実は菊池さんからの提案です。

　そして、第一巻が〝未来〟、第二巻が〝過去〟という隠れたテーマを持たせていることは第二巻のあとがきでも書きましたが、本書のテーマは〝現在〟です。はたして、カッツがラリエットを救うことができるかどうかは次巻以降へと続きます。こちらもお楽しみに。




　では最後に。いつものようにお礼を述べさせていただきたいと思います。

　本書の作成に関わってくださったスタッフ、楽しいセッションを一緒に創造していただいたプレイヤーの四人、そしてｂｏｍｉさんをはじめイラストを描かいてくださっているイラストレーターの方々、ありがとうございました。




　そして、本書を手にとってくださった読者の方へは格別の感謝を。『たんぽぽ娘』の主人公ふたりのように、また今度もこの場所でお会いできることを願って……。




二〇〇七年七月二日　久保田悠羅
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